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再会は突然に




「はー。月曜は憂鬱よね。次の休みまで五日もあるんだもん」

　朝から大きなため息をつくのは、『三みつ谷たに商事』のライフテクノロジー事業部で営業として働く私、北きた里ざと葉は月づきの同期、森もり本もと静しず香かだ。

　ついさっきエレベーターで顔を合わせ、一緒に事業部のフロアに向かう。

　三谷商事は、明治時代の紡績会社に端を発した会社。当初は紡績業で日本の産業をけん引してきたが、戦後、石油や鉄鋼、そしてインフラ事業など手広く行うようになり、今や最大手の総合商社として君臨している。

　我がライフテクノロジー事業部は、医薬品や化粧品、はたまたその原料などの輸出入や仲介を得意としていて、決して大きな事業部ではないけれど、売り上げの伸び率はダントツだ。

　だけど異動や転勤も多く、大学を卒業して三谷商事に就職してから二十八歳になる今年まで、ずっと同じ部署にいる同期は彼女だけになった。

「昨日と一昨日おとといは休みだったじゃない」

「そうだけどさぁ」

　肩のあたりで切りそろえた私よりずっと長い髪をもつ彼女は、真夏日になるらしい今日は暑いからか、歩きながら器用にクリップでひとつにまとめている。

「今週も忙しいから頑張るよ！」

「葉月はホントすごいよね。営業のなかでも成績トップクラスだし」

　静香は同期といっても事務職で、私たち営業の後方支援をしてもらっている。

「ありがと。でも、まだまだよ」

　これでも必死に頑張っているつもりだけれど、まったく追いつけない尊敬する上司がいる。彼は二年前、三十歳のときにインドに赴任してしまい、それから電話やメールで連絡は取り合っているものの会ってはいない。

「ね、どうしたんだろ？」

　ライフテクノロジー事業部の近くに行くと、入り口に人だかりができていた。

「なんだろうね」

　他の事業部の女子社員が大勢覗のぞいているんだけど。

　近づいていき、「すみません」と中に足を踏み入れた瞬間、息が止まった。そこに、インドに赴任したはずの上司・一いちノの瀬せ悠ゆう馬まさんがいたからだ。

　前髪が長めでサラサラの黒髪をもつ彼は、二重でパッチリとした目に凛り々りしい眉。鼻筋はスッと通っていていわゆるいい男。しかも身長は百八十五センチほどあり、とんでもなく脚が長い。

　容姿が整っているだけでなく、英語、中国語、フランス語を操る彼は頭脳明めい晰せきで、なんといってもここ三谷商事の後取りということで、赴任前から注目の的だった。

　一ノ瀬家は、三谷商事の前身である『津つ田だ紡績』で中心になって活躍した人物を祖先にもつ由緒正しき家柄らしく、一ノ瀬さんは現社長の息子であり、亡くなられた会長の孫というサラブレッド。

　そして彼はインドに単身乗り込んで大成功をおさめ、ライフテクノロジー事業部で注力している医薬品関連の売り上げを目が飛び出るほど伸ばした人だ。

　一時帰国したの？

　だからこぞって彼を拝みに来ているんだ。

「北里、久しぶりだね」

「お久しぶりです、一ノ瀬さん」

　一ノ瀬さんは赴任前、私の直属の上司であり教育係だった。仕事には一切の妥協を許さない人で何度も泣かされてきたけれど、そのおかげでできるようになったことが山ほどあって感謝している。

「髪、切ったの？」

「あっ、はい」

　彼が不意に手を伸ばしてきて、髪に触れる。

　妙な色気の漂うその仕草にドキッとして、少し体を引いた。

「あぁ、悪い。お前の長い髪、結構気に入ってたから」

「ありがとうございます」

　彼が『気に入ってた』という言葉を発するだけで周りがざわつくんだからやめてほしい。たとえそれが髪のことだとしても。

　二年前、彼がインドに赴任したあと、静香と同じくらい長かった髪をバッサリと切った。それからはずっとこれくらいの長さをキープしている。だけど、長い髪を好いてくれていたとは知らなかった。

　私たちの会話を横目に、静香は自分の席に向かう。でも一ノ瀬さんの目は静香もちゃんととらえていた。

「森本も久しぶり」

「はい。ご無沙汰しております」

　二年経たっても細やかな気遣いは変わっていなかった。

　周りを見渡す余裕があった彼は、ちょっとしたことでも、そして誰にでも声をかけ、私たち部下を絶妙のタイミングで励ましたり、軌道修正したりした。

「一ノ瀬さん、一時帰国されたんですか？」

　私が気になっていたことを静香が尋ねる。

「いや。一時ではなく完全帰国だ。またここでお世話になるよ」

　そうなの？　つい一週間ほど前に仕事のことで電話をしたばかりなのに、聞いてない。

　だけど、一気にテンションが上がる。

　彼の仕事は完璧かつ、攻撃的。もちろん悪い意味の攻撃ではなく、積極的に動くという意味のほう。現状に満足せず、次を仕掛けることを常に念頭に置き、リサーチや根回しを忘れない。

　そのため、彼に与えられるハードルはいつも高く、歯を食いしばらなければついていけない。でも、本当に勉強になるし成長できる。

　三人で話していると、人ごみを掻き分けて部長が入ってきた。そして覗いている人たちをシャットアウトするためかドアを閉めた。

「一ノ瀬は相変わらずすごい人気だな」

「どうせならクライアントに好かれたいですよ。はは」

　バツの悪そうな顔で笑う彼は、これほどちやほやされても女性の噂うわさを耳にしたことがない。まあ、知らないだけですこぶる美人の彼女がいそうだけれど。

「皆、席に戻ってくれ。もう挨拶は済ませたか？　新人は知らないと思うから紹介する。一ノ瀬悠馬くんだ。二年間インドで活躍してもらっていたが、またここで働いてもらうことになった」

　一ノ瀬さんの隣に立った部長は、すぐに紹介を始めた。

「一ノ瀬です。どうぞよろしくお願いします」

　丁寧に頭を下げる一ノ瀬さんに拍手が湧き起こる。

「またライフテクノロジー事業部で暴れてもらおうと思う。ということで、彼には部長として、ここを引っ張ってもらう。私はスイッチで食品流通事業部に異動することになった」

　一ノ瀬さんが部長？　現・曽そ根ね部長もなかなかできる人だけど、これはますます伸びていきそうだ。

「曽根部長のあとを引き継ぎ、ライフテクノロジー事業部を三谷商事の看板事業にできる規模まで成長させる所存です。皆さんの力を貸してください」

「はい！」

「曽根部長、お世話になりました」

　次に一ノ瀬さんが曽根部長をねぎらうと、皆が一斉に頭を下げる。

　初めて彼に会った人も多いのに、あっという間に部署の陣頭指揮を執っている姿があっぱれだった。

「今後も期待しているぞ。引き継ぎのために数日残るが、この瞬間からきみたちのボスは一ノ瀬くんだ。彼の指示に従ってくれ」

　曽根部長の言葉に、皆の表情も引きしまる。

「商社は物だけでなくアイデアを売るんだ。それぞれが、得意な分野ではクライアントと対等に話ができるように勉強を怠ることなく精進してほしい。俺は新人だろうができると思った人間にはどんどん仕事を振るつもりだ。期待しています」

　眼光鋭い一ノ瀬さんが発破をかけると、皆の顔にやる気がみなぎった。

　それからはとりあえず通常業務の開始となった。

　私は今、大手の『ゼネラル製薬』を担当していて、一ノ瀬さんがインドで提携にこぎつけた製薬メーカーの作った、ジェネリック医薬品の取り扱いを売り込んでいる。

　ジェネリック医薬品というのは、先発品といわれる新薬の特許が切れたあと、同じ有効成分を使って作られた医薬品のこと。開発費が必要ないことから新薬より低価格で、医療費が年々増加している日本でも積極的に使用されるようになってきた。

　ただし、新薬と効き目が変わらないことを証明する試験をクリアし、厚生労働省の承認を得なければならない。

　一ノ瀬さんがインドに渡ったのは、インドには製薬メーカーが多数存在し、欧米とのビジネスが盛んな一方、日本との取引が少ないから。

　だけど、日本の基準に合わせた製品を作ってもらわなければ意味がないため、彼自ら乗り込んで、現地メーカーと商品改良を続けてきたのだ。

　御曹司という立場なら、無難に仕事をしていればいつか社長のイスが転がり込む可能性も高いのに、彼はそれを嫌った。

　昔からそういう人だ。努力は惜しまず、それを当たり前だと思っているのでひけらかすこともない。

　少しでも気を抜くと、あっという間においていかれるので、私も必死に勉強を重ねた。そのおかげで成功した事案も多い。

　でも、彼も最初からなんでもできたわけではない。

　――それは、私が入社して半年ほど経った頃のこと。

　教育係の一ノ瀬さんと一緒に営業に出て、商社マンとしてのノウハウを叩き込まれつつあった私は、偶然にも彼の苦悩を知った。

　営業先から会社に戻り、コーヒーを淹いれるために給湯室で作業をしていると、廊下から誰かが話しているのが聞こえてきた。

　しばらくすると、そのうちのひとりが一ノ瀬さんだということはわかったけれど、給湯室を出ていけなくなった。だって……とんでもない嫌味の数々が聞こえてきたからだ。

「一ノ瀬さんじゃないですか。そういえば、ようやく三年前の得意先を取り戻したらしいね。まったく、大切な得意先を失うだけでも大おお事ごとなのに、取引再開まで三年も費やすなんて。温室育ちのお坊ちゃまはこれだから」

　そんな言い方はひどい。彼はたしかに御曹司ではあるけれど『温室育ち』では決してない。だってライフテクノロジー事業部で一番勉強を積み、故に知識が豊富で、聞けばなんでも答えてくれるくらいだもの。

「その節は、会社にもご迷惑をおかけしました。気を引きしめて精進いたします」

　しかし一ノ瀬さんは一切反論せず低姿勢を保っている。相手は誰なんだろう。

　気になりこっそり覗くと、おそらく五十代だろう常務の秘書だった。

　それにしても『取引再開』ってどの会社のこと？　最近取引が始まったのは、ジェネリックを専門とする『共きょう堂どう製薬』くらいだけど。

「ライフテクノロジー事業部ですらまともに勤務できないのでは、社長のイスなんて願わないほうがいいですよ。それどころか、うちの主要事業部には上がってこられないですね」

　鼻でふんと笑う秘書は、どうしてそこまで一ノ瀬さんをさげすむんだろう。彼の完璧な仕事ぶりを知らないくせに！

　一ノ瀬さんがなにも言わないので、私のほうが腹が立ってきた。

「お言葉ですが、ライフテクノロジー事業部は底辺の事業部ではありません。伸びしろがある素晴らしい部署です。私はライフテクノロジー事業部に勤務できて幸せです」

　なんと一ノ瀬さんは、自分への嫌味については触れずに、ライフテクノロジー事業部を守るような発言をしている。

　それは私たち、部署のメンバーにとってうれしい言葉だった。

　三谷商事の売り上げは、石油や鉄鋼といった部署が大部分を占めているのが現状だけど、私たちだって必死に頑張っているつもりだからだ。

「はは。負け惜しみってやつですか。ま、せいぜい頑張ってください」

　秘書は好き勝手に言い放ち、去っていった。

「北里。聞いてたのか」

　それからすぐに、一ノ瀬さんが私に気づいて声をかけてくる。

「なんで……あんなにひどいことを言われなくちゃいけないんですか？」

「ごめんな。あの人、口が悪くて。ライフテクノロジー事業部はいい部署だぞ」

　そうじゃなくて！

「違います。一ノ瀬さんのことです。一ノ瀬さんはとても有能な方なのに」

「照れるじゃないか。サンキュ。でも、失敗したのは本当なんだ」

　彼は怒っているわけでもなく、そんな告白をする。

「取引再開って、共堂製薬のことですか？」

「うん。三年前、とある医薬品原薬の輸入に関わったんだ。サンプルでは厚生労働省の基準をクリアする商品ができて、輸入にゴーサインが出た。安く仕入れたいという希望もあったから、半年分くらいを一気に輸入した」

　一括購入は今でもよくある話だ。

「それをもとに商品化したんけど、原薬の質が落ちていて審査をパスできなかった」

「そんな……」

「もう製造したあとだし、返品もできなくて。共堂製薬に大損失を与えてしまったんだよ。それで責任をとって三谷商事もその代金の一部を肩がわりした」

　まさか、一ノ瀬さんほど完璧な人がそんな経験をしているとは意外だった。

「でも、サンプルはＯＫだったんですよね」

「そうだね。できあがった商品も、基準にあと少し届かなかっただけ。だけど、たとえわずかでもクリアできなければ商品として流通させられない。海外ではそのくらいの誤差は通ることもあるから、輸入元の会社も粗悪品ではないと言い張ってね」

　たしかに日本の求める水準は非常に高く、品質管理には細心の注意を払うように彼からもきつく指導を受けている。

　もしかして、この経験があるからこそなのかな。

「抜き取り検査をすべきだった。俺の甘さが招いた結果だ」

　一ノ瀬さんですら失敗するなんて、あらためて厳しい世界だと感じる。

「それにしたって、あの人、言い方が！」

「もともと常務は、俺のことが気に入らないんだ。だから秘書も突っかかってくる。北里にまでイヤな思いをさせて悪かったね」

「私はいいんです。でも、納得できません」

　彼は冷静なのに、私の怒りが収まらない。

　今の一ノ瀬さんの仕事ぶりを見たら、誰も文句なんてつけられないはずなのに。

　会社に損害を与えたかもしれないけれど、それを十分すぎるほど補填しているし、きちんと取引再開にこぎつけているんだから。

「怒ってくれてうれしいよ。だけど俺、あの人たちに負けるつもりはないから。口だけ出してろくに仕事もしないような人に会社を任せたくない」

　凛りんとした表情でつぶやく彼は、ふと給湯室に視線を向ける。

「コーヒーのいい香りがする」

「あっ、今お持ちしますね」

　一ノ瀬さんは笑顔でうなずき、私の肩をポンと叩いてから戻っていった。




　その日の帰り。まだモヤモヤしていた私は、静香を誘って夕食に行くことにした。

「そんなことがあったんだ……。そういえば、私も前にその秘書に嫌味を言われているところを見たことがあるかも。それが揚げ足取りみたいなことだったから、感じ悪い人だなって思ってた」

　煮込みハンバーグを食べながら怒りを口にすると、彼女までそんなことを言い出した。

「今回だけじゃないんだ。でも、ひどいでしょ？　ミスはあったかもしれないけど、人格まで否定するような言い方だったの」

「そうだね。実は人事にいる友達に聞いたことがあるんだけど、一ノ瀬さん、本当はエネルギー事業部に配属予定だったらしいの」

　彼女は一ノ瀬さんが入社したときのいきさつを話し始めた。

　エネルギー事業部は石油関係の仕事を扱う超花形部署だ。ここに配属されると将来が約束されているなんて噂されるくらい、出世コースを歩む人が多い。

「うん。なんてったって御曹司だし、妥当じゃない」

「それが……。社長のイスを狙う常務一派に阻止されたんだって」

　そっか。常務が一ノ瀬さんを目の敵にするのは、ライバルだからなんだ。

「阻止なんてできるの？」

　だって一ノ瀬さんのお父さまは社長だよ？

「どうやら、社長になるつもりなら自身があえていばらの道を進み、社員の努力を見ておくべきだとかなんとか主張したらしいの。で、前身の津田紡績のトップは、工場で働くことから始めたなんて、明治時代の話まで持ち出したりね」

　なんと、バカバカしい。一ノ瀬さんを蹴落としたくて必死なんだ。

「常務って、そんなに苦労人なの？」

「ううん。まったく。取引先の建築会社から来たんだけど、円滑に取引をするためだけに呼ばれた人で、実力なんて皆無なんだって。自分がいばらの道を進みなさいよってね」

　静香も怒りをあらわにする。

　今の一ノ瀬さんを知る誰もが腹を立てるような話だった。

「でもね、一ノ瀬さん『その通りですね。わかりました』ってふたつ返事だったらしいよ。かっこよすぎでしょ」

　男らしいというか潔いというか。

『あの人たちに負けるつもりはない』と言い切った彼は、静かに闘志を燃やしているのかもしれない。

「私、すごい人に指導してもらってるんだね」

　御曹司であることはもちろんわかっていたけれど、それよりそんなムチャクチャな要求をあっさり呑のみ、いちからコツコツ始めるような志こころざしの高い人に出会えたのは、一生の宝だ。

「そうだね。常務が仕事ができないことは皆知ってるし、このままなら一ノ瀬さんがトップに立つでしょ。ミスはしたかもしれないけど、着実に実績を重ねてるし、信頼も厚いもん」

　私は静香の発言に大きくうなずき、再びハンバーグを食べ始めた。




　翌日も例の共堂製薬にアポイントがあり、一ノ瀬さんに同行した。

　運転がうまくない私は、彼の車に乗せてもらっている。

「一ノ瀬さん、昨日の話ですけど……」

「まだ気にしてるのか。大丈夫だよ」

「はい……」

　それでも胸のモヤモヤが晴れない。

「共堂製薬、三年も粘られたんですね」

　私ならあきらめて他の会社を開拓する道を選びそうだ。

「粘ったというか、俺がミスをしたんだからフォローして当たり前だと思って。そのあと、別の商社から原薬を輸入し直して商品化したんだけど、頼み込んで品質チェックのための専門機関との橋渡しをしているんだ」

「えっ、原薬を提供していないのに？」

　橋渡しだけではさほど利益も上がらない。原薬を買ってもらってこそやるべきサービスだ。

　伝票が上がってこないし、訪問してもその話にはならないので知らなかった。

「あぁ。失敗したことは真摯に受け止めて、だけど挽ばん回かいするつもりだった。そのためにはできることはなんでもして、信頼回復をしないと」

　やっぱりすごい人だ。叱られただろうに、通い続けたうえにたいして利益が上がらない仕事を請け負うなんて。普通は足も遠のく。

「昨日言われた通り、三年もかかったけどね。でも、俺としては満足してる。それに、あの失敗のおかげで学ぶことがたくさんあったし」

　なにを学んだというの？

　首を傾かしげていると、ハンドルを操る彼は続ける。

「あのときまでは、原薬の種類や規格だけを知っていればいいと思ってたんだ。でも商品化に向けてどんな審査をされるのかとか、病気に対してどう作用するのかを理解していないから、輸入して満足してたんだと気がついた。それで、製薬に関することは隅から隅まで勉強することに決めた」

　だからこれほどまでに博学なんだ。

「そうしたら、それがいつの間にか俺の武器になった。他社との取引でも大いに役立つようになったんだ。失敗は成功のもとってやつかな。俺が北里に知識を身につけろと言うのはそのせいだ」

「そうだったんですね」

　彼はうなずいている。

「俺は三谷商事が好きだし、守りたいと思ってる。そのためには常務に社長のイスを渡すわけにはいかない。だから、誰にも文句がつけられないくらい自分を高めるしかないと思ってる」

　もう十分なのに、まだ高みを目指そうとする彼の並々ならぬ覚悟に心が揺れる。

　私はこの人についていきたい。強くそう思った。

「私、まだなにもできませんけど、一ノ瀬さんをお手伝いできるくらいの存在にはなれるように努力します」

「今、手伝ってくれてるじゃないか。勉強熱心で新人にしては知識も豊富だし、あと足りないのは経験だけだ。北里はいい商社マンになるよ」

「ありがとうございます！」

　一ノ瀬さんの胸の内を知り、ますます尊敬の念を抱いた私は、一緒に働けることにあらためて感謝した。




　――そんな一ノ瀬さんの影響で学び続けた私は、あの頃と比べると知識も身についてきたと思う。

「北里、今日はどこ？」

　十五階にあるライフテクノロジー事業部のフロアから地下駐車場に向かう途中で、ふたつ上の先輩・町まち田ださんに声をかけられた。もともとスポーツマンで短髪の似合う彼は、昨年、交通インフラなどを手がける生活環境事業部から私たちの事業部に異動してきた仲間だ。

「ゼネラルです。町田さんは？」

　私たちは歩きながら会話を続けた。

「俺、新規開拓に動いてるんだ。化学薬品メーカーをいくつか当たるつもり」

「そうなんですね。私も新規開拓しないと」

　まずはゼネラル製薬を軌道に乗せるのが目標だけど、一ノ瀬さんならきっとこの段階で次のことを考えている。

「北里はいつもフル回転ですごいよ。な、一ノ瀬部長のこと知ってるんだって？」

「はい。私の教育係で、随分お世話になりました」

「どんな人？」

　一ノ瀬さんのことが聞きたかったのか。

「うーん。ひと言で言えば、ストイックでしょうか。一切の妥協を許さない人で、いつも叱られていました。でも、ご自身の努力もすさまじいので文句はまったくなくて。いつか追いつきたいと目標にするような方です」

　そう伝えると、町田さんは何度か小さくうなずいている。

「曽根部長より大変そうだなぁ」

「そうですね。厳しくなるかもしれませんけど、さりげなくフォローをしてくださる方なので、安心して新しいことに取り組める気もしますよ」

　もしかしたら、私のように一ノ瀬さんの仕事のやり方を知っている人でないと、その厳格さに目を白黒させるかもれない。

　曽根部長ならごまかしがきいたような報告でも、おそらく一ノ瀬さんには通らない。

　指導してもらっていた頃、報告書の最初の一文字から最後の句点まで、どこで質問が飛ぶかわからないような緊張感がいつもあった。

　だからといって、『困る』とか『嫌だ』という感情を他の人に抱いてほしくない。

　一ノ瀬さんは、成長したいと強く願う部員にとっては最高の上司だから。

「結婚してるのかな」

　結婚、か……。独身でインドに渡ったけれど、そのあとは知らない。

「どうでしょう。日本にいらっしゃったときは、浮いた噂はありませんでしたけど。おモテになるのは間違いないですけどね」

　さっきの人だかりがそれを証明している。

「そうだよなぁ。将来の社長候補なんだもんな」

　どうやら御曹司だということはもう耳に入っているらしい。

「町田さんもモテるでしょ？」

「ぜーんぜん。忙しいとなかなかね。北里、付き合ってみる？」

　町田さんにそうけしかけられ、冗談だとわかっているのに、心臓が激しく暴れ出す。

「私は仕事が恋人ですから。それじゃ、行ってきますね」

「おぉ。頑張って」

　エレベーターが地下についてよかった。

　私は恋愛の話が苦手。もう恋をするつもりもないし、過去の詮索もされたくない。

　それは、ちょうど一ノ瀬さんがインドへ旅立った頃の、あの出来事のせいだ。

「あぁっ、もう！　仕事仕事！」

　余計なことを思い出してしまった。

　頭から追い出すためにわざと声に出して振り切ったあと、営業車に乗り込んだ。




　ゼネラル製薬の商品開発部の部長、伊い佐さ治じさんはこの道一筋の大ベテラン。あと三年で六十歳の定年を迎えるという、白髪交じりの髪をもつ細身の男性だ。

「こんにちは。三谷商事の北里です」

「あなたもしつこいですね。いらないと言ったでしょう？」

　ゼネラル製薬は抗がん剤が有名だけど、高血圧や高脂血症といった生活習慣病の薬も多数扱っていて、その開発力は一流と言われている。しかし、最近のジェネリック医薬品の増加で特許の切れた薬剤の売り上げが落ちてきた。

　私はそこに目をつけ、それならジェネリック医薬品も扱いませんか？という提案をしている。

　でも、開発から手がける先発メーカーというプライドから、なかなか首を縦に振ってくれない。

　今までは、ジェネリック医薬品ばかりを扱う専門のメーカーが主流だったけど、これからは先発メーカーも参入すべきだと思うんだけどな。なんせ営業力があるんだし。

「申し訳ありません。ですが、先日おっしゃっていた品質の不安についてお話がございます。こちらをご覧ください。弊社の営業が品質向上のために現地で直接指導をしまして――」

　しつこいと言われたくらいで引き下がっては、仕事にならない。

　商社で働き始め、世界の製品をたくさん目にするようになってから、日本製品の品質の高さには感心している。

　職人気質かたぎなところのある日本人は、ほんのわずかな不具合も見逃さず、不完全なものは流通に乗せたりしない。一方海外ではそこまで注意を払わないので、消費者も日本人ほど不良品について敏感ではない。

　一ノ瀬さんが以前失敗を犯したのも、この感覚の差を埋められなかったからだ。

　海外で日本向けの製品を生産するときは、まずその考え方をあらためてもらう必要が出てくる。

　特に医薬品は体内に取り込む製品であり副作用もあることから、絶対にいい加減では困るのだ。

　それを伊佐治さんはとても心配している。

　確認したはずの製品の品質の低下という事態を経験した一ノ瀬さんはその点についてよく理解していて、それがインド行きの決心をさせた一因でもある。まずは現地の工場に、日本が求める水準というものをわかってもらうことが大切だと。

　そして品質向上のために工場のラインから徹底的に見直し、何度も検査を繰り返しては、作り直しをしてきたんだとか。

　私はそんな一ノ瀬さんを信じていて、彼が手がけた仕事には抜かりがないと自信をもって言える。

「ほー、直接行って指導なんてするんだね」

「はい。ゼネラル製薬さんももちろんですが、日本の医薬品の水準の高さは他国の追随を許しません。いかに安く仕入れることができたとしても、そこは譲るべきではないと弊社も考えております」

　初めてこっちを向いてくれた気がする。今までは、右から左に流されて終わりだったのに。

　今日はこれでも大収穫。

「今度お邪魔するときは、インドの工場の写真などもお見せしますね。お忙しいところ、お時間をありがとうございました」

　一回で長々と粘らず、何度も通うほうが効果的なこともある。それを教えてくれたのも一ノ瀬さんだ。

　相手が拒否の状態にあるときは、押しすぎては逆効果だと。こちらの意見を押すことは、相手の考えを否定することにつながりかねない。交渉が決裂しては意味がないと実に納得できる教えだった。

「よし！」

　営業車に戻り、ひとりでガッツポーズ。

　一ノ瀬さんに同行してもらっていた新人の頃は、こっそりガッツポーズを作ると、頭をポンと叩いてくれた。

　私はそれがうれしくて、次の日からも頑張れた。

　ゼネラル製薬への訪問が終わったあと、次に手がける仕事のために、化粧品メーカーの商品開発部にも顔を出すことにした。

　ライフテクノロジー事業部が扱うのは、医薬品だけではない。そこで培ってきたノウハウを活かして、化粧品の原料を輸入することもあるし、医薬品の技術を化粧品に応用することもある。

「初めまして。三谷商事の北里と申します」

　まずはなにを必要としているのかを探ることから始める。

　今日は、化粧品大手『ドゥシャイン』の商品開発部にアポイントなしで訪問した。もちろん、約束がないので追い返されることを承知のうえで。

　でも、時にはこうした大胆さも必要だ。電話では取り次いですらもらえないこともある。

「総合商社の方がなにか？」

「はい、弊社では化粧品の原料を扱っておりまして、ご挨拶に。なにかお困りのことがあれば、是非サポートさせていただきたいと」

　白衣を着た男性担当者が親切にも対応してくれた。名刺を渡せるだけで十分だと思っていたのに「シリコーンオイルもあるの？」と尋ねられ、一気に気持ちが高揚する。

「はい、さまざまな種類を取りそろえておりまして、ラインナップのなかにお気に召すものがなければ、メーカーに手配もいたします」

　私はすぐにバッグから資料を取り出し、手渡した。

　すると、ビシッとスーツを着こなした、一ノ瀬さんと同じくらい背の高い男性が寄ってきて、それを手にする。

　誰だろう。開発の人ではなさそうだけど。

「専門商社を通じていくつかシリコーンオイルを取り寄せてサンプル品を製作しているんだけど、納得いくものができなくて困ってたんだ」

　その人はパラパラと資料をめくりながら話し始めた。

「そうなんですね。お手伝いさせていただけるのなら、どんなものでも探します。弊社は化粧品原料専門ではありませんが、医薬品も扱っておりますので、今までとは違ったメーカーをお探しできるかもしれません」

「それは助かる。今度、各種ジメチルシリコーンオイルとスクワラン、それからグリセリンとの相溶性について説明できる学術の人を連れてきてもらえる？　相談に乗ってほしいんだ」

　相溶性とは、複数の物質を混合したときに分離せずに混ざり合う性質のことで、化粧品の開発では重要な要素だ。

　この人も学術の人なのかな。

「それでしたら、私がご説明いたします」

　こんなときのために用意している資料を取り出すと、その人は目を丸くした。

「えぇっと、北里さんは営業じゃなくて学術の人？」

「いえ、営業です。ですがシリコーンオイルについては一応勉強しておりますので」

　これは一ノ瀬さんの影響で必死に学んだ結果だ。彼は専門知識を武器にできるよう勉強を怠るなというのが口癖。他の商社に勝ちたいのなら、知識の剣で立ち向かえと。

　それもこれも、彼自身の失敗経験からの発言だと私は知っている。

「北里さんすごいね」

「本ほん城じょうさん、ここにいらしたんですか！　会議の時間です」

　そのとき、私より少し年下に見えるかわいらしい女性がやってきて、声を荒らげる。

「蒼あお井い、そんなに怒るなよ。わかったって」

「お願いですから、副社長という立場をお忘れにならないでください！」

　えっ、本城さんって副社長なの？　そんな人がどうして商品開発部にいるの？

　さしずめ蒼井さんは秘書なんだろう。

「北里さん。悪いんだけど、彼に説明しておいてくれる？　あとで聞くから。それじゃあ」

　本城さんは蒼井さんを伴い、出ていった。

「副社長さんだったんですね……」

　思わず漏らしたひと言に「変わってるでしょう？」と反応されてうなずきそうになる。

「現場が大好きな人で、ここにもよく顔を出すんですよ。我々よりも知識があるくらいで」

「素晴らしいですね。あっ、それで相溶性についてですが――」

　現場をよく知っている人が上にいる会社は、伸びていく気がする。

　でも、初めてなのにこんなに話を聞いてもらえるとは思わなかった。今日はとてもラッキーな日だ。

　その日は簡単に説明をしたあと、ありったけの資料を渡して、ドゥシャインをあとにした。




　会社に戻ると、早速一ノ瀬さんに報告だ。

「飛び込みで初めて訪問した化粧品会社からシリコーンオイルの質問を受けまして、検討していただけることになりました」

「さすがだな、北里は。二年前からその行動力は変わっていない。慣れてくると機動力が落ちるものなんだけど」

　一ノ瀬さんに褒められて気分が高ぶる。一緒に働いていた頃も、彼に褒められることが一番うれしかった。

「いえ、まだまだです。もっと勉強します」

「北里が勉強を積んでいるのはわかっているよ。例のジェネリック医薬品の件でも、どんな専門用語を使っても話が通じたからね」

　実はインドにいる彼とはよくやり取りをしていた。メールが主だったけれど急ぎのときは電話で。そのときのことを言っているんだろう。

「ありがとうございます」

　彼が優しく微ほほ笑えむので、私も笑顔で返した。

　そのあと、事務処理をする前にコーヒーを淹れようと給湯室に向かうと、あとから一ノ瀬さんもやってきた。

「あっ、コーヒー淹れますので、もう少し待ってくださいね」

「相変わらずだな。後輩にやらせればいいのに」

　たしかに、彼が赴任する前とは違い、後輩もたくさんできた。だからこうした雑用は後輩に頼んでもいいし、他の先輩たちはそうしている。

「でも、嫌いじゃないですし、疲れているのは皆同じです」

「それじゃあ、手伝うか」

「えっ？　一ノ瀬さんはいいですよ。部長さんなんですよ？」

　彼がカップを出し始めたので慌てる。

「『疲れているのは皆同じ』なんだろ？」

「そうですけど……。一ノ瀬さんは別ですって」

　さすがに部のトップにコーヒーを淹れさせるなんてできない。

「どうして？　俺はいつでも北里の隣にいたいけど」

　そう言われ、心臓がドクッと跳ねる。

　二年前、囁ささやかれた言葉と同じだったからだ。

　だけど、彼は素知らぬ顔で作業を続けている。

　そんなことを覚えているのは私だけか。なにもなかったんだし。

「旧姓のままで仕事してるんだな」

　痛いところを突っ込まれ、コーヒー豆を取り出そうとしていた手が止まった。

　すると目ざとくそれに気づいた彼が、「あっ、わけありか。ごめん」とすぐさま反応する。

「大丈夫です。でも出戻ったわけじゃないですから。嫁に行かなかっただけです」

　もしかして離婚したと勘違いしているのではと思った私は、慌ててつけ足す。

　彼がインドに渡る前、私は幸せの絶頂にいた。大学時代から付き合っていた彼と婚約をして、結婚目前だったのだ。

「嫁に行かなかった？」

　一ノ瀬さんは眉をひそめ、再びコーヒー豆に伸ばした私の手を握る。

　握られた場所がじんじんと熱を帯びてきて、なぜか泣きそうになる。もう終わったことなのに。

「そうです。一ノ瀬さんが赴任されてすぐに、婚約破棄したんです」

「どうして？」

「それは……」

　あの日から私の日常は変わってしまった。

　彼は二年前から変わっていないと褒めてくれたけど、私は変わった。仕事以外のすべての面で。










大きな挫折




　――それは、二年半前のこと。

　雪が降り出しそうなくらい寒かったその日は、一ノ瀬さんととある製薬メーカーを訪問していた。その仕事が終わったのは十九時を回っていて、直帰を決めた彼に誘われ夕食を共にすることにした。

　彼が連れていってくれたのは、高級ホテル『アルカンシエル』の最上階にある普段は行かないようなフレンチレストラン。

　やっぱり御曹司は食べるものも違うのね、なんて恐縮しながら席に着いた。

「きれい！」

　私が思わず声を上げたのは、大きな窓から見える夜景があまりにも美しかったからだ。

「こういうの好き？」

「女の子なら誰でも喜びますって。一ノ瀬さん、こうやって口説くんですか？」

　彼なら口説かなくてもあちらから寄ってきそうだけど。

「そうだなぁ。これから口説こうかな」

　私？

　彼が妙に真剣な眼まな差ざしを向けるので、顔が火照る。冗談だとわかっていても、こんなにいい男にそんなことを言われては、皆こうなるはずだ。

「なに言ってるんですか。一ノ瀬さんにはふさわしい女性がいらっしゃるでしょう？　こんなじゃじゃ馬に冗談言ってる場合じゃないですよ」

「俺にふさわしいってどういう子？」

　すかさず返され、返答に困る。

「うーん。もっとおしとやかで、上品で……お金持ち？　関係ないか」

　一ノ瀬さんの隣に立つ女性像をいろいろ考えてみたものの、普段御曹司であることをひけらかしているような人ではなく、私たちと一緒に走り回っているので、そんな条件はどうでもいいように思えてくる。

「関係ないだろ。金持ちだからって興味はないし、そもそもそういうタイプが好みじゃなければ無理だ」

「一ノ瀬さんのタイプって、どんな人ですか？」

　彼とこんなプライベートな話をするのは初めてだった。

　仕事中は気を抜けないけれど、終わればとても話しやすい。いつも行動を共にして、互いの性格をなんとなく把握しているので、今さら取り繕う必要がないからかもしれない。

「頑張り屋で、目標に向かって一直線」

　彼が手にしていたメニューをテーブルに置き、まっすぐ見据えてくるのでドキッとしてしまう。

「自分に厳しすぎて見ているとハラハラするんだけど、窮地を乗り越えたときの笑顔がたまらなくかわいくて……。そんな子」

　彼はほんの少し口角を上げるが、私は固まっていた。強い視線のせいで『お前だ』と言われているような錯覚を起こしたからだ。

　でも、そんなわけがない。彼の影響で常に気持ちを引きしめているつもりではあるけれど、叱られてばかりだし。

　それに、私には大学生の頃から付き合っている彼氏がいる。

　なにも言えないでいると「嫌いなものある？」と確認してくれる。

「いえ、特には」

「それじゃあ、コースでいい？」

　私は大きくうなずいた。

　いつもは家に帰ってコンビニ弁当で済ませることも多いのに、フレンチのコースを食べることになるなんて。

「北里は、彼氏いる？」

　注文のために呼んだウエイターが去ったあと、彼は再び口を開いた。

「はい」

　隠す必要もないので正直に答えると、彼の目が一瞬大きく開いた。

「付き合って長いの？」

「五年くらいになるでしょうか。学生時代からの付き合いです」

　彼氏の中なか川がわ哲てつ也やは、同級生。大手スポーツ用品メーカーに勤めている。

「随分長いんだね。結婚とか、考えないの？」

　一ノ瀬さんは炭酸水を口に運んでから聞いてきた。

「そういう話も出ています」

　実は一カ月ほど前にプロポーズされたのだ。

「そう。おめでとう、か……」

　なぜか大きなため息をつくので首を傾げると「あぁ、ごめん」とすぐに謝られる。

「仕事を辞めるのかなと思って」

「いえ。まだお世話になるつもりです」

　子供ができたときはどうするかわからない。でも今は、結婚しても仕事は続ける気持ちでいる。

「それはよかった。北里ほどの人材を失うのは痛手だからね」

「まさか。一ノ瀬さんならまだしも、私なんて」

　そんなふうに言ってもらえるほど利益を上げているわけではないし。

「お前はまだこれからの人間だ。物を売るのは誰でもできる。だけど、クライアントの役に立ちたいという熱い気持ちをもっている人間は少ない。結局生き残るのはそういうヤツだ」

　私がそれに当てはまると言っているの？

　たしかに、クライアントがなにを求めているのかを常に考えるようにしているし、役に立てたときは飛び上がるほどうれしい。

「北里は、もっているラインナップからクライアントに合うものを探すだけじゃない。なければあきらめるところを、メーカーに作らせてでも調達しようとする意欲が素晴らしい。その結果、製作する側のメーカーも潤って、ウインウインだしね」

「それは、一ノ瀬さんを見ているからです」

　彼がそういう姿勢だから。希望するものに多少合致してなくても近いものを売る先輩もいるなかで、彼は〝なければ作ればいい〟の精神で動く。

「俺も少しは役に立ってるんだね」

「少しどころじゃありません。大尊敬です」

　彼の下についたとき、その厳しさを知る人からは『かわいそうに』とか『つぶされるかも』なんて言われたこともあった。だけど私は、彼に仕事を教えてもらえたことを感謝してる。

　それに、三谷商事を守るために必死に高みを目指す一ノ瀬さんの志に激しく共感している私は、彼の成功のひとつの歯車になりたいとさえ思う。

「じゃあ、多少は惚ほれる要素があるってこと？」

　彼が瞬まばたきすることもなく私を見つめ続けるので、鼓動がたちまち速くなる。

「なに言ってるんですか？　それ、炭酸水ですよね。酔ってないですよね？」

　車だからアルコールを断ったけど、こっそり飲んでないよね。

「酔ってないよ。聞いてみたかっただけ」

　彼はやっと表情を緩め、フッと笑みを漏らした。

「一ノ瀬さんは魅力的な男性です。ファンクラブがあるのも薄々ご存じでは？」

　実は女子社員の間で〝一ノ瀬ファンクラブ〟が存在する。彼女たちは一ノ瀬さんをこっそり観察し、知り得た情報を共有しているんだとか。

　いつも彼の近くにいる私は、そのファンクラブのメンバーからにらまれてるんだから。

「知ってるよ。あれなぁ、勘弁してほしい。会社にいるときは気が抜けない。なぁ、北里。俺の彼女のフリしない？　そうしたらあきらめるだろ」

「人の気も知らないで！　そんなことしたら私、刺されます」

　ただでさえ冷たい視線を浴びているのに。

「俺が守ってやるよ」

　彼はなぜか私にうっとりするような視線を向けたあと、手を伸ばしてきてそっと頬に触れる。

　なんなの、これ。本当に口説かれているみたいじゃない。

「きょ、今日の一ノ瀬さん、ちょっと変ですよ」

　焦りに焦ってうつむき指摘をすると、彼は手を離した。

「変かもな。衝撃で混乱してるんだ。一番近くにいるつもりだったんだけど」

　それはどういう意味？

　目を白黒させている間に前菜が運ばれてきて、空気がやわらいだ。

「今日は北里が頑張ったご褒美だ。送ってやるからワイン飲んでもいいぞ？」

「上司が飲んでないのに、私だけ飲めません」

「上司がね……」

　意味深な言い方をする彼は「それじゃあ、あらためて乾杯」と炭酸水のグラスを合わせる。

　なんなんだろう。いつもと雰囲気が違い、戸惑う。

「本当に今日はよく頑張った。乳糖の話から打錠機までもっていくとは。さすがに驚いたよ」

「ありがとうございます」

　食べるのがもったいないほど美しく盛り付けられた前菜にナイフを入れると、彼も口に運んでいる。

　今日の目的は、新薬の錠剤を作る際に添加物として使われる乳糖の売り込みのためだった。だけど、話を聞いているうちに、製造するスピードが遅く効率が悪くて困っていると知った。

　それで、打錠機――粉末状の薬剤を加圧して錠剤の形状にする機械――を変更してみたらどうかと提案したのだ。そのメーカーが使っている打錠機は古いタイプのもので、最新式のものとは性能がまるで違った。

　本来、ライフテクノロジー事業部は原材料などを売り込むのが主だけれど、クライアントが必要とするならば、なんでも用意するのが商社の仕事。打錠機も然り。

　以前、産業機械事業部から資料を取り寄せて学んだことがあったので、いくつかの打錠機が頭に浮かび、そのうちのひとつを勧めてみた。

「勝手に口を挟んですみません」

「俺は褒めてるだろ？」

　彼はクスクス笑う。

「だけど、北里が示したメーカーの打錠機ではうまくいかない気がする。今度の新薬は、目新しいというわけでもなさそうだから、薬価はそれほど高くつかないだろう。そうすると、この製剤だけのために打錠機を入れ替えていると大赤字だ」

　そこまで考えが及んでいなかったので、唖然とした。

「そう、ですね。余計な提案をしてしまいました」

「いや。あの打錠機を使えば、たしかに製造速度が今とは比べ物にならないほど向上するけど、少し特殊な構造をしている。だから他の製剤に転用しにくいんだ。あれを改良してもらって、他の製剤にも転用できるようにしてもらえばいい。そこは機械メーカーの腕の見せ所だろ」

　彼は自信ありげな笑みを浮かべる。

　打錠機の細かな構造まで網羅しているのはさすがだ。もう次にどうするべきか、プランが頭にあるに違いない。

　そっか。ぴったりのものがなければ、適当なところで手を打つのではなく作ってもらう。そこが原点だった。

「できるでしょうか」

「ちょっと大きな仕事になりそうだ。これが成功すれば、他の製薬メーカーからも発注が取れるかもしれない。忙しくなるけど、乗るだろ？」

「もちろんです」

　打錠に使用する乳糖の話から一気に大きくなった。これが、総合商社の醍醐味だ。

「そうこないと、北里じゃない」

　彼は白い歯を見せ、再び食事を始めた。




　翌日から私たちは、機械メーカーとかけ合い、新たな打錠機の製造に取りかかった。といっても、作るのはもちろん私たち商社ではなくメーカーのほう。

　私たちは製薬メーカーと機械メーカーの間に入り、それぞれに必要な情報収集をして橋渡しをするのが役割だ。

「北里。打錠機の部品の精度が悪くて、今の下請けではこれ以上のものは難しいらしい。産業機械事業部に応援を頼んで、精密機器が得意な会社をリストアップしてくれ」

「わかりました」

　仕事が楽しくてたまらない。それはおそらく、頑張れば頑張るほど結果として返ってくるからだ。しかも一ノ瀬さんがフォローしてくれるので、ひとりで迷う必要もなく思うがままにつき進める。

　一方で、哲也との連絡は少なくなっていた。ふたりとも忙しいので、会うのは週末。電話も数日に一回というペースで交際を続けているものの、先週も先々週も彼が土日をまたいだ出張で会っていないし、電話もない。

　でも、仕事に没頭する癖のある私は、さほど気にしていなかった。

　だって、哲也からはプロポーズされ、もうお互いの両親への挨拶も済み、あとは時間があるときに挙式の話をしようということになっていたから。

　彼に会わないまま一カ月。そのあとは何度か電話が通じて、哲也も新しい仕事を任されたばかりで全国各地を飛び回っていると知らされ、それなら仕方がないと納得していた。

　打錠機の製作は、一ノ瀬さんの的確な判断と行動力のおかげで、少しずつ完成に近づいている。

　一度プロジェクトを動かし始めたら、必ず完成まで進めなくてはならない。今までかけたコストを回収する必要があるからだ。

　だから、私も一ノ瀬さんも必死だった。




　それから四カ月ほど経った頃。

「北里、少し話がある。仕事が終わってから飯に付き合ってくれないか？」

「わかりました」

　一ノ瀬さんからのお誘いだ。

　彼と仕事帰りに一緒に夕食を楽しむこともあったけれど、こうしてわざわざ予定を空けておくように言われるのは初めてかもしれない。

　ふたりで製薬メーカーの担当者と打ち合わせをし、会社に戻って事務処理をしたあと、食事に行くことになった。

　その前にトイレに立つと、ちょうど帰るところだった静香と廊下ですれ違い、言葉を交わす。

「お疲れ。もう仕事終わり？」

「うん。静香も帰るんだよね」

「そう。ねぇ、ちょっと……」

　彼女は私の手を引き、人気のない階段に向かう。

「どうした？」

「今日も一ノ瀬さんと一緒だった？」

「うん、そうだけど」

「なんか言ってなかった？」

『なんか』って？　いろいろ仕事の話はするけど。

「来週、打錠機の試験を製薬メーカーでするって話？」

「もー、仕事バカは相変わらずね。そうじゃなくて、一ノ瀬さんの転勤の話聞いてない？」

　思いがけない言葉に頭が真っ白になる。

「知らない……」

　イヤだ。一ノ瀬さんがいなくなるなんて考えられない。まさか、夕食に誘ったのはその話をするため？

「あくまで噂なんだけど、人事で海外の住居を探せっていう指示があったみたいなの。チラッと一ノ瀬さんの名前が出たとかで」

「海外？」

　そんな……。

「一ノ瀬って苗みょう字じの人は他にもいるみたいだし、うちの部の一ノ瀬さんとは限らないんだけどね」

　静香はそうつけ足したけど、私は呆ぼう然ぜんとしていた。

　一ノ瀬さんがいなくなったら私はどうしたらいいの？

　まだ打錠機のプロジェクトだって完成してないのに。

「葉月？」

「ごめん。聞いてみる」

「うん。葉月は一ノ瀬さんのこと尊敬してるもんね。違うといいね」

「ありがと」

　私は静香と別れてすぐさま事業部に戻った。

　でも、噂話を皆の前でするわけにもいかず、一ノ瀬さんに切り出せない。彼の仕事が終わるまで明日あしたの仕事を進めるつもりだったのに、なにも手につかなくなった。

　それから十五分。一ノ瀬さんが立ち上がったので視線を向けると、アイコンタクトしてくる。『出るぞ』と言っているに違いない。

　彼が「お疲れさまでした」と出ていくのを見守ってから、私もバッグを持って部屋をあとにする。

　それからエントランスまで行くと、一ノ瀬さんが待っていてくれた。

「悪いな。一緒に出ると刺されるのかと思って」

　彼女のフリを頼まれたときそう言ったのを覚えていたらしい。

「ですね。ここも危ないんですけど」

　彼は背が高いのでとても目立つ。

「それじゃあ移動するか。タクシー拾おう」

　仕事はいつも国産のセダン型の営業車。プライベートでは、ベンツに乗っているという噂だ。それなのに今は一社員だからと、直行直帰をしない限り、私たちと同じように電車通勤をしている。

　きっととてつもないお金持ちなのに、私たちと同じ感覚をもっているところも魅力のひとつ。

「あの、転勤されるんですか？」

　タクシーに乗り込んで早々、我慢しきれずに尋ねると、彼は目を丸くしている。

「聞いたのか？」

　それじゃあ、やっぱり彼なの？

「イヤです私」

　他ひ人との転勤をイヤだなんて言う権利がないのは百も承知だ。だけど、言わずにはいられない。

「あはは。イヤって。でもうれしいな。そんなふうに言ってもらえるとは。目の上のたんこぶがいなくなってせいせいするかと思ってた」

「そんなわけないじゃないですか。私がどれだけ一ノ瀬さんのことを……」

「ん？　好き？」

「茶化さないでください」

　一ノ瀬さんは仕事が終わると、途端に柔らかくなり話しやすい。

「茶化してないさ。そうだといいなと思っただけ」

　彼は前を向いたままつぶやいた。

　なんだろう。最近ときどきちょっと変だ。

「海外って本当ですか？」

「あぁ。インド」

「インド！」

　思いがけない国名が出て、目が飛び出しそうになる。だけどすぐに納得した。

　インドは製薬業が盛んで、今や世界一の伸び率だという。だからか。

「急速に伸びてますもんね」

「さすがは俺の部下。勉強済みか」

　彼は頬を緩めるけれど、私はこわばったまま。

「でも、どうして一ノ瀬さんが？　会社を継ぐような人が行くところじゃないです」

　それが正直な気持ち。

　彼なら事業部を変わってもやっていけるし、なんなら陣頭指揮を執れるような優秀な人なのに。そろそろエネルギー事業部に配置換えがあったとしても、常務以外は誰も文句なんて言わないはずだ。自ら海外にシェアを拡大しに行かなくても、日本でできることがある。

　私は止めたくてたまらなかった。

「うーん。その逆だよ。いつか三谷商事を背負いたいと思っているから、インドに行くんだ」

「え、わかんないです……」

　泣きそうだった。一ノ瀬さんがいなくなっても自分はやっていけるのかという不安はもちろんだけど、それ以上に大切な人を失うという喪失感が大きくて、気持ちが整わない。

「なんでお前が泣きそうなんだよ」

　彼は私の頭をポンポンと叩く。

　それからすぐに、タクシーは小高い丘の上にあるレストランに到着した。

　どうやら予約をしておいてくれたらしく、個室に案内される。

「ここのシャトーブリアンがうまくて。インドじゃ食えないだろうし、北里と一緒に堪能しておきたいなと思って」

　平気な顔をしてインドの話をしているけれど、私はそのたびに胸が痛くて笑顔を作れない。

「コースでいいよな？　せっかくだからワインも飲もう」

　彼は頭が真っ白でうまく反応できない私に一応確認してからオーダーする。

　すぐに赤ワインが運ばれてきて乾杯は済ませたものの、飲む気になれない。

「嫌いだった？」

「違います」

「はー。まさか俺の転勤くらいでそんなに落ち込むとは思ってなかった。北里は、もうひとり立ちできるぞ。なにも不安に思わなくていい。困ったら電話してくればいいし、日本との架け橋になるために行くんだから、距離は離れるけどこれからも一緒に仕事をしよう」

　私はこのときはっきりとわかった。不安なんかより寂しさが何倍も勝っているんだと。

　視線をテーブルに落として押し黙っていると、一ノ瀬さんは続ける。

「タクシーの話の続きだけど、三谷商事を発展させるには、今の状態をキープするだけじゃダメだ。積極的に仕掛けてもっと強みをもたないと。エネルギー事業部の売り上げに頼るばかりでなく、別の部署も奮起すべきだと思ってる」

　一ノ瀬さんの力強い発言にうなずく。こんな向上心のある人だから尊敬できるんだ。

「ライフテクノロジー事業部に入って、これはまだまだいけると思った。なんせ、先輩社員たちは皆、主力事業部じゃないんだからこんなもんだろと手を抜きまくっていたからね」

　だけど私が入社したときは、もう先輩たちも相当の売り上げを出すようになっていたと思うんだけど……。

「それで、まずは自分の実績を上げることに必死になった。突然やってきた後輩に、自分の何倍も売り上げられたら焦るだろ？」

　そうやって、先輩たちをもけん引してきたんだ。

「俺はうちの事業部を三谷商事の主力まで育てるつもりだ。そのためにやれることはまだたくさんある」

　彼は仕事のときのように眼光鋭く、きりりとした表情を見せる。

　常務は目立たない小さな事業部に追いやったつもりだったかもしれないけれど、一ノ瀬さんはそこで未来の道筋を立てたんだ。

　三谷商事を導くために着々と準備を重ねてきた彼は、もう常務の手の届かない場所にいる気がする。

　静香から聞いた話では、常務派だった数人が、常務に見切りをつけて社長派に寝返ったんだとか。それも、一ノ瀬さんの評判が広まり、次期社長は一ノ瀬さんだという既定路線ができつつあるからだろう。

　それでもまだ走ろうとしている彼を前にして、寂しいなんて個人的で未熟な気持ちを抱いたことが恥ずかしい。とはいえ寂しさも本物で、複雑だった。

「一ノ瀬さんの志は素晴らしいです。部下として誇りに思います」

「それなら、そんな顔をするな」

「でも寂しいんです。失礼かもしれませんが、一ノ瀬さんは私の上司であり、兄のような存在なんです。どんなに苦しいことがあっても、優しく迎え入れてくれる場所というか」

　うまくは言えないけれど、彼がいたからこそ怖がることなく外にどんどん出ていけた。どんなにボロボロになっても帰る場所があったから。

「兄、か……」

　彼はなにかをあきらめたような表情を浮かべ、小さなため息をつく。

「ごめんなさい。失礼ですよね」

「いや。喜ばないといけないんだろうな」

　彼は苦笑したあと、しばらく黙り込んだ。

　それから運ばれてきた料理に手をつけたものの、やっぱり一ノ瀬さんがいなくなるというショックで味がわからない。

　手が止まると、彼も同じようにフォークとナイフを置いた。

「本当は俺も北里と手がける仕事が楽しくて、駐在じゃなく出張で乗り切れないかと迷っていたんだ。だけど、ちょうどいい機会なのかもしれないと思って」

「ちょうどいい機会？」

　なにがちょうどいいの？

「これ以上北里の近くにいたら、イヤな男になりそうなんだ」

「えっ？」

　どういうこと？

「私、一ノ瀬さんにならどんなに厳しいことを言われてもついていきます。その言葉の裏にはちゃんと愛があるってわかってますから」

　これまで何度も雷を落とされてきた。そのたびに落ち込んだりもしたけれど、彼が私の成長を見越してそうしてくれているのはわかったし、実際仕事をやり遂げたあとはいくつものスキルが身についていた。

「愛か……。そうだな。愛はたっぷり込めてある」

　一ノ瀬さんはなぜかクスクス笑っている。

「少しだけ時間をくれ。俺はまたライフテクノロジー事業部に戻るつもりだ。それまでにもっと成長しておくよ」

「成長なんて、私のほうこそ頑張ります」

『戻る』と明言されて少し気持ちが落ち着いた。再び会える日までにしっかりと自分を磨いて、いつか一ノ瀬さんの片腕になれるようにしよう。

　それからは、おすすめの柔らかいシャトーブリアンをおいしくいただき、デザートまでしっかり食べて大満足。

　だけど寂しさは拭いきれず、少し飲みすぎてしまった。酔ってこの気持ちをごまかしたかった。

「大丈夫？」

「はい。すみません」

　私の分も会計をしてくれた彼は、ふらつく腰を支えてくれる。

「北里が酔ったところなんて初めて見たな」

「一ノ瀬さんのせいですからね」

「あはは。北里って、仕事が終わると手厳しいな」

　それからタクシーに乗り込み、私のマンションまで送ってもらうことになった。

「ごちそうさまでした。おやすみなさい」

　マンション前で挨拶をすると、一ノ瀬さんも降りてくる。

「そんなんじゃ歩けないだろ。部屋まで行く」

　たしかに足元がおぼつかない。誘導されて腕につかまると、彼は私を見つめたあと突然抱き上げた。

「……えっ？」

「このほうが早そうだ。何階？」

「五階ですけど、歩きますから」

「いいから」

　彼はそのままエレベーターに乗り込む。

「酔ったのは俺のせいなんだろ？」

「あれは言葉のあやってやつで……」

　寂しくて飲みすぎたのは本当だけど。

「こんなことでもないと、お前を抱きしめられないし。あっ、セクハラだな」

　抱きしめているわけじゃなく、仕方なく運んでいるんでしょ。

「そこの右手の部屋です。ありがとうございました」

　部屋の前で下ろしてもらい、頭を下げる。

「もうすぐに寝ろ。風呂に入ったら溺れそうで心配だ」

「そうします」

　朝、シャワーを浴びればいいや。

「それじゃ、おやすみ」

　一ノ瀬さんはにっこり笑ってからくるっと背中を向けて離れていく。その姿を見ていると、また寂しさがあふれてくる。

「一ノ瀬さん。いつ、帰ってきてくれますか？」

　大きな背中に向かって問いかけると、振り向いた彼はつかつかと歩み寄り、私を腕の中に閉じ込めた。

「バカだな。そんな顔されると行きたくなくなるだろ」

　どうして、抱きしめられているの？

　頭が真っ白になり思考が固まる。でも、彼の胸は温かかった。

「ヤバイ。本気でセクハラだ。黙っておいてくれ」

　彼はそんなことを言いながらも私を離そうとしない。

「言いませんよ」

　だってイヤじゃないもの。

「どうやら寂しいのは俺のほうらしい。本当は北里の隣にいたいんだ。自分で決めたのに情けない」

　彼は私の耳元でつぶやく。

　私の、隣に？

　最大の褒め言葉をもらった気がした。ついていくだけで精いっぱいだった私をそんなふうに言ってくれるなんて。

「早く戻ってきてください。私、ちゃんと成長して待ってますから」

「あぁ。インドからも北里に仕事を振るつもりだ。軌道に乗ったら帰ってくる。それまで頼んだぞ」

　彼は時期をはっきりと言わなかった。というか、できないんだろう。

　軌道に乗るのが一年なのか、それとも五年なのか。誰にもわからない。

「それじゃ」

　名な残ごり惜しそうに表情を曇らせる一ノ瀬さんは、今度こそ帰っていった。




　翌日。彼のインド赴任が事業部でも発表され、それからの一カ月は一緒に手がけているいくつかの仕事のクロージングにいそしんだ。

「もうここまでくれば大丈夫だ。よく頑張ったな、北里」

　例の打錠機はひとつの妥協もなく仕上がり、試験運用もパスし、それで作った製剤の品質もまったく問題ない。

　あとは、大量生産して、製薬メーカーの工場に納品してもらうだけ。

　途中、部品の精度が足りないというようなトラブルはあったものの、一ノ瀬さんと一緒に乗り越え、結果として製薬メーカーからも、機械メーカーからも信頼を勝ち取ることができた。

「ありがとうございます。このあとも、きちんとフォローアップします。インドからの指示も楽しみにしています」

　日本での業務の最終日。泣くのをぐっとこらえて頭を下げる。

　送別会はもう終わっているので、これで本当にお別れだ。

「あぁ。北里に負けないように頑張らないと。俺がサボってたら、ちゃんと叱れよ」

「叱るって……」

　思わずクスッと笑ってしまった。

　志高い彼が手を抜くわけがない。しかも、私が彼を叱るなんてありえない。

「北里は笑ってたほうがいい。お前はときどきここにシワが寄ってる」

　彼は私の眉間を指でトントンと叩く。

「気をつけます」

「うん。それじゃ、ありがと」

　一ノ瀬さんが大きな手を差し出すので握り返して笑顔を作った。

　もう一度、必ず一緒に仕事をする。そんな決意を新たにしながら、彼を見送った。




　一ノ瀬さんがいなくなると心にぽっかり穴ができてしまい、存在の大きさをあらためて知った。

　それでも、見知らぬ土地で一から新規開拓をしているだろう彼に負けるわけにはいかない。

　戻ってきたときに『成長したな』と言ってもらえるように頑張ろう。

　私は打錠機のフォローアップをしながら、他の仕事にも積極的に取り組んだ。

　ここ三谷商事は、自由に仕事をさせてもらえるのが魅力だ。自分のアイデアと行動力が重要で、なにを思いつくかが勝負のようなところもあり、仕事は無限に生み出せる。

「葉月、ちょっとかっ飛ばしすぎじゃない？」

　仕事が煮詰まって給湯室にコーヒーを淹れに行くと、静香が連日残業をこなす私を心配している。

「そうかな。でも頑張りたいの」

「そういうところ、本当にカッコいいと思うけど、ほどほどにしないとダメだよ。毎日残業してるけど、彼氏にはちゃんと会ってるの？」

「……まあ」

　曖昧な返事しかできないのは、哲也とのデートを久しくしていないから。

　一ノ瀬さんのインド赴任を聞かされてから、ひとりでもやっていけるところを見せて心置きなく赴任してほしいと、仕事一色だった。

　時折電話で話はしていたものの、哲也のほうも新規プロジェクトのメンバーに抜ばっ擢てきされたとかで、互いに忙しくなってしまった。

「式の話は進んでる？」

「ううん、まったく。なんか実感なくて」

　哲也と一緒に暮らすというビジョンが見えないのはどうしてだろう。

「彼、なにも言わないの？」

「そうね。男の人って結婚式にはあまり興味ないんじゃない？」

「結婚式だけじゃないわよ。入籍をいつするかとか、新居の話とか」

　静香の言うことはもっともだ。普通はそういうことに胸をときめかせる時期なのだから。

　哲也にプロポーズされたときは、飛び上がるほどうれしかったのに。

　結婚という人生の一大イベントに積極的になれないのは、なにか心に引っかかるものがあるからなのかもしれない。




　――哲也と知り合ったのは、大学時代。学内のレストランでたまたま隣に座り、会話を交わしたのが最初だった。

　でも、あとで聞いたら隣に座ったのは偶然ではなく意図的だったんだとか。

　なんでも、経済学部の彼は情報学部の私を、一年生の頃に一般教養の授業で見かけ、一目惚れしてくれたようだ。それで話しかけてきたらしいけど、他に接点もなくそのときはなにも起こらなかった。

　ところが、三年生になったときに始めた塾の講師のアルバイトに彼もいて、そこからとんとん拍子に付き合いが始まった。

　アウトドア派の哲也は、私に知らない世界をたくさん見せてくれた。初めてスキューバダイビングもしたし、スノボにも行った。

　その頃からわりと好奇心旺盛だった私は、新たな世界を知ることが楽しくて、一緒にいられることに幸せを感じていた。

　就職してからはふたりとも忙しくなりなかなか遠出もできなくなったけど、このまま彼と一緒に生きていくことを決めたのだ――。




「電話してみるか」

　静香に指摘されたその日、私は久しぶりに哲也に電話を入れた。だけど留守番電話に切り替わり、伝言を残すことなく切った。

　着信履歴は残るだろうから、かけ直してきてくれるはず。今までもそうだったし。

　そう思ったけれど、とうとうその日に電話が鳴ることはなかった。

　それからときどき連絡を入れているのに、まったく返信がない。電話はおろかメッセージは既読にすらならない。

「どうしたんだろう……」

　さすがに不安は隠せない。

　しかし、仕事は待ったなしだった。それからも残業が続き、哲也のことばかり考えてはいられない。

　インドに赴任した一ノ瀬さんから、初めて部長のところに電話が入ったことを知り、私はひとりで喜んでいた。

『苦戦している』という報告だったらしいけど、彼なら絶対に新たな道を切り開くと信じている。

　なんだか、哲也のことより一ノ瀬さんの動向が気になっているのが自分でもおかしい。

　とはいえ、このままではさすがにまずいと思った私は、金曜は残業をせずに哲也のマンションに行くことにした。

　なんの連絡もなしに向かうのは初めてだったけれど、電話もメッセージもつながらないのだから仕方がない。

　彼のマンションは、会社から自分の家とは逆方向の電車に乗って三十分。私のマンションからは少し遠いけど、彼の通勤には便利な場所だ。新居もこのあたりがいいかも。

　部屋に照明がついていることを確認してエントランスでチャイムを鳴らすと、すぐに応対してくれた。

「私。連絡つかないから来ちゃった」

『はっ、葉月？』

　するとドアホンの向こうからなぜか焦ったような声が聞こえる。

「うん。開けて」

『ちょ、ちょっと待って』

　ガチャッと切れたドアホンに、イヤな予感がする。

　まさか、また……。

　途端に心臓がバクバクと音を立て始め、呼吸が苦しくなる。全身に鳥肌が立ち、冷静ではいられない。

　何度か深呼吸してから、もう一度チャイムを鳴らした。

『ごめん、お待たせ』

　今度はオートロックの鍵を開けてくれたので、エレベーターに乗って三階へ。三階に着いて降りると、伏し目がちな女性とすれ違った。

「待ってください」

　私はとっさにその人を止めた。

　どこかで彼女に会ったことがある。必死に記憶を手繰り寄せ、去年一緒にバーベキューをした彼の会社の人のなかにいたことを思い出した。

　それは、疑惑が確信に変わった瞬間だった。

「なんですか？　急ぎますので」

　そう言ってそそくさとエレベーターに乗ろうとする彼女の手を引く。

「どのお宅に用があったんです？」

「えっ……。なんですか？」

　絶対に視線を合わせない彼女を見て、絶望が襲ってくる。

「哲也の会社の方ですね。どうして慌てて帰られるんです？　ブラウスのボタン、ひとつずれてますよ」

　はったりだった。だけど彼女は顔色をなくし、胸元を押さえる。

「冗談です」

　自分でも驚くくらい冷静に話をしていた。

　仕事で数々の修羅場を経験して、なにかトラブルがあったときにもポーカーフェイスで対処できるようになった。それは一ノ瀬さんが、こちらが動揺を見せては相手も揺らぐから冷静でいなければならないと、繰り返し教えてくれたから。

　でも、こんなときに役立つとは。

「一緒に来ていただけますか？」

　見て見ぬふりをすれば、このままうまくいったんだろうか。いや、こんな気持ちのまま結婚なんてできない。

　だって、二度目なんだもの。

　一度目は大学を卒業してすぐ。相手は同じ塾で講師をしていた同級生だった。

　まさか、結婚の話を切り出してからも、こうして他の女性が出てくるなんて思ってもみなかった。

「いえっ、離してください」

「離せません」

　私は彼女の手首をがっちりとつかみ、哲也の部屋へと向かう。

　そして、チャイムを鳴らした。

「おぉ、急にどうした？」

　とぼけた声を出す哲也は、私のうしろに立つ女性を見て目を見開いた。

「連絡がつかなかったのはこういうこと？」

「な、なんの話だ」

「浮うわ気きの話」

　はっきりと告げると、彼は大きく息を吸い込む。

「……そういうところがかわいくないんだよ。泣くわけでもなく、いつも冷静。キャリアウーマンだかなんだか知らないけどさ、少しは男を立てるってこともしろよ。お前には、守ってやりたいと感じる要素がひとつもないんだ」

　心が凍っていく。それならどうして結婚なんて考えたの？　なんでプロポーズなんてしたの？

「言うことはそれだけ？」

　謝罪の言葉もないの？

　必死に怒りをこらえ、歯を食いしばる。

「あぁ」

「……さよなら」

　私はそのまま彼のマンションをあとにした。もう二度と来ることはない。

　本当は殴ってやりたかった。取り乱して泣き叫んで……。

　そんなことを考えていると、我慢していた涙があふれてきて止まらなくなる。

「なんなの……」

　私がなにをしたの？　一生懸命働いてただけじゃない。

　苦手な料理も頑張って振る舞ったし、彼が会いたいと言えば、なんとか時間を捻出した。

『守ってやりたいと感じる要素がひとつもない』って……。

　自立しているのがいけないっていうの？　もっと甘えてわがままを言えばよかった？　五年も付き合ってきて、今さら？

　混乱して脱力する。

　私は涙を流したまま、夜道をひたすら歩き続けた。




　それから二カ月。私は脇目もふらず仕事に没頭していた。

　もう結婚なんてしない。恋も、いらない。

　田舎いなかの両親には結婚が取りやめになったとだけ電話を入れた。

　電話口で母が大きく取り乱し『一度、帰ってきなさい』と言われたものの私は拒否した。

　結婚を喜んでいた父や母を悲しませたことに罪悪感でいっぱいになり、顔を合わせるのが怖かった。

　そのあと電話を代わった父から婚約破棄の理由を深く追及されたものの、性格が合わなかったとごまかして、哲也の浮気については言わなかった。

　彼から浴びせられた言葉がショックで、私が悪かったのかもしれないと思ったからだ。

　でも、電話から聞こえてくる母の泣き声に、胸がしめつけられた。

　私と哲也の付き合いが長かったことを知っているので、結婚の報告に行ったときの喜びようといったら。それがあっさりダメになったことで、相当ショックを受けているようだった。

　それからは人生で最大の挫折を消化しきれないまま、それでももう私には仕事しかないと思い、必死に働いた。

　そんなとき、仕事を終えて家で勉強にいそしんでいると、インドに赴任した一ノ瀬さんから携帯に電話がかかってきた。

『北里、久しぶりだな』

「お久しぶりです。お元気ですか？」

『あぁ。ちょっと食べ物が合わなくて、腹壊してるけど』

　そんな状態でも奮闘している一ノ瀬さんの姿が目に浮かぶ。

「それは心配です」

『ありがと。でも薬はたくさんあるから。売るほどね』

　彼はクククと笑っている。

『打錠機、他のメーカーにも売り込んでるんだって？』

「はい。せっかくあのクオリティまでもっていけましたから、もったいないと思って。部品の変更で他社でも十分使えますよね、あの打錠機」

　あれから別の製薬メーカーとも話が進んでいる。まだ採用には至っていないんだけど。

『うん。北里の精力的な活動は他の人間の刺激になる。ライフテクノロジー事業部は原材料を売ればいいと思ってる人が多いからね。でも、これでこそ総合商社だと思う』

　たしかに、機械にまで手を出している人はいない。だけど、一ノ瀬さんが導いてくれたんじゃない。

「ありがとうございます」

　彼に褒められるのは本当にうれしい。

『北里、どうかした？　元気ない？』

「えっ……」

　たったこれだけの会話で、どうしてそんなことに気がつくの？

　精神的に余裕がない私は、まだ静香にも哲也との破局を知らせていない。泣かずに話せる自信がないのだ。

　だから、必死になんでもない顔をして仕事に没頭しているのに。

『お前は、なにか成功すると声が弾むんだよ。心の中のガッツポーズが見えるというか。仕事がうまくいってるはずなのに、今日はそれを感じられない』

　まさか。そこまでわかるの？

「あはっ、ガッツポーズしてますよ？　久しぶりに一ノ瀬さんの声を聞けたので、懐かしくてちょっとナーバスになっただけです」

　哲也とのことはプライベートの話だ。一ノ瀬さんには関係ないし、私よりずっと過酷な環境で仕事をしているのに余計な心配はかけられない。

『そっか。困ったらいつでも電話してこい。距離は離れたけど、北里の情熱はいつも応援してる』

「はい。一ノ瀬さんも、日本食が恋しくなったら言ってくださいね。段ボール箱いっぱいにインスタント食品詰めてお送りしますから」

『サンキュ。でもインスタントか。また北里と飯に行きたいな』

　ランチや夕食を共にしたことを思い出す。上司の仮面を外した彼と話をするのは楽しかったな。

　哲也と最後に食事に行ったのはいつだっけ。仕事を始めてから、一ノ瀬さんと一緒にいる時間のほうがずっと長くなった。

　それもいけなかったんだろうな。

　ふとそんなことを考えてしまい返事ができない。

『北里？　イヤならイヤって言えよ？』

「ち、違います。あのシャトーブリアンおいしかったなって思い出してたんです」

『おぉ、また食いたいな。早く帰れるように頑張る。北里、頑張りすぎるなよ。これまでは俺が止めてやれたけど、今はできない。心がすり減るまで頑張っちゃダメだ。お前はもう十分に努力できてるんだぞ』

　自分が去ったあとの仕事の進捗状況を確認するために電話をくれたんだと思ったけれど、もしかしたら『いつ帰ってきてくれますか？』なんて聞いた私を心配しているのかもしれない。

「そんなに褒めないでくださいよ。うっかりサボっちゃいますから」

『サボり方を知らないくせに。インドに来ておいてなんだけど……ちゃんと俺を頼ってこい。いいな』

　念を押す一ノ瀬さんに目頭が熱くなり、勝手に涙が流れていく。

「はい。困ったら電話します」

『了解。待ってる』

　電話が切れたあと、止まらなくなった涙を拭うこともせず、頭を抱える。

　一ノ瀬さん、私、失敗しちゃいました。なにが大切なのか、わからなくなっちゃった。

　かわいくない女だったんだろうな。仕事ばかりして、献身的に哲也を支えるなんてことはしてこなかった。

　私の仕事の成功をいつも喜んでいた彼は、それで満足しているんだと思っていた。私が彼の仕事を応援しているのと同じ気持ちなんだと。

　だけど、哲也が求めていた理想の女性像は違ったんだ。

「どうして結婚なんて……」

　ただ付き合っていてフラれたのとはわけが違う。一度は一生共に生きていくと決意した彼との別れは、私の心を蝕むしばんだ。

　もう二度とこんな苦しみを味わいたくない。もう、失敗したくない。

　私はそれから何時間も涙を流し続けた。










積極的恋愛宣言




　あれから二年近くの時が流れたけれど、私の心の傷が癒えたとは言い難い。

「嫁に行かなかったなんて、聞いてないぞ」

「言ってませんから」

　給湯室で一ノ瀬さんから軽い尋問を受けたものの、他の社員が入ってきて会話が続けられなくなった。

　だけど私はホッとしていた。哲也のことなんて思い出したくない。

　その日は急きゅう遽きょ一ノ瀬さんの〝お帰りなさい会〟が開かれることになった。突然だったので参加できる人だけでということだったが、彼本人に「祝ってくれるよな、もちろん」と釘を刺されたので、行かないわけにはいかない。

　結局、赴任前に一ノ瀬さんと関わりがあった人だけでなく、彼のインドでの数々の武勇伝に興味津々の新人たちも参加することになり、十八名の大所帯になった。

　いつもより事務職の女子社員が多いのは、一ノ瀬さんのいい男効果といったところだろう。

「静香は行かないの？」

「ごめん。彼氏と約束してて。今日はパス」

　静香と一緒にいればいいと思ったのに、あっさり断られてしまった。

　彼女みたいに彼氏の存在をもっと意識していれば、未来は違っていたのかな。

　今さらそんなことを考えても仕方ないか。

　会社から徒歩十分。ライフテクノロジー事業部御用達の洋風居酒屋は、金曜ということもあってわりと混んでいた。

　私はここのラタトゥイユが好きだ。

「それでは、一ノ瀬くんの帰国を祝って。乾杯」

　曽根部長が音頭をとり、カクテルのグラスを隣に座った町田さんと合わせる。

「一ノ瀬部長、ひと言！」

　どこからかそんな声が上がり、一ノ瀬さんが立ち上がった。

「今日はありがとうございます。私はライフテクノロジー事業部を、三谷商事を代表するような事業部にしたいと思っています。優秀な皆さんの力を貸してください」

　ここにいる人たちのなかには、彼より年上の人もいる。つまり、昇進の順番を抜かれたのだ。それなのに、こうしてわだかまりもなく帰国を祝えるのは、一ノ瀬さんの優秀さゆえ。インドでの事業を大成功させて実力を示した彼に、誰も文句なんてない。

　盛大な拍手が湧き上がり、彼をよく知る私はなんだか誇らしい気持ちになる。

　それからは無礼講。案の定一ノ瀬さんの周りは女子社員が取り囲んだ。

「はー。できるわかっこいいわ御曹司だわって、全部そろってちゃ敵かなわない」

　ビールをあおる町田さんがぶつくさ言っている。

「一ノ瀬さんは努力の人ですよ。最初から全部もっていたわけじゃありません」

　まあ、完璧な容姿も御曹司であることも、もって生まれたものだけど。でも、仕事の面は彼がストイックに日々向き合い、失敗も糧にして頑張ってきた結果だ。

「もっと怖い人かと思ってたけど、そうでもなさそうだね。女性陣とも楽しそうに話してる」

　どんなイメージをもっていたの？

「話しやすいですよ。ただ、少しでも妥協するとすぐにバレて雷が落ちます。気をつけてくださいね」

「それはそれは。ね、北里は交ざりに行かなくていいの？」

　町田さんは女子社員の輪に視線を送りながら尋ねてくる。

「いいですよ、別に」

「北里、本当は彼氏がいるんだろ。あんないい男になびかないってそういうことだよね？」

「いませんよ。私は仕事が恋人だって言いましたよね」

「またまた」

　こういう話はしたくない。打ち切りたくてカクテルを口に運び、料理を食べ始めた。

　彼もそれを察したのか、それからは料理に手をつけている。

　しばらくすると、一ノ瀬さんが立って挨拶に回り始めた。

　まだうちの部に来て数カ月の新人たちは緊張顔で、私も最初はああだったなと懐かしくなる。

　そのうち、一ノ瀬さんは私の隣にもやってきた。

「北里、飲みすぎるなよ」

「大丈夫です」

　飲みすぎたのなんて、あの日だけ。彼のインド行きを聞いたあのときだけだ。

「初めまして、町田です。一ノ瀬さんの噂はかねがねうかがってます。よろしくお願いします」

「どんな噂だろう。北里、余計なことは言ってないだろうな」

「えっ？　ときどき雷が落ちるとしか」

　私がそう伝えると、一ノ瀬さんはクスッと笑った。

「それじゃあ、期待に応えて落とさないと」

「結構です！」

　イジワルな笑みを浮かべる一ノ瀬さんに向かって首を振る。

「随分仲がいいんですね」

　町田さんが指摘してくる。

「あぁ。北里のことが大好きで」

「ちょっと、適当なこと言わないでください。一ノ瀬さんは私の教育係でいつも一緒に仕事をしてたからですよ！」

　朝、伝えたと思うんだけど。

　それに、刺されかねないんだからやめてほしい。ほら、今だって女子社員がこっちを見てる。

「そんなに思いっきり否定されるとへこむな。なあ、町田」

「ですね。一ノ瀬さんがフラれるってことは、俺なんて眼中にないですもん。仕事が恋人なんてもったいないと思うんだけどな」

　町田さんが口を滑らせると、一ノ瀬さんの目が即座に私の方へと動く。

「仕事が恋……」

「あぁっ、もう私の話はいいですから。一ノ瀬さん、次どうぞ」

　私が一ノ瀬さんをなかば無理やり押して遠ざけると、彼は渋々次の席へと向かった。




　お帰りなさい会は二時間ほどでお開きとなった。

　二次会なんて話が出ていたが、私は帰ることにした。程よくカクテルを飲み、大好きなラタトゥイユをたっぷり食べて大満足。

「私はお先に失礼します。お疲れさまでした」

　近くにいた町田さんにこっそりと挨拶をしている間、一ノ瀬さんは部長につかまっていた。

　最寄り駅まで徒歩十分。初夏の風が、アルコールのせいで火照った体に心地いい。

　駅の構内に足を踏み入れようとしたとき、バッグの中のスマホが震えているのに気づいて電話に出た。

『北里、どこにいる？』

「えっ、駅です」

　相手は一ノ瀬さんだった。

　もしかして二次会に連れていかれる？

　そんな心配をしたものの、杞き憂ゆうに終わる。

『すぐに行く。そこで待ってて』

「行くって？　二次会は……。え」

　そこで電話は切れた。

　待っているように言われた私は帰るわけにもいかず、夜空を眺めながらぼんやりとしていた。

　インドの空はどんなふうに見えたのかな。日本と一緒か……。

　そんなバカなことを考えていると、カツカツカツというテンポのよい革靴の音が聞こえてくる。

「はぁはぁ……。飲んだあとに走らせるなよ」

「別に走らせては……。一ノ瀬さん二次会は？」

「まだ帰国したばかりで疲れてるからってお断りしてきた」

　いいの？　主役でしょ？

　ポカンとしていると、「そんなことよりお前」と不意に腕をつかまれる。

「えっ、なんですか？」

「いいから」

　なにがいいんだか。彼はそのままタクシー乗り場まで行き、私を乗車させたあと自分も乗り込んだ。そして、聞いたことがない住所を告げている。

「どこに行くんですか？」

「ふたりだけでゆっくり話したいんだ。まだ散らかってるけど」

『散らかってる』ということは、彼の家？

「えっ、どうしてですか？　お邪魔するなんてとんでもないです」

　どうして突然こんな展開になってるの？

　プチパニックだ。

「今、彼氏いないんだろ」

「まあ……」

　さっき町田さんが『仕事が恋人』と漏らしたからだ。

「それじゃあ、俺の家に来ても、誰にもとがめられたりはしないだろ？」

「一ノ瀬さんが困るんじゃないですか？　彼女は大切にしないとダメですよ」

　今日も哲也の部屋にいるかもしれないあの女性のことを思い出し、顔が引きつる。

　私はあの人みたいな人間にはなりたくない。

「彼女なんていない。俺は結構一筋なんだ」

「どういうことですか？　一筋の彼女とは付き合ってないんですか？」

　酔っているのだろうか。なにを言っているのかよく理解できない。

「あぁっ、あとで話すから。とにかく来い」

「無理ですよ。男の人の部屋にほいほいついて行ったりしません」

「じゃあ、北里の家にするか？」

　なんだろう。彼とこんなに会話がかみ合わないのは初めてだ。

「それもちょっと……」

「俺のことを警戒してるわけだ」

　一ノ瀬さんは私のほうに顔を向け、ニヤリと笑う。

「そういう、わけでは……」

「襲ってほしければ襲うけど、今日はやめておく」

「ちょっ、なんてことを……」

　そんな押し問答をしているうちに、タクシーは立派なタワーマンションの前で停車した。

「降りて」

「えっ、あの……」

　仕事以外でこんなに強引なところは見たことがないので、たじろぐ。

「早くお前に会いたくて、必死に頑張ってきたんだ。たとえ他ひ人とのものになっていても、会いたかったんだ」

　彼の真摯な視線にドキッとする。

「頼む。話がしたい」

　もう一度ゆっくり繰り返され、いつしか私はうなずいていた。

　エントランスホールに一歩足を踏み入れて、目を瞠みはる。

　片隅にグランドピアノが置かれていて、なおかつ数階上まで吹き抜けになっている。

　まるで美術館にでも来たかのような錯覚を感じるのは、さりげなく配置された絵画やオブジェのせいだろう。そして極めつきは、大きな窓のすぐ外にある水盤と小さな滝。ライトアップされていて高級ホテルにでもいる気分だ。

「どうかした？」

「私、入ってもいいんですか？」

「なに言ってるんだ。いいに決まってるだろ」

　彼は白い歯を見せるけど、どう考えても庶民が来るところじゃない。

　腕を引かれて高速エレベーターに乗り、四十五階に到着。彼の部屋は南向きの最高の一室だった。

「すごすぎます。家賃いくらなんですか？」

　リビングに足を踏み入れるなり、いきなり失礼な質問をしてしまった。だって、おそらく五十畳くらいはあるんだもの。

　隅のほうにまだ梱包が解かれていない段ボールが詰まれていたものの、それがまったく気にならないほど広い。

「買ったんだ。インドに行く前から住んでる」

「買った？」

　それまたいくらするんだか。きっと億単位だろう。さすがは御曹司だ。

「適当に座って。んー、もう少し飲むか？　ワインかビールか……」

「おかまいなく」

　アイランド型のキッチンを覗くと、ひとりにしては大きすぎる冷蔵庫に立派なオーブン。食洗器は当たり前のようについているし、なんといっても大きな調理台が魅力的だ。

　料理ができない私が感心するのもおかしいけれど。

「俺も飲み足りない。赤ワインでいい？」

「はい」

　彼はネクタイを緩め、シャツの腕をまくり上げている。そこから見えるたくましい腕に目がいってしまい、慌てて逸らした。

　大きな革張りのソファに私を誘導した一ノ瀬さんは、ガラス製のテーブルの上にワインとチーズを並べる。

「なにもないけど」

「いえ、十分です」

　緊張気味で、そんなに飲めそうにないし。

「えっと、お帰りなさい」

「サンキュ」

　合わさったグラスがカチンと高い音を奏でる。

　甘めのワインをひと口飲んで、テーブルに戻した。

「強引に悪かったね」

「本当ですよ」

「はははっ、正直だな」

　彼は肩を揺らしている。

「でも、こうでもしないと言わないだろ」

「な、なにをですか？」

　間違いなく哲也のことだとわかっているけど、濁す。あんまり話したくない。

「嫁に行かなかったのは、どうして？」

　するとど真ん中に直球が投げ込まれ、息を呑む。

「言わないといけませんか？」

「できれば。聞かないと進めない」

　進むって、どこに？

　首を傾げつつ彼の方を見ると、視線が絡まりほどけなくなった。

　やっぱり酔っているのだろうか。いつもより艶っぽく感じる目元に、ドキドキする。

「浮気に気づいたんです。二度目だったので、もう無理だと。それに『かわいくない』『守ってやりたいと感じる要素がひとつもない』だそうです」

　なかばやけっぱちに言い捨てると、彼は目を大きく開いている。

「それであの頃、元気がなかったのか……」

　そういえば電話口でそんな指摘もされた。

「心配をおかけしてすみま……あっ」

　突然抱きしめられ、大きな声が出る。

「ひとりで耐えたのか？　俺を頼れと言わなかったか？」

「だって、仕事の話じゃないですから」

「仕事じゃなくたってかまわない。北里のことが心配でたまらないんだ」

　そう囁かれ、じわじわと涙がにじんでくる。

　哲也とのことはもう終わったんだと気持ちに区切りをつけたつもりなのに、なにかの拍子に思い出してしまい、今でも苦しい。

「お前は、守ってやらないと壊れちまうのに」

「一ノ瀬さん……」

　哲也とは正反対のことを言われ、とうとう涙腺が崩壊した。

　私はそんなに強くない。私だって誰かの温かな愛に包まれたい。

「これからは俺に守らせてくれないか？　お前のことが、ずっと好きだった」

「えっ……」

　驚きすぎて声がかすれる。

「そりゃあ好きになるだろ。毎日毎日、自分のできることはフルパワーでこなして努力を惜しまず、うまくいくとキラキラした笑顔を見せてくれるから、俺まで幸せな気持ちになれる。そのくせ、つらいことはひた隠しにしてひとりで耐える危うさももってるから、ハラハラして。俺はいつだってお前のことを目で追ってたんだ」

　彼の鼓動が速いのは気のせいだろうか。

「いつの間にかお前に振り回されていた。もちろん、悪い意味じゃない。北里の笑顔を作る方法とか、つらい気持ちを吐き出させるにはどうしたらいいのかとか。そんなことばかり考えていた」

　私が一ノ瀬さんを振り回していたなんて信じられない。

「それなのに、結婚を考えるような男がいると聞かされて頭が真っ白になった」

　そういえばあのとき、『衝撃で混乱してる』とか『一番近くにいるつもりだった』と言われたような。そういう意味だったんだ。

「おまけに兄と言われて、かなり傷ついた」

「ごめんなさい。私……」

「わかってる。お前は元婚約者のことがちゃんと好きだったんだよな。落ち込みもしたけど、そういう真面目なところも不器用なところも好きだと思った」

　彼は私の髪に手を入れ、優しく梳すき出す。

「本当は、その婚約者から奪いたかった。けど、北里の幸せを壊すなんてバカな真似はできないと思い直して、インド行きを早めたんだ。近くにいると気持ちを口にしてしまいそうだったし」

　そうだったんだ。たしかにインド行きは突然だったけど、まったく気づかなかった。

「あっちの仕事は想像以上に難航して困難ばかりだったけど、ときどき聞けるお前の声に励まされていた。きっぱり忘れるつもりだったのに忘れられなくて。たとえ手の届かない人になっていたとしても会いたいという気持ちが止められなくなった」

　彼はそこで「ふー」と大きく息を吐き出す。

「だから、結婚しなかったと聞いて、不謹慎だけどすごくうれしかった。ごめん。北里は苦しんだのに」

　正直な告白に首を振る。

　たしかに苦しくてたまらなかった。だけど、そこまで私のことを思っていてくれたんだと思うと、非難できない。

　彼は手の力を緩め、ゆっくり私の体を離して、まっすぐな視線を送ってくる。

「髪、そのときに？」

「はい。区切りをつけたかったんです。でも、まだくよくよする自分が嫌いです」

　彼が包み隠さず告白してくれるから、嘘うそはつけない。

「そんなの当然じゃないか。嫌いにならなくていい」

　一ノ瀬さんは私の髪を撫でたあと、頬に触れる。

「俺と、始めないか？」

　彼の熱い気持ちがうれしくてたまらない。だけど私は……。

「もう、無理です。恋はしたくない。私には仕事があればいい」

　一ノ瀬さんは哲也とは違う。インドにいる間も、恋人がいる私のことを思い続けてくれたのだから、安易な気持ちではないこともわかっている。

　でも、もう怖い。一ノ瀬さんは私にとって大切な人。インドに行くと聞かされ、離れたくないと本気で思ったほどの人。

　だからこそ、深い関係にはなりたくない。いつかその関係が壊れるかもしれないと考えると怖くてたまらない。

　彼に見つめられているのがいたたまれなくなりうつむいて答えると、「うん」と小さな相あい槌づちが聞こえてくる。

「それほど傷ついたんだな」

「私がいけなかったんです。仕事に没頭しすぎて、彼のことを気遣う気持ちが足りなかった。もっと甘えていれば違ったかもしれないのに」

　こんなことを一ノ瀬さんに話しても仕方がないとわかっているのに、ずっと言えなくて苦しかった胸の内を吐き出していた。

「それは違う。婚約者は自分の失態を北里のせいにしただけだ。他の女に手を出しておいて北里に文句をつけるなんてありえない。ぶん殴ってやりたいくらいだ」

　彼は怒りをあらわにして自分の膝を叩いている。

　そう言ってくれる人がいて、とてもうれしい。だけど哲也の言葉が強烈すぎて、簡単には立ち直れない。

「いえ。私は失敗したんです。結婚という人生の大きな節目に、恥ずかしい失敗を」

　だから婚約がダメになったことも、しばらくの間静香にも言えなかった。

「失敗、だったのかな」

「えっ？」

「失敗だったかどうかは、この先の人生にかかってるんじゃないか？」

　それは、この先幸せになればいいと言っているの？

　だけど、大きな挫折をしたので、心が前を向かない。

「それに、失敗は恥ずかしくないぞ」

　彼はこれまでとは違う柔らかな声色で私に伝える。

　そういえば彼も仕事でミスを犯して損害を出したんだった。でも仕事をしていれば、誰にだってその可能性がつきまとう。それに比べて婚約破棄なんて、そうそうあるものじゃない。

　そう思ったけれど……。

「俺も失敗した。あのとき、婚約者から奪えばよかった」

「一ノ瀬さん……」

　彼は仕事ではなく恋愛の話を始める。

　それが私を慰めるためだとわかっている。だけど、ほんの少し張り詰めた心が緩んだ。

「俺は、もう二度と後悔するのはごめんだ。絶対にお前の心を手に入れる。俺がお前を幸せにする」

　絡まる視線から優しさが伝わってくる。気がつけば、いつの間にか涙は止まっていた。

「よし、飲むか。今日は泊まってけ」

「は？」

「俺も飲んでるし送っていけない。大丈夫。ちゃんとイエスと言わせてから抱く」

「抱く……!?」

　そんなにはっきりと。耳まで赤くなっている自信がある。

「はははっ。やっぱかわいいな、お前」

　彼は動揺して目をキョロキョロさせている私を見て盛大に笑う。

「あっ、お泊まりセットってやつが必要か。女子は面倒なんだろ？」

「ですから帰ります。タクシーを呼ん」

　そこから先を言えなかったのは、彼が指で私の唇を押さえたからだ。

「言い忘れてた。俺、狙った獲物は絶対に仕留める主義だから。知ってるだろ？」

　唇をゆっくりと撫でながら艶っぽく囁かれ、ゾクッとする。

　こんなに色気のある人だなんて知らなかった。

「そ、それは仕事の話ですよね？」

「もちろん仕事も。そして、葉月も」

『葉月』と突然下の名前で呼ばれ、心臓が飛び出しそうになる。それなのに一ノ瀬さんは余裕の笑みを浮かべている。

「一階にコンビニがあるんだ。酔っぱらう前に行くか」

「んー、タクシーで」

「それ以上反論すると唇ふさぐぞ」

　え！

　威圧的な発言に言葉を失なくしていると、彼はケラケラ笑っている。

「もっと葉月と話がしたい。二年も離れてたんだぞ。まだ帰したくない」

　熱っぽく説得されて、戸惑いながらもうなずいていた。

　私も離れていた間の彼のことが知りたいと思ったから。

　それからコンビニまで出かけて必要なものを買い込み、再び部屋に戻ってワインで乾杯。

　一ノ瀬さんとこうして彼の部屋で一緒に飲んでいるなんて信じられないような状況だけど、決してイヤじゃない。

「インドの人って、本当にカレー好きなんだよ。三食とも食べてることもある」

「飽きないんですかね」

「それが、具材が違うんだ。魚だったり豆だったり肉だったり。味もスパイスによって全然違う。最初のうちは辛すぎて腹壊してた」

　そういえば、そんなことも聞いたような。

「あとは、時間にルーズで困ったな。十三時にアポイントをとっても平気で十五時くらいまで待たされる」

「えっ！」

　日本なら取引停止になりかねない。

「やっぱりすごい人の数だし、バスなんて乗れたもんじゃない。知らずに乗ったときは、つぶされると思った」

　彼はそのときのことを思い出しているのか、クスッと笑っている。

「行ったばかりの頃は、日本が恋しくてたまらなかった。だけど、一流の商社マンになりたいなら世界を見ておかないと。世界の人はなにを必要としていて、どんなスキルをもっているのか。資源はどうか。経済の流れは？」

　一ノ瀬さんの表情が生き生きしている。この人の探求心には敵わない。

「私も世界を見てみたいです」

「いつか一緒に行こう。次はインドじゃないところがいいかな」

　私はうなずいた。果たしてそんな夢が叶うかどうかはわからないけれど、一ノ瀬さんと一緒に仕事をしていると、無限に可能性が広がっていると感じる。

「葉月はどんな世界を見てたの？」

「私は……特になにも」

　もうすっかり私のことを『葉月』と呼ぶことに決めたらしい彼が話を振ってくるけれど、面白い話はひとつもない。

　ただガムシャラに仕事をしていただけ。

　なんだか情けなくなりうつむき加減で伝えると、隣の彼がポンと私の頭を叩く。

「心が満タンだったのかもしれないな。人間、余裕がないと心が反応しない。けど、多分葉月は、この二年の間もたくさんのものを見て吸収したはずだ。見事に成長してるしね」

『成長してる』と言ってもらえるのは飛び上がるほどうれしい。それを目標に頑張ってきたからだ。

「電話でうまくいった仕事の報告を受けても、なんだか淡々としてるように感じたのはそのせいか。心の中のガッツポーズが声から伝わってこなかった」

　そういえばそんな指摘もされた。千里眼でももっているのだろうか。

「情けないですね、私。ちっとも立ち直れない」

「心配するな。俺がいるからには立ち直らざるを得ない。葉月の傷のひとつやふたつ、俺が治してやる。この先は楽しいことだらけだから、覚悟しろ」

　一ノ瀬さんは、自信ありげに微笑む。

「覚悟って……」

　楽しいことに覚悟なんていらない。

　でも、彼と話しているとずっとふさいでいた気持ちが上を向いてきたように感じる。

「さてと、もう眠いだろ。目がトロンとしてて色っぽいぞ」

「そんなことは……」

　色っぽいなんてことはないと思うんだけど。

　ただ、話が楽しくてたまらないのに、アルコールのせいかたしかに眠い。

「シャワー先に使って。そこを出て左。着替えは適当なのを出しておく」

「ありがとうございます」

　本当に泊まるんだと今さらながらに実感が湧いてきて、緊張する。が、もう仕方がない。

　大きな窓がついている広いバスルームでシャワーを借り、用意されていたダボダボのジャージを着て出ていくと、思いきり笑われた。

「そんなに笑わなくても」

　無駄に手足の長いあなたが悪いんだから！

「ごめん。かわいいなと思って。やっぱり守ってやりたい」

　守って……。

　きっと哲也に言われたことを否定してくれているんだろう。本当に優しい人だ。

「ベッドルーム、そこだから。先に寝ててもいいよ」

「いえっ、私はソファでもお借りして……キャッ」

　断ろうとしたのに突然抱き上げられ、ベッドまで運ばれる。

「えっ、あのっ……」

「心配するな。今日は抱かないって約束しただろ」

〝今日は〟を強調され、目をパチパチとしてしまう。

「おやすみ。ゆっくり寝て」

　彼は私のまぶたに手を添えて閉じさせる。それからすぐにドアが閉まる音がしたけれど、アルコールのせいかそのまま深い眠りに落ちていった。




「ん？」

　翌朝、なにかが触れた気がしてゆっくりと目を開けると、目の前に一ノ瀬さんの顔があって心臓が止まりそうになる。

　彼は私の隣に横たわり、髪を撫でていた。

「おはよ」

「えっ、えええっ！」

　ちょっと待って。どんな状況？

「なにびっくりしてるんだ？」

「なにって！」

　私にベッドを貸してくれるんじゃなかったの？　てっきりそうかと。

「心配いらない。俺はソファで寝たぞ。ちゃんと我慢した」

「が、我慢……」

　唖然としていると、私の頬にかかった髪をよけてくれる。

「すっぴんもかわいい」

「はっ！　見ないでください」

　昨日の夜は照明も落とし気味だったけど、今はカーテンが開いていて明るい。こんなに至近距離ですっぴんをさらすなんてありえない。

　慌てて手で顔を覆ったのに、その手をサッと引かれて指を絡められた。

「なっ、なにして……」

　顎が外れそうなほど驚いて反射的に体をのけぞらせると、グイッと引き寄せられる。

「逃げるなよ」

「無理です！　離してください」

　懇願しても聞き入れてはもらえず、かえって強く抱きしめられる。

「我慢したんだからこれくらいは許せ」

「いやっ、あのっ……」

「なに？　もしかしてドキドキしてる？」

　私の耳元でつぶやくその声に色気がまとわりついていて、卒倒しそうだ。

　しかも指摘通り、心臓が口から飛び出しそうなほどドキドキしてる。

「なあ、もっと俺を欲しがれよ」

　そんなの無茶だ。息ができない。

「一ノ瀬さん。お願いです、離して！」

「ダメだ。もう一生封印するつもりだった気持ちが吐き出せたんだ。止められるか」

　それほどまでに私のことを？

「でも、苦し……」

　息も苦しいし、胸もいっぱい。

「それじゃあ、俺のことを名前で呼んだら離してやる」

　まさか、下の名前で呼べと？

「それはちょっと……」

「なら、離さない」

「えっ、ちょっ……。悠馬さん！」

　思いきって叫ぶように口にすると、体を震わせて笑っている。そして、手の力を緩めてくれた。

「今度はもう少し色っぽい呼び方にして。まあ、とりあえずは合格」

　彼はにっこり笑いながら私の手を取り指先にキスをするので、頭が真っ白になる。

「こ、こういうことはやめてください」

「なに、唇がいいの？」

「そうじゃなくて！」

　あぁ、クラクラする。

「葉月への愛があふれてきて止まらないんだ」

　冗談を言っているかと思ったのに意外にも彼の表情は真剣で、心臓がドクンと大きな音を立てる。

「葉月がもう一度恋をしてもいいと思えるまで待ってるから。ま、俺がそうさせるけどね」

　悠馬さんは私の頭をもう一度撫でてからベッドを出ていく。

　もしかして長い髪の女性が好みなのかな。再会したときも髪を切ったことに驚いていたし。

　それならちょっと申し訳ないことをしたな。切らなければよかった。

　って……。どうして悠馬さんの好みに合わせようとしているの？

　呆気にとられるようなことばかりで、自分の気持ちも混乱気味だ。

「着替えなくちゃ」

　それからすごい勢いで着替え、昨日買ってきた基礎化粧品で肌を整えたあと、バッグの中に入っていたコスメで最低限のメイクをしてからリビングを覗いた。

　まだパジャマ姿の悠馬さんは優雅にコーヒーを淹れている。

「葉月も飲むだろ？　俺、朝が弱くて、コーヒーを一杯飲まないと頭が働かないんだ」

『さっきの会話、十分すぎるほど働いていたと思いますけど？』と言いたいのはこらえて、彼の隣に向かう。

「私やりますよ」

「サンキュ。その棚からカップ出して」

　指示されて真っ白なカップとソーサーを取り出す。一見どこにでもありそうな食器だったが、チラリと裏底を見てやっぱりと思った。某有名メーカーのものだ。このあたりのクラスのメーカーで鮮やかな装飾が施されたものは、セットで二十万円を超えることも珍しくはない。

　それも三谷商事で扱っていて偶然知ったんだけど。

　真っ白ならそれほどはしないとはいえ、手に持つだけで緊張する。

　豆から挽ひける立派なコーヒーメーカーが香ばしい匂いを放ち始めた頃、ふと視線を外に送ると、目前に広がる絶景に言葉を失った。

　階層が高いおかげで遠くに海まで見える。

　本当に高級ホテルに泊まったみたい。

　じっと眺めていると、彼は私の腰をスマートに抱いて、ベランダに連れていく。

「こういう景色は好き？」

「はい。とっても。……はっ、怖いっ」

　遠くから下へと視線を移した瞬間、その高さに驚き悠馬さんに抱きついてしまった。

「高いところ、苦手なんだ」

「わかりません。こんな高いところは初めてで」

　目を閉じたままつぶやくと、彼は私を抱きかかえたまま部屋に戻る。

「いつもこうして甘えてくれればいいのに。かわいいな」

「なっ……」

　すさまじい勢いで離れると、彼はククッと笑みを漏らす。

『かわいい』を連発しているけれど、仕事のときと人格が違いすぎない？

　常に凛としていて的確に指示を出し、目を光らせているというイメージなのに、こんな人だったんだ。

　私は仕事が終わったあとのリラックスした姿を多少は知っているのに、この違いに驚いている。それも見たことがない人なら腰を抜かすレベルかもしれない。

「コーヒー入ったみたい」

「はい」

　私がカップに注ぐと、彼がテーブルに運んだ。

「今日、予定ある？」

「いえ、なにも」

「それじゃ、デートしよう」

　カップに口をつけた悠馬さんがまたとんでもないことを言い出した。

「デートって……」

「あぁ、付き合ってないとデートとは言わないか。なんて言うんだ？　ふたりで散策？」

『散策』って、なんだかおかしい。

「悠馬さん、帰ってきたばかりでお疲れですよね」

「久しぶりの日本を楽しみたいんだ。葉月と一緒にね」

　やんわりと断ったつもりだったのに、かわされた。

「でも、スーツでウロウロするのもちょっと……」

「それなら最初に洋服を買いに行こう」

　そういうことを言いたいんじゃなくて！と反論しそうになったけれど、ニッと笑っている彼はわかって言っている気がする。彼ほどの切れ者が察しないわけがない。

　これは外堀を埋められているんだ。

「もう観念しろ。インドで奮闘してきたご褒美をくれよ」

　カップをソーサーに置いた悠馬さんが、私をまっすぐに見つめる。彼の視線はいつも熱くて、いちいちドキドキする。

「わかり、ました」

「うん」

　ようやく頬を緩めた彼は、満足そうに再びコーヒーを口に運び出した。

　それから白いシャツとチノパンという清潔感あふれる洋服に着替えた彼と一緒に、近くのカフェでブランチをとり、街に繰り出した。

　本気で私の洋服をそろえようとしているらしく、まず向かったのは『東とう郷ごう百貨店』。

　エントランス前の広場では催し物が開かれていて、人だかりができている。

「あれっ、ドゥシャインの副社長さんだ……」

　この前会ったばかりの本城副社長が、ステージでモデルさんに自らメイクを施しているので驚いた。

「ん？　蒼井さん？」

　しかもそのモデルは、秘書の蒼井さんに見える。

「知ってるの？」

「はい。例のシリコーンオイルを売り込んだときにお会いしたんです」

「ドゥシャインか……。たしか有能だけど型破りな後継ぎがいるとかって聞いたような」

「本城さんのことかと。私が訪問したときも商品開発部にいらっしゃって、開発の方よりもシリコーンオイルに食いついてこられて」

　そういえば開発の担当者も変わった人と漏らしていたような。まさか副社長自身がメイクできるとはびっくりだけど。

「できそうな人だな」

「そうですね」

　型破りかもしれないけれど、行動力もありそうだし。

「でも、葉月が見るのはこっち」

「えっ？」

　悠馬さんは私の頬を両手で包んで、自分と向き合わせる。

「お前は俺だけ見てろ。他の男を見るのは許さない」

　独占欲むき出しな彼に目が点になる。

　だって付き合っているわけじゃないのよ？　これはデートじゃなくて散策なの。

「仕方ないから仕事の間は我慢する」

　少し不満げな表情の悠馬さんは、私の手を握った。

「悠馬さん、手は……」

「散策するには手をつながないと。知らなかった？」

　知らない。というか、絶対に嘘だ。

　とぼけた口調で話す悠馬さんがこらえきれないという感じで噴き出すので、私まで笑みがこぼれる。

「ご褒美。な？」

『な？』なんて甘えた口調で言われては、うなずくしかない。

　それから彼はエスカレーターを上がっていき、『ブランピュール』という少しお高めのショップに迷うことなく入っていく。

　レディースにも詳しいの？　商社マンだから？

　このブランドはまだ駆け出しだけど、最近人気がうなぎのぼりだ。

「レディースまでお詳しいとは、さすがです」

「ここのブランドの社長は一ノ瀬翔かけるって言うんだ」

　一ノ瀬？

「デザイナーもしてる。七つ離れた弟」

「弟さん？」

　彼には驚かされることばかりで頭がついていかない。

「なかなか才能のある男でさ。翔が作った洋服は、葉月にも似合うと思う。ずっと葉月に着せたくてたまらなかったんだ。ほら、こういうのどう？」

　悠馬さんはマイペースに私にいくつか洋服を当ててみてうなずいている。

　ずっと私に着せたかったって。私のことを想っていたと聞かされても、どこか現実だと思えていなかったけれど、本当なんだ。

　それなのに私は少しも気づかなかった。

「どうした？　嫌い？」

「違います。私、そんなに気にかけてくださっていた悠馬さんに、どれだけ失礼だったんだろうって……」

　正直な気持ちを口にすると、彼は洋服を置き私の目をじっと見つめる。

「葉月は今、こうして俺の隣にいる。それだけで十分だ。……いや、嘘。本当は彼女がいい」

　すぐさま『嘘』と否定するので笑みがこぼれる。

「ほら、どれがいい？　いつもはスーツばかりだから、たまにはこういうかわいらしいのを着てみてよ」

　彼は淡いイエローのワンピースを私に差し出す。

「ちょっと派手です」

　あまりかわいらしい色の洋服は着たことがない。黒や白、そして紺などの無難な色についつい手が伸びる。

「大丈夫だって。たまには明るい色を着てほしいな。クールな葉月もいいけど、笑ってるほうが好きだから」

「悠馬さん……」

　押し切られてワンピースを試着してみると、意外にもしっくりくる。それにシンプルだと思っていたがデザインが秀逸なのか、スタイルがよく見えてびっくりだ。

　試着室から出ていくと、「やっぱりこれだ」と彼はニコニコ顔。すぐさまタグを切るように店員に指示をしている。

　このまま着ていけということだろう。

　だけど、チラッと値札を見たら十万円を超えていた。こんなに高い洋服を着たことがないので落ち着かないし、私には贅沢すぎる。

「悠馬さん、もう少しお値段控えめのもので……」

　小声で伝えれば「俺が買うから」と涼しい顔。

「いえっ、そういうわけにはいきません」

「俺が弟の才能を買いたいんだ」

　そう言われると引くしかない。

　弟思いという、また新たな彼の顔を発見した。

　恐縮しながら脱いだ洋服を持って出ていくと、レジには他にもたくさんの洋服が山積みにされていた。

「悠馬さん、これは？」

「俺の趣味を押しつけてもいい？　翔みたいにセンスよくないけど、ここには翔が納得したものしか置いてないから多分大丈夫」

　全部私の？

「ちょっと待ってください。たしかに素敵な洋服ばかりですけど、買っていただくわけには……」

「先行投資、葉月もするだろ？　いつか、葉月を俺だけのものにするから問題ない」

『俺だけの』って……。

　キョトンとしていると彼は白い歯を見せた。

「逃がさないって言ってるんだ」

　店員さんがレジで処理をしている間に、耳元でつぶやかれ腰が砕けそうになる。

　彼と一緒にいると息の吸い方をときどき忘れる。

　結局両手いっぱいの洋服を買ってもらい、おまけに彼が持ってくれるというエスコートつき。

「悠馬さん、私が持ちます。落ち着かないです」

　上司に荷物を持たせるなんて。

「海外ではこれが普通だ。そんなに手持ち無沙汰なら、ここ」

　彼は私の手を取り、自分の腕につかまらせた。

「離すなよ？」

　私が手を離すより早く釘を刺され、引くに引けない。

　恋人のような振る舞いにドギマギしながら東郷百貨店をあとにして、次に向かったのは映画館だった。

「どれを観ようか？」

「悠馬さんのお好きな作品で」

　映画なんて久しぶり。おそらく哲也と別れる前に観て以来だ。

「そうだなぁ……」

　彼はチラッと恋愛もののポスターに視線を送ってから、別の映画を指さした。

「このＳＦにしよう。怖いシーンがあったら抱きついていいから」

「そんなことしませんよ」

　恋愛ものにしなかったのは、私に気を使ってくれたのかな。もう恋はしたくないと思っている私に。

　上映開始の時間になり館内の照明が落とされると、悠馬さんは私の手を不意に握る。

　驚いてチラッと彼を見つめると「怖くないぞ」とつぶやいた。

　私が苦手だと思っているんだ。

　たしかにこの映画はエイリアンが地球を侵略しに来るお話で、ちょっとグロテスクで迫力ある映像が話題になっている。

　でも、この手のものはわりと平気なんだけど。

　そんなことは言い出せない雰囲気で、私はそのまま手を握られていることにした。

　上映開始後一時間。残酷なシーンに驚きふと隣の悠馬さんに視線を送ると、眠っている。

　あれ？　怖いシーンがあったら抱きついてもいいんじゃなかったっけ？

　そんなことを考え笑ってしまったけれど、やっぱり疲れているんだ。

　彼は帰国してすぐにライフテクノロジー事業部に復帰したようだから。

　そっと手を離そうとしたのに、かえって強く握り返される。起きているのかと思ったけど、目は閉じたままだった。

「悠馬さん」

　上映が終わり照明がついたので声をかけると、「あっ」とバツの悪そうな顔をしている。

「ごめん。寝てた」

「お疲れですね。それなのに、私に気を使ってくださったんですね」

　そう伝えると彼は首を振る。

「デートでもしてないと、葉月は帰ってしまうだろ？　少しでも長く一緒にいたかったんだ」

　彼の発言に胸がしめつけられる。

　そんなに私と一緒にいたいと思ってくれていたんだ。

「あっ、怖かった？」

「はい。そりゃあもう。でも、この手があったから大丈夫でした」

　驚きはしたものの、怖いというほどではなかった。でも、なんとなくそう伝えたい気分だった。

「それにしても、寝てたらダメだな。ホント、ごめん」

　反省しきりの彼に笑みがこぼれる。こんな姿、仕事中には絶対に拝めない。

「インドから帰ってきたばかりなんですよね。そりゃあ体がヘトヘトですよ。ゆっくり休んでください」

「いや、休んでる場合じゃない。人生で最大のチャンスが到来してるんだ。逃せるか」

　それは、私のことを言っているの？

　いつもはクールな彼が、なりふりかまわずという感じでぶつかってくるのが意外すぎて、だけど心地よくて。

　恋に踏み出す勇気はまだもてないけれど、もう少し一緒にいてもいいかな、なんて思える。

「どうしたら、休んでくれますか？」

　来週からも忙しい。彼は部長という立場になるのだから、私たちのフォローだけでなく、上層部の会議にも出席しなければならないだろう。休めるときに休んでおかなきゃ。

「葉月がそばにいてくれたら」

「えっ……」

「そうじゃないと、休まない」

　まるで駄々っ子だ。切れ者商社マンの姿はどこにもない。

「そばにいますから。お願いです、休んでください」

　私も突っ走り癖があるけれど、彼がいつも止めてくれた。でも彼を止める人はいないので、いつも限界まで走っていたのかもしれない。

　どんなにできる人だって、上限というものがある。

「ありがと。本当はくたくただ。インドにいるときは気持ちを張り詰めていたからやってこられたけど、日本に帰ってきて気が抜けてどっと疲れが出てしまった」

　やっと本音を話してくれた。

「帰りましょう」

「あぁ」

　悠馬さんはごく自然に私に手を差し出す。私はためらいもなくそれを握った。

　手をつなぐことを、どうして今までのように躊ちゅう躇ちょしなかったのかよくわからない。だけど、なんとなく悠馬さんとの距離が縮まったような気がしていた。




　マンションに戻り、悠馬さんをベッドに追いやろうとしたのに、腕を引かれて私までベッドに倒れ込んだ。

「一緒に寝よう」

「私は大丈夫です！」

　昨日はアルコールのおかげで深く眠れたけど、今は緊張して眠れる気がしない。

　断ったはものの、切ない表情で見つめられなんとも胸が痛い。

「キッチン、使っていいですか？　起きたら食べられるように、なにか日本食を作っておきます」

「本当？」

　彼が満面の笑みを浮かべるので〝しまった〟と思った。

「あっ、でも私……あんまり料理が得意じゃないんです。やっぱり食べに行ったほうがいいです――」

「葉月の作った飯が食いたい」

　きっぱりと返され、冷や汗が出る。

　悠馬さんの舌が肥えていることなんてすっかり頭から飛んでいた。レパートリーが少ないうえに、味にも自信はない。

「でも、おいしくないかも」

「葉月が作ったものはどんなものでもおいしいに決まってる。スーパーがすぐ近くにあるんだ。行こうか」

「あぁっ、悠馬さんは寝ててください！　作りますから」

　さすがの行動力だけど、それでは休めない。

「うん。ありがと」

　納得してくれたようだけど、料理を振る舞うことは決定した。

　それからすぐにマンションのすぐ横にあるスーパーに向かった。

　気を遣った彼が私に一万円を差し出してくれたので、それで買い物をする予定だ。

　おそらくあのマンションの住民御用達なのだろう。どれもこれも、いつも行くスーパーとは価格帯が違う。

「和食、か……」

　天ぷらにお寿司？　そんなのうまく作れる気がしない。

　だけど、インドでカレーを食べ飽きたという彼に日本の味を食べさせてあげたい。

　悩みに悩んで、煮魚を作るための銀だらや筑ちく前ぜん煮にの材料、そして卵などを買い込み、部屋に戻って早速調理を始めた。

　筑前煮をチョイスしたのは、筑前煮のための野菜セットが売られていたから。鶏肉を加えて味付けすればいい。

　何度かトライしたことがある料理ばかり選んだものの、自信がなくてスマホで調べながら進める。

〝家庭的〟な女性のほうが男性受けはいいようだけど、悠馬さんもそうなのかな。私みたいに料理もまともにできない女はあきれられるかもしれないな。

　そんなことを思いながら、なんとか作り終えたのが二時間後。料理上手な人なら、きっとこんなに時間はかからない。ふたつの調理を同時進行するなんて、私には無理だとわかった。

　だって、卵焼き焦がしたし。

　それから三十分。コーヒーを飲んでいると、悠馬さんが「うーん」と伸びをしながら起きてきた。

「ホントにいてくれた」

「約束は破りません」

　うれしそうに頬を緩める彼は、キッチンに行き鍋のふたを開けて覗き込んでいる。

「うまそう」

「あっ、見た目だけかもしれないので、ハードル上げないでください」

　慌てて言うと、クスッと笑っている。

「醤しょう油ゆの香りっていいよね。やっぱり日本は最高だ」

　そんなに喜んでくれるなら、作った甲か斐いもあったかな。

　それから温め直してテーブルに並べてハッとした。

「あー、彩りが……。ごめんなさい」

　煮魚と筑前煮。そして卵焼き。

　なにか緑の物も添えるべきだった。こういうところが気がきかない。

「いいって。いただいていい？」

「はい」

　まず筑前煮をひと口。

　味見をしたところ、一応そこそこの出来だとは思うんだけど、緊張する。

「これこれ。はー、泣きそう」

「まずくて？」

「んなわけないだろ。こんなにうまいのに。日本に帰還できたっていう喜び」

　どうやら満足してもらえたみたい。

　でも『帰還』だなんて、私が想像している以上に過酷な赴任だったのかもしれない。それでもやり遂げて帰ってきた彼がまぶしくてたまらない。

　それからは夢中になって食べてくれた。自信がなかった料理だけど、こうして食べてもらえるのがとても幸せ。

「この甘い卵焼きも俺好みだよ。料理が苦手って嘘じゃないか」

　すべて食べつくした悠馬さんがつぶやく。

「苦手ですよ。和食のレパートリー、出し尽くしました」

　私が正直に言うと、白い歯を見せる。

「これだけできれば上等。俺も飯しか炊けないもんなぁ。一緒に暮らし始めたら、少しずつ練習するか」

　ん？　今、聞き捨てならないことを言われたような。

「一緒に暮らすって？」

「あぁ。俺、本当はすぐにでも葉月と同棲したいと思ってる。同棲なんて中途半端な状態がイヤなら結婚でもいい。まだその気にはなれないみたいだから待つけど」

　まるで『当然だろ』とでも言いたげな顔で、飄ひょう々ひょうと語る彼に目が点になる。

「結婚って……」

「言っただろ。逃がさないって」

　そんな。私は仕事があればいいのに。

　動揺で視線が宙を舞う。

「私……無理です。悠馬さんは誰か別の女性を――」

「それなら、俺も一生ひとりでいる」

「えっ……」

　彼はテーブルの上の私の手を握り、強い視線を送ってくる。

「俺は葉月しかいらない。葉月と結婚できないなら、独身のままでいい」

　断言されて胸が震える。

　そんなに強く想ってもらえるような女じゃないのに。

　そう思う一方で、凍りついていた心が解け始めて動き出したような気がしていた。

「だから、心配するな。いつまでも待つ。五十になっても六十になっても、葉月の気持ちが俺に向くまで気長に待つさ。あぁ、でもできれば早めがいいから、積極的に攻めさせてはいただく」

　悠馬さんはふと口元を緩める。

「ごめん。重い？」

「いえ。ちょっと混乱して……」

　たしかにこんな告白をされたら『重い』と思う人もいるかもしれない。だけど、真剣さが伝わってくるので、そんな言葉で片づけられない。むしろ、感激だ。

　でも、怖い。悠馬さんと進んで失敗したら、平気な顔をして一緒に働いてはいられない。今度は仕事まで失うの？

「いい傾向だ。もっと悩んで。俺のことで頭をいっぱいにして。インドにいる間、葉月に会いたくて狂いそうだった俺みたいに」

　私の手を強く握る彼は、視線を決して逸らそうとしない。

『信じて』という声が聞こえてきそうなその眼差しに、鼓動が速まるのを止められない。

　信じられたら、どれだけ楽か。

　哲也とは互いの両親の前でふたりで未来を築いていく約束までしたのに、あんなことになった。

〝絶対〟なんてないんだと思い知った。

「シワが寄ってる」

　悠馬さんは私の眉間を指で突っつく。

「俺はどんどん気持ちを伝えていく。でも葉月は迷惑なら迷惑と言えばいい。そんなことを言われたくらいではあきらめないけどね。商社マンらしく、次の一手を講じるよ。仕掛け倒すから」

　彼が茶化すので、やっと雰囲気が和んだ。

「というわけで、来週末も散策の予約していい？」

「来週……」

「予定ある？」

「いえ、特には」

　この先もずっと土日のスケジュール帳は真っ白だ。哲也と別れてから、ずっとこんな調子。ときどき沈んでいる私を心配して静香が誘ってくれるけど、彼氏がいるのに悪くて断ることが多い。

「よし、決まり。なにしよう。わくわくするな。遠足前の小学生みたいだね、俺」

　悠馬さんが本当に喜んでくれているのを見て、ちょっぴり心が弾んだ。










踏み出す一歩




　それから四カ月。悠馬さんとの週末の〝散策〟は続いている。

　料理本を買ってきて、彼の家の広いキッチンでふたりで料理に挑戦したはいいけれど、結局作ったのは簡単な物ばかり。それでも毎回おいしそうに食べてくれるのでうれしかった。

　悠馬さんがご飯を炊くことしかできないのは本当で、この四カ月で卵を割れるようになったと喜んでいるのが微笑ましい。

　あの完璧な上司の思いがけない一面にほっこりする日々だった。

　しかし困っているのは、毎回、帰りに引き留められること。

　その日もマンションの玄関で、腕をつかまれた。『積極的に攻めさせてはいただく』の宣言通り、グイグイ迫られている。

「帰るなよ。一緒に暮らさない？」

　甘いボイスで囁かれ、ドギマギしてしまう。

「暮らしません！」

「葉月って意外と頑固なんだな。こんなに頬を真っ赤にしてるくせして」

　彼はイジワルな笑みを浮かべて突っ込みを入れる。

「き、気のせいですって……」

「そう。悔しいからもっと真っ赤に染めてやるよ」

　不意に右手の指先に唇を押しつけられて、息が止まる。

「ほら、かわいい。耳まで真っ赤」

　そして耳元で艶っぽく囁かれたら、もうなにも言い返せない。

　慌てて耳を押さえると、彼はケラケラ笑っている。

　だけどそのあと、ふと真剣な表情を作り、再び口を開いた。

「俺はいつでもＯＫだから。葉月の心が整ったら、飛び込んできて」

　からかったり、真面目に口説いたり、無駄にドキドキするからやめてほしい。

「飛び込んだり、しません」

「でも、少しは心が動いてるだろ？」

　私の気持ちを読まないで。

　たしかに、友人以上恋人未満のような存在が心地よく、いつしか週末を楽しみに待つようになっている。

　でも、悠馬さんが望むような関係に発展するのは怖い。

　一度浮気されたあと、『二度と泣かせない』という哲也の言葉を信じた。それなのに見事に裏切られた私は、もう一度恋に踏み出そうとは簡単には思えない。失うかもしれないとビクビク生きていくのはつらすぎる。今の関係で十分だった。

「そんなことはありません。帰ります！」

「怒るなよ。好きなんだから仕方ないだろ？」

　彼は平然とした顔でさらりと愛の告白をしたあと、きちんと車で送り届けてくれた。




　職場では、悠馬さんが見事なまでにライフテクノロジー事業部の陣頭指揮を執っている。

　あっという間に二年間にあった出来事を把握して、新たに増えた得意先には一緒に挨拶に行き、私たちのフォローをしてくれた。

　私は、ドゥシャインとの契約を着々と進めている。私の知識を絶賛する本城副社長が、シリコーンオイルだけでなく他の原料にも興味を示してくれて、ドゥシャイン側の要求に応えるべく原料メーカーに製品の改良をかけ合い中だ。

　そんなある日、事件は起きた。

「葉月、ゼネラル製薬商品開発部の伊佐治さんから電話」

　電話を取り次ぐ静香は、なぜか深刻な顔をしている。

「はい」

　電話に手を伸ばすと「怒ってるみたいなんだけど」とつけ足され、緊張が走る。

　怒らせるようなことをしただろうか。心当たりがない。

　最初はそっぽを向かれていた伊佐治さんとも、ジェネリック医薬品のことで徐々に距離が近づいてきて、今では原薬の調達も任せられるようになっている。

　とにかく話を聞かなければ始まらないと電話を取った。

「お待たせしました、北里です。いつもお世話に――」

『どういうことだ。おたくと契約した原薬が全然足りない。入ってこないんだ。このままでは需要に追いつかない。近いうちに欠品するぞ』

「えっ……」

　私は言葉を失くした。

　一カ月前から新薬の原料の輸入を請け負い、順調に推移していたのに。当初、ゼネラル製薬が国内の自社工場で生産する目もく論ろ見みだったが採算が折り合わず、悠馬さんが開拓したインドの製薬メーカーを紹介したのだ。

「申し訳ありません。詳しく調べて折り返します」

　私は平謝りして電話を切った。

　半月前、チェックを入れたときはなにも問題はなく、伊佐治さんも『品質が安定していて素晴らしい。いいメーカーを紹介してくれた』と喜んでいたのに。

「北里、どうした？」

　悠馬さんが声をかけてくれた。

「ゼネラル製薬に届くはずの原薬が届かないと。このままでは欠品するかも……」

　予想外の事態で頭が働かない。

「インドから輸入しているあれか？」

「はい」

「この間のストライキで、貨物が動かなくなっていたのが影響してないか？」

　悠馬さんのひと言に背筋が凍る。もしかしたらそうかもしれない。

　あのときはストライキもすぐに解消されたし、数日の余裕をもって輸入をしていたので、特に気にも留めなかった。

「わかりません」

「インドのメーカーには俺が電話を入れる。北里は運送会社を当たれ」

「はい」

　テキパキと指示を出され、すぐさま電話に手をかける。

「――そんな。その荷物は行方不明ということですか？」

　どうやらストライキそのものは解消されているが、そのときに大量の物流システムが滞り、ゼネラル製薬向けの荷物がどこかに紛失しているという返事だった。

「探してください。大至急、お願いします！」

　といっても、見つかったとしてもインド国内にあるので、すぐに輸入するのは難しい。

　血の気が引いた。

「北里。とにかく新しい製品を空輸するように頼んだが、すぐには間に合わないらしい。そっちはどうだ？」

「はい。インド国内で荷物が紛失していると……」

　私が伝えると、悠馬さんの眉が上がった。

「ストライキのあと、確認しなかったのか？」

「申し訳ありません」

「申し訳ないでは済まない。医薬品は、時に人の命に関わる。生産できないでは済まされない」

　その通りだ。このままではゼネラル製薬の信用も落ちてしまう。

「町田。お前英語できるな」

「はい」

「手を貸してくれ。今、同じ原薬を購入している海外の製薬メーカーをリストアップしてもらっている。片っ端から連絡して、余剰分を回してもらえるように頼んでくれ」

「わかりました」

　悠馬さんが指示を出す横で私はただ震えていることしかできない。

「それと森本。ゼネラル製薬の社長に謝罪に行く。五分でいい、秘書に連絡してアポをとってくれ」

「わかりました」

「北里！　お前がしっかりしろ」

　そして彼は静香にも指示を出したあと、立ち尽くす私を叱り飛ばす。

「はい。すみません」

「一緒に行って、すでに生産されている商品の流れをチェックする。おそらく卸の倉庫に眠っているものもあるはずだから、それを一旦返品してもらって、足りないところに流通させるように頼むんだ」

「はい」

　動揺で『はい』しか言えない。

　それから悠馬さんは私を車に乗せ、ゼネラル製薬に向かった。社長に平謝りした彼は、そのあと商品開発の伊佐治さんと営業部のトップにも謝罪を繰り返す。

「三谷商事さんには失望しました。ものが入らないなんて、品質以前の問題だ」

　伊佐治さんにきつく叱られ、顔を上げられない。

「おっしゃる通りです。私の監督不行き届きです。本当に申し訳ありません。患者さまには必ず行き届くように全力を尽くします。少しだけ時間をください」

　悠馬さんは腰を九十度に折り謝っている。私も当然そうした。

　営業部で卸の在庫を調べてもらい、余剰分の返品をお願いしてから、再び車に乗り込む。

「これでしばらく時間稼ぎができる。でも、すぐに底をつくぞ。とにかく原薬を輸入しないと」

「……はい。本当にすみません」

　完璧な彼に、『監督不行き届き』とまで言わせてしまった。

「正念場だ。踏ん張るぞ」

　励ましてくれるものの、初めての大きな失敗に頭が真っ白だ。

「私のせいです。私がきちんと確認しなかったから、こんなことに。責任をとります」

「責任？」

　彼はハンドルを操りながら怪け訝げんな声を出す。

「はい。辞表を書きます。申し訳ありませんでした」

　うつむき唇を噛みしめる。

　すると悠馬さんは、車をスーッと路肩に寄せて停めた。

「辞めて責任をとる？　なに寝ぼけたことを言っているんだ！」

　彼らしからぬ大きな声にビクッと体が震える。

「北里はただ逃げているだけだ。責任をとりたいのなら最後までやり遂げろ」

「一ノ瀬さん……」

「まだ泣くな。あとでいくらでも泣かせてやる。今は歯を食いしばれ」

　彼は私の目をまっすぐに見つめ、諭すように話す。

　私はこぼれそうになる涙をこらえてうなずいた。

　その通りだった。私が辞めたところで事態は変わらない。逃げているだけ。

「失敗は終わりじゃない。始まりだ」

「始まり……」

「そこからどう挽回するかにすべてがかかっている。絶望にするも希望にするも、そのあとの行動次第だ」

　自身も失敗の経験がある悠馬さんの言葉が胸に染みわたる。彼も這はい上がってきたんだ。

「帰ったら町田に頼んだ作業を手伝うぞ」

「はい。わかりました」

　彼は私の頭をポンと叩いてから、再び車を発進させた。

　会社に戻ると、町田さんだけでなく英語が堪能な部員が手分けして交渉してくれていた。

「部長。時差で真夜中のところには連絡がつきません」

「そうだよな。それは俺が対処する。とりあえず進捗状況を聞かせてくれ」

　それから悠馬さんは皆で情報を共有するために、ホワイトボードに確保できた数量と、輸入予定日を書き入れるように静香たち事務員に指示をしている。

　英語が堪能とは言えない私も、拙い英会話で交渉を続けた。

　十九時を過ぎた頃、悠馬さんが立ち上がって皆に声をかける。

「手伝ってくれてありがとう。かなりの量は確保できたし、今日はもう帰ってくれ」

　目標の数量まであとひと息というところまで積み上がり、すでに輸送の手続きをしてくれている製薬メーカーもある。

「ですが」

　町田さんが心配している。

「このシカゴのメーカーがかなりの在庫を抱えているはずだ。ここに交渉すれば、おそらく目標達成だ」

　シカゴとは時差が十四時間あり、あと数時間したら電話も通じるだろう。

「本当に助かった。ありがとう」

　悠馬さんが私のために頭を下げてくれる。私も立ち上がり深くお辞儀をした。

「皆さん、ありがとうございました」

「北里、頑張れよ」

　町田さんに声をかけられて涙腺が崩壊しそうになったもののこらえた。まだ終わっていないからだ。

　皆が帰ったあとは、広いフロアに私と悠馬さんだけが残った。

「本当にすみません」

「大丈夫だ。お前には仲間がいるだろ？」

「はい」

　普段まったく別行動の事業部の人たちが、これほど力を貸してくれるとは思ってもいなかった。皆、自分の仕事が忙しいはずなのに。

「シカゴとは俺が交渉する。北里は輸送の進捗状況を追って、遅れているところは突っついて。もう失敗は許されない」

「わかりました」

　それからはひたすら連絡作業。こちらの緊迫した状況が伝わっていないときは、輸送の手続きを早くしてもらえるようにもう一度頼み込むという作業が続いた。

　そして〇時を回った頃。シカゴのメーカーから了承の連絡が入り、これで当面の不足分は確保できた。

「ありがとうございました」

　悠馬さんのデスクの前で深く頭を下げる。彼が的確な指示をしてくれなければ、今頃どうなっていたかわからない。

「よく頑張ったな。大きな声を出して悪かった」

　私は首を振った。彼が叱ってくれなければ、私は間違った道を選択していた。逃げるという一番簡単な選択を。

　悠馬さんは立ち上がって私の横に来ると、優しく抱きしめる。

「もう、泣いてもいいぞ」

「一ノ瀬さん……」

「今は悠馬のほうだ」

　彼の優しい声に涙があふれてきて止まらなくなる。

　けれどもこの涙は、数時間前に失態が発覚したときの動揺の涙とは違う。なんとか挽回できたという安あん堵どの涙だった。

　悠馬さんのおかげで、失敗したまま終わらずに済んだ。

　彼はそれからしばらく、なにも言わずに抱きしめてくれていた。その胸の温かさにすがりつき、何度も深呼吸を繰り返しているうちに、涙が乾いてくる。

「落ち着いた？」

「はい」

　ゆっくり離れると、まじまじと顔を覗き込まれて焦る。

「化粧が落ちちゃってますから、見ないでください」

　きっとアイメイクがひどい状態になっている。

「平気平気。すっぴんがかわいいこと、知ってるから」

　彼はクスッと笑う。

「さて、帰って寝るか。明日の朝一にゼネラル製薬に行って報告だ」

「はい」

　確保はできたが、まだやることは山ほどある。

　それから彼は営業車で私の家まで送ってくれた。

「葉月。もう大丈夫？」

　車をわざわざ降りてきた悠馬さんは、私の頬に手を伸ばして涙の跡に触れる。

「大丈夫です。今日は本当にすみま――」

　もう一度謝罪しようとすると、指で唇を押さえられた。

「ここにいるのは、部長の一ノ瀬じゃない。ひとりの女が心配でたまらない、恋する男」

　自分でそんなことを言ったくせに「はははっ、恥ずかしい発言」と肩を震わせている。

「けど、本当だから。泣きたくなったら二時でも三時でもかまわない。電話して」

「悠馬さん……」

　私の失態の尻拭いで走り回ってくれたのに、どこまでも優しい。

「それと、これは部長の一ノ瀬からの伝言。失敗の責任をとるために俺がいる。怖がらずに突き進め」

「はい」

　目頭が熱くなる。とんでもない失敗をして、あんなに大きな声で叱られて。だけど、怖がるなと言ってくれる上司が私にはいる。

「余計なことを考えずに、すぐ寝るんだぞ」

「おやすみなさい」

「うん、おやすみ」

　悠馬さんは私がマンションのエントランスに入るまで見送ったあと、帰っていった。




　翌朝は、彼が私の家まで迎えに来てくれたので、車に乗り込んだ。

「眠れた？」

　すぐに発進させた悠馬さんが尋ねる。

「はい」

　ぐっすりというわけにはいかなかったけれど、三時間ほどウトウトできた。眠れない夜でもおかしくなかったのに。きっと彼のおかげだ。

「先ほど物流のチェックをしたら、すでに日本に向けて発送されているものもありました」

「真面目だな。もう仕事したのか」

　助けてもらってばかりではダメだ。できることはしなくちゃ。

「失敗は始まりだと教えていただきましたから。ずっと終わりだと思っていたので、目から鱗うろこでした」

「そっか。けど、一度も失敗せずに生きていける人がいると思う？」

　そう問われると答えはノーだ。悠馬さんですら挫折を経験しているのだし。

「いえ」

「失敗の大きさに違いはあっても、誰だってミスはするし他ひ人とに迷惑もかける。問題はそのときどうするかだ」

　私は大きくうなずいた。それを昨日、身をもって知った。

「俺の経験からすると、失敗したあとのフォローを完璧にこなすことで、意外と信頼を得られる。この人は一度ミスをしてもきちんと立て直す能力があると認めてもらえるのかもしれないな。俺なら、そういう骨のある人間と仕事をしたい」

　彼はそうやって共堂製薬の取引再開にこぎつけたんだ。

「はい。もう一度認めてもらえるように頑張ります」

「うん」

　スムーズに車線変更をする彼は、頬を緩める。

「俺も過去に大失敗をしたからなぁ」

「はい」

　共堂製薬のことだろうとうなずくと、思いがけないほうに会話が転がっていく。

「人生をかけてもいいと思った女に時期尚早だと告白しないでいたら、他の男にかっさらわれそうになって、なおかつ彼女は傷ついて」

　ちょっと待って。それ、私のことじゃない。

「俺がもっと早く奪っておけば、彼女は泣かずに済んだんじゃないかと、後悔した」

「そんな。私が傷ついたのは悠馬さんのせいじゃないです」

「そうかもな。だけど、大切な人が苦しんでいると、そう思ってしまうものなんだよ」

　本当に心根の優しい人だ。

「でも、この失敗は取り返す。彼女が傷ついたなら、その痛みを超える愛を注ぐつもりだ」

　彼は口元に笑みを浮かべている。

　私は照れくさくてなにも返せなかった。

「ところで、そのブラウスって、ブランピュールのじゃない？」

　彼が弟さんのお店で買ってくれたフリルブラウスは、デザインだけでなく着心地まで最高だ。

「そうです。気合を入れるために、勝負服を着てきました。今日は私に謝罪と今後の話をさせていただけませんか？」

　昨日は彼に従い頭を下げるだけだった。すべて悠馬さんが取り仕切ってくれた。

　だけどゼネラル製薬は私が開拓した取引先だ。

「それなら任せる。ただひとつ覚えておいて」

「なんでしょう？」

「踏み出した一歩がもたらす結果がどうなるかはわからない。よくないほうに転がる可能性もある。だけど、その経験は必ず糧になる。それだけで価値があるんだ。恐れずに進め」

　悠馬さんのひと言は、いつも私の心を揺さぶる。

　もしかしたら、やっと話をしてもらえるようになったゼネラル製薬の信用を失うかもしれない。それでも今は真摯に対応して、先に進むしかない。

「はい」

　私がうなずくと、彼の顔が引きしまる。戦闘態勢に入ったんだ。

　私も踏ん張る。もう二度と逃げたりしない。

　そんな決意を胸に、ゼネラル製薬へと向かった。




　伊佐治さんはすこぶる怒っていて、面会しないと私たちを拒絶した。しかし、原薬の目め処どがついたことも知らせなければならないし、工場も動かしてもらわないといけない。

　伊佐治さんがドアを隔てた部屋にいることがわかっていた私は、声を張り上げる。

「本当にご迷惑をおかけしました。昨日、原薬の手配を済ませました。輸入するはずだった製品とまったく同じものを明後日あさってには工場にお届けできます。初日はフル生産に対して四十パーセント程度しかお届けできませんが、翌日からは全量供給をお約束します」

　私がじっとドアを見つめていると、伊佐治さんが顔を出した。

「全量？　打錠機をフル稼働できると？」

「はい。全世界からかき集めました。インドのメーカーの生産が追いつくまでの目処が立っております」

　伊佐治さんの反応を固かた唾ずを飲んで見守る。

「まさか……。もうクビを覚悟していたのに」

「伊佐治さんにはなんと言ったらいいのか。私を信じて任せてくださったのに、本当に申し訳ありませんでした」

　直立不動から、深く腰を折る。しばらくそのまま頭を下げ続けた。

「たいした人だよ」

「えっ？」

　顔を上げると、伊佐治さんが微笑んでいる。

「私はとっくにあきらめているのに、北里さんは粘った。これでうちの会社の名誉も守られる。ありがとう」

「いえっ、とんでもありません」

　なじられることを前提で来たのに、お礼を言われるとは。

「だけど、もう次はないからね」

「次、といいますと……取引を続けてくださるんですか？」

　切られる覚悟もあったのに。

「ヒヤヒヤはしたけど、北里さんがなんとかしてくれるとわかったからね。これほど熱心に売り込んできた商社は他にはなかったし、価格も品質も申し分なかった。我が社としてはありがたい取引なんだよ」

　悠馬さんの言った通りだった。挽回したことで信頼を得たようだ。

「今回は、ストライキの影響だったそうだね」

「はい。ですが、確認を怠ったのは私です。日本のように治安もよくありませんし、物流システムも未熟です。それを見越して、日本にストックを置くなどの対策を講じるべきでした」

　この先も取引を続けてもらえるのなら、悠馬さんに頼んで倉庫を借りてもらう気でいる。

「お願いできる？　我々も商品の在庫をもっともつべきだと反省したよ。いつ災害が起こってラインが動かせなくなってもおかしくない。そうしたら、困るのは患者さんだ」

　伊佐治さんはそう言ったあと、私のうしろに控えていた悠馬さんに視線を移す。

「優秀な部下をおもちで」

「恐縮です」

　そんな。悠馬さんが導いてくれたから挽回できたのに。

「北里さんに処分は下りますか？」

「いえ。北里は十分に反省していますし、責任をとるのは私たちの仕事ですから」

　悠馬さんの発言にドキッとする。まさか、部長から降格なんてことはないよね。

　彼は三谷商事を背負うために力を尽くしているのに、私が足を引っ張るなんてあってはならない。

「お若いのにご立派な上司だ。弊社の社長から、あなた方に助けられたと口添えするように伝えておきます」

　伊佐治さんの意外すぎる申し出に、呆然とする。

「ありがとうございます。今後、一層気を引きしめて精進いたします。どうか引き続き北里を鍛えてやってください」

　悠馬さんに合わせて頭を下げると、「よろしく」と返されて安堵の胸を撫で下ろした。

　車に乗り込むと、すぐに悠馬さんに頭を下げる。

「助けてくださり、本当にありがとうございました」

「そんなの当然だよ。それに、一生懸命な気持ちは伝わるものだ。だけど本来ミスは許されるものじゃない。だから許されたことに甘えてはいけない」

「はい」

「おそらく、伊佐治さんは北里がこれで調子に乗るような人間じゃないことを見抜いているんだろうな。そう思わせたのは、今までの努力の成果だぞ」

　悠馬さんは柔らかな笑みを浮かべる。

「そうだとうれしいんですけど」

「俺は優秀な部下をもてて幸せだ。さて、会社に行ったら会議だな。現場を回っているほうが楽しいんだけど、仕方ないか」

　彼は「ふぅ」と大げさにため息をついてから、エンジンをかけた。

　そのあとはひたすら内勤業務。静香にも手伝ってもらい、物流の流れをチェックしてインドのメーカーにも進捗状況を確認した。

「葉月、英語がうまくなったよね」

　受話器を置くと静香が話しかけてくる。

「えっ？　片言だよ？　一ノ瀬さんや町田さんと比べたら発音もひどいし、聞き取れないこともよくあるもの」

　たしかに入社当時はほとんど話せなかったので進歩はしている。自主勉強をしていても、忙しいとなおざりになりがちだし、いつも使っていないと忘れてしまう。今回の件でもっと英語に力を入れなければと思った。

「私なんてまったくわかんないもん。一緒に入社したのに、どんどん差ができて焦るわ」

　そうは言うけど、彼女はもともと長く勤める気はないらしい。結婚したら辞めるつもりなんだとか。

　仕事が恋人だなんて宣言している私とは大違いだ。

　でも、悠馬さんにあんな告白をされるまでは、私の頭の中は仕事一色だったのに、今は彼の姿がチラつく。

　仕事で成功したときは、報告したら喜んでもらえるかなとニタついてしまうし、休日に作る料理をいつの間にか考えていることもある。

　彼は確実に私の心を揺さぶっている。

「もっと頑張らなきゃ。一流の商社マンになりたいの」

「頑張りすぎだって」

　静香はクスッと笑った。

　その日はさすがに疲れていて、集中力がない。すると十七時半の定時が過ぎた頃、悠馬さんが立ち上がり私のところにやってきた。

「北里。少し気を張りすぎだ。輸入も順調そうだし、今日はもう帰ったほうがいい」

「はい。ありがとうございます」

　ゼネラル製薬のことでずっとピリピリしていたので、それが伝わったのかもしれない。こういう日は、熱いお風呂にでも入ってリラックスしよう。

　私は悠馬さんにお礼を言ってから事業部をあとにした。

　会社のエントランスに差しかかったとき、スマホが震えメッセージを受信した。悠馬さんからだ。

【駅で少し待ってて】

　なんだろう。

　首をひねりながら最寄りの駅で待っていると、彼が息を切らせながら走ってきた。

「待たせたね」

「大丈夫です。悠馬さんももう帰るんですか？」

「あぁ。今日は大事な接待があるんだ」

　これからまだ仕事なんだと思ったけれど、それならどうして私を待たせていたの？　もしかして一緒に連れていこうとしてる？

「行こうか」

　彼は私をタクシーに促す。やっぱり接待に同行しろということだ。

　素直に乗り込むと、悠馬さんはなぜか空港へ向かうように運転手に告げている。

「どこまで接待に行くんですか？」

　彼なら平然と海外に飛びそうで心配になり尋ねる。

　海外に行くなら用意をさせて！

「空の上」

「空？」

　的を射ない答えに謎は深まるばかり。

「葉月の疲れを吹っ飛ばしたいと思って。それと、今回踏ん張ったご褒美」

　もしかして、接待って私の？

「お礼を言うのは私のほうで、ご褒美なんてとんでもないです」

　隣に座る悠馬さんの顔を見ながら伝えると、彼は口元を緩めている。

「実は接待だけじゃないんだ。口説こうという邪よこしまな気持ちもある。というか、主にそっち」

「く……」

　これから口説くとか、普通本人に宣告する？

　パチパチと二度瞬きすると、彼は「はは」と笑い出す。

「俺は待つと言ったけど、口説かないとは言ってない。全力で葉月を振り向かせる気持ちに変わりはない」

　私はなにも返せなかった。

　悠馬さんと過ごす時間はとても貴重なものになりつつある。これからも、こうして一緒にいられたら幸せだろう。

　もしかしたら、もう彼に心惹ひかれているのかもしれない。ううん、多分哲也のことがなければ告白を受け入れている。

　自分でもうじうじしているとわかっている。哲也のことなんてキッパリ忘れて、悠馬さんと幸せになれたらどれだけいいか。

　だけど、今でも結婚がダメになったと伝えたときの母のむせび泣く声や、『かわいくない』と言われたときの胸をひと突きされたような痛みがリアルによみがえってきて、耳をふさぎたくなるんだ。

「心配するな。俺は全力でぶつかるけど、もちろん玉砕覚悟だから。だけど、欲しいものに必死にならずにいられないのは、商社マンだからかな」

　それはきっと、商社マンだからじゃない。悠馬さんだからだ。

　彼は飄々として大きな仕事を動かすが、私たちの知らないところで努力を重ねるような人。おそらくインドの成功は、他の人では考えられなかった。

「悠馬さんは、私がずっと拒否したままかもしれないという可能性を考えないんですか？」

　なかなか先に進めない私とは違い、思うままに突き進む彼に聞きたくなった。

「なかなか厳しい質問だね。考えたくないけど……俺はその不安より、葉月との楽しい未来を夢見ていたいと思ってる。葉月のことを考えている時間は幸せで、満たされているんだ」

　悠馬さんは私を見つめ、優しい笑みを浮かべる。

「でも、このまま私に時間を費やしたら後悔するかもしれません。他に素敵な出会いがあるかも――」

「葉月をあきらめたらもっと後悔する」

　彼は私の言葉を遮り、きっぱりと断言する。

「インドに赴任して離れれば、葉月のことを忘れられると思ってた。他ひ人とのものになっていると思ってたしね。でも、無理だった。再会したあの瞬間、愛いとおしいという気持ちがあふれてきた。こんなに誰かのことを欲しいと感じたのは初めてなんだ」

　繰り返し伝えてくれる気持ちに、きっと嘘偽りはない。

　そして私は、そんなまっすぐな気持ちに自分の心が揺れ始めているのに気づいている。それでも、『ダメだ。また失敗するぞ』と囁く声が聞こえる。

　失敗？

　そんなことを考えているとハッとした。

　ゼネラル製薬で大きなミスをして、悠馬さんに『失敗は終わりじゃない。始まりだ』と諭された。そして、『絶望にするも希望にするも、そのあとの行動次第だ』とも。

　そして、ゼネラル製薬の大失態は、彼のサポートで希望につなげることができた。

　その言葉は彼自身の失敗経験からきていると思う。でも、それは仕事だけでなく、結婚の失敗も？　とてつもなく大きな挫折だったけど、それも希望に変えることができるの？

　もしも次に恋に踏み出すとしたら、悠馬さん以外にいない。彼にあんなに熱い告白をされなければ、私の心は凍りついたままで、こんなふうに考えることもなかっただろう。

　タクシーが空港に着くと、彼は私の背中を押してどこかに促す。

　そういえばなにをするつもりでここに来たのか聞いてなかった。

「悠馬さん、どこかに行くんですか？」

「うん。空を堪能しようと思って。ほら、あれに乗る」

　彼が指さしたのはヘリコプター。

「えぇっ！　どうして？」

「女子が好きそうだから、口説くには最適かと思って。葉月、うちのマンションの窓からよく外を眺めてるだろ？」

　まさかヘリから夜景を見せようと？

　たしかに彼の部屋で料理の練習をする日は、必ず眺めている。ベランダは怖いので、窓の内側からだけど。

「でも、ヘリって、マンションより上を飛ぶんですよ？」

「当たり前だろ」

　彼は肩を震わせている。

「怖い、かも」

　私に夜景をと思ってくれた彼には申し訳ないけれど、飛行機とは違いヘリは機体が小さいし、すぐ下が見えるから余計に怖い。

「そう言うと思ってた。だけど、葉月。踏み出してみなければ知ることができない世界があるんだよ。なにをするにも、最初の一歩は怖い。でも、勇気を出してみたら素晴らしい世界に出会えたということはたくさんある」

　悠馬さんは私を真摯に見つめ、優しく微笑む。

「踏み出して、みなければ……」

「そう。俺もインド行きは不安ばかりだった。行っても成功できる保証はないし、生活環境も日本とまるで違って、うまくなじめる気もしなかった。だけど、行ってよかったと思ってる。三谷商事の発展のために必要だったし、少々の困難では動じなくなった」

　彼ほど有能な人でも不安はあるんだ。

　それもそうか。インドの情報はもちろん調べ尽くしてあったはずだけど、現地に行ってみなければわからないことだらけだっただろう。

　それを承知していて三谷商事の未来のために足を踏み出した悠馬さんは、とてつもなく勇気のある人だ。

　ビジネスでは英語がよく使われる国のようだけど、ヒンディー語をはじめとしてさまざまな言語を話す人がいると、彼から前に聞いた。きっと言葉の壁もあったに違いない。

　そんななかでの苦労は計り知れない。

「葉月。俺と一緒に知らない世界に飛び出してみないか？　今日のヘリはどうしても怖かったら乗らなくてもいい。でも、この先に輝く未来があるのに、見ようとしないのはもったいない」

　もしかして、それを伝えるだけのために、ヘリまでチャーターしてくれたの？　乗らないかもしれないとわかっていて？

　彼の優しさに胸が熱くなる。

「悠馬さん、くっついていてもいいですか？　私、ビビりなんです」

　そう伝えると、彼の目が大きく開き、口元が緩む。

「大歓迎だよ。むしろそれを望んでる。あと、吊り橋効果も」

『吊り橋効果』って、恐怖や不安を感じる状況で出会った男女は恋に落ちやすいっていう、あの？

　だけど、相変わらず手の内を明かしてくる彼が笑える。

「効果、あるでしょうか」

「効果が高まるように、全力で揺らそう」

「やめてください！」

　首をブンブン横に振ると、彼は白い歯を見せた。

　だけどこのとき、自分の心が彼に奪われていることをはっきり意識した。

　嫌いな人と休日を一緒に過ごしたいとは思わないし、約束を心待ちにしたりしない。

　ただ、この気持ちを恋だと認めるのが怖かっただけ。また大切な人が離れていくかもしれないという不安を拭えず、同じ失敗を繰り返す愚かな自分を想像して、気持ちにストップをかけていた。

　そのストッパーを外せるかどうかは、私の意思ひとつ。悠馬さんを信じて、足を踏み出せるかどうかは。

　乗ると決めたものの腰が引けている私を笑う悠馬さんは、手をガッシリと握ってくれる。それだけで不安が軽減するのは、彼が私にとって信頼できる人だからに違いない。

「それでは離陸します」

　準備が整いパイロットに声をかけられると、スッと血の気が引いていく。

　私を心配する悠馬さんが「やめる？」と聞いてくれたけれど、首を横に振った。

「あはは。意地っ張りだなぁ」

「違いますよ。まだ見たことがない夜景を見てみたいんです」

　あなたと一緒に。

　笑顔を作ると彼は小さくうなずき、さらに強く手を握る。

　きっと私の〝勇気を出して進みたい〟という気持ちが伝わったんだ。

　それからすぐにヘリは離陸した。

　やっぱり怖くて目をギュッとつぶる。

　しばらくそのまま目を開けられなかったけれど、思ったほど揺れなかった。

「レインボーブリッジだよ」

　悠馬さんに声をかけられて恐る恐るまぶたを持ち上げると、眼下に広がる夜景に息を呑んだ。

「すごい。宝石箱をひっくり返したみたい」

　今日は天気もよく、遠くまで見渡せる。キラキラ光る幻想的な光景に目を奪われ、怖さなんて一瞬で吹き飛んだ。

「圧巻だな」

　悠馬さんも感嘆のため息を漏らす。

「あれって東京タワーでしょうか？」

　もうすっかり恐怖もなくなり窓の外ばかり眺めている私が尋ねると「そうですよ」とパイロットからの返事。

「いつもは東京タワーから夜景を楽しむのに、そのタワーを上から見ているって、ちょっと優越感があるね」

　悠馬さんはクスッと笑う。

　ちょっとどころではない。こんな経験、彼が誘ってくれなければ一生できなかった。

「本当にきれい。高速道路は光の束になってる……。東京ってビルだらけで息苦しいと感じることもありますけど、こんなに美しい光景も作ってるんですね」

「うん。ただ一方で光害も懸念されている。エネルギーの浪費の一因になっているとか、生態系に悪影響があるとか。そういった部分でも、三谷商事が貢献できるようになっていくといいなとは思ってる」

　彼は常に三谷商事の明日を考えているんだ。しかも、ライフテクノロジー事業部の管轄外なのに。

　悠馬さんと話していると、自分の器の小ささに気づかされる。けれども、それがイヤなわけではなく、いつか彼に続けるようになりたいと気持ちを鼓舞できる。

「まあ、今日は難しいことは抜きにして楽しんで」

「はい」

　あんなに怖いと尻込みしていたのに、いつの間にか笑みがこぼれていた。

　私はまさに『踏み出してみなければ知ることができない世界』をこの目でしっかりととらえ、感動している。

　三十分ほど絶景を楽しみ、空港のロビーに戻った頃には大興奮。

「もう、胸がいっぱいで」

「喜んでくれてよかった。でもそれじゃあ、吊り橋効果はなかったか……」

　彼は肩をすくめる。

　たしかに、吊り橋効果はなかったかもしれない。だけど、私の心は大きく揺れていた。

「悠馬さん」

「ん？」

「私、悠馬さんとこうして一緒にいられるととても楽しくて、こんな時間が続けばいいのにと、本当はいつも思ってます」

「葉月……」

　正直な胸の内を話し始めると、彼は驚いたような表情を浮かべている。

「私、元彼のことで両親を傷つけて、もちろん私の心もズタズタになって……もう恋は封印すると決めていました。だから悠馬さんの告白はうれしかったけど戸惑いました」

　これほどまでに強く想ってもらえることが、どれだけ幸せなのかわかっている。でも、その幸せがいつか途切れるかもしれないと不安で、それなら最初からないほうがましなんじゃないかと思っていた。

　だけど、悠馬さんは哲也じゃない。彼は、別のキラキラした未来を見せてくれる。

「元彼に裏切られたと知ったあの日から、もう一度誰かを信じて同じ失敗をする愚かな自分ばかり想像していました。でも、悠馬さんと一緒にいると、私にもまだ希望があるんじゃないかって――」

　なにかが胸にこみ上げてきて、声が途切れる。

　すると悠馬さんは私を優しく抱き寄せた。

「もちろん、あるさ。葉月には希望だらけだ。同じ失敗は俺がさせないし、今日の夜景よりずっとわくわくする未来を葉月と一緒に見たい」

「悠馬さん……」

　彼の腕に包まれて優しい声を聞いていると、心がじわっと温まる。

「もう一度言う。失敗は終わりじゃない。始まりなんだよ。葉月が仕事で見事に挽回してみせたように、逆転ホームランも可能だ。それに、失敗したからこそ見える世界もあるだろ？」

　彼の言う通りだ。哲也のことがあって、絶対に嘘をつかないことや、常に誠実であることを心がけるようにしていたら、仕事でも信頼してくれる人が増えたように感じる。

　ゼネラル製薬の伊佐治さんのように失態を許し、もう一度タッグを組もうと言ってくれる人もいる。

　人と人の関係は、単なる商品の売り買いよりずっと複雑で難しい。それを思い知る日々ではあるけれど、思えば小さな失敗と成功を繰り返しているのかもしれない。

　悠馬さんはそっと体を離し、私に真剣な眼差しを送る。

「好きだ。俺と一緒に未来を歩いてくれないか？」

「……はい」

　まるでプロポーズのような告白に、もううなずかずにはいられなかった。

「ありがとう、葉月。この決断にどれだけ勇気が必要だったかわかっているつもりだよ。だから、絶対に裏切らない。安心して俺の手を握っていて」

　彼の言葉に胸が熱くなる。うれしくて泣きそうになりながら首を縦に振ると、もう一度抱きしめてくれた。




　それから悠馬さんは、『フルジェンテ』というイタリアンレストランに連れていってくれた。なんでも、〝煌こう々こうと光り輝く〟という意味のイタリア語らしい。

　大理石の床にきらびやかなシャンデリア。といっても照明は程よく落とされていて、落ち着いた雰囲気だ。そして、革張りの黒いイスと真っ白なテーブルクロスがコントラストを作り出している。

「素敵なお店をたくさん知ってるんですね」

「ここは、学生時代の友人とときどき集まる店なんだ。それぞれいろんな職に就いているけど、ここに来ると全部忘れてくだらない話ばかりしてる。時には煮詰まった仕事の相談に乗ってもらうこともあるけどね。実はインド行きのときも背中を押してもらった」

　悠馬さんの学生時代ってどんな感じだったんだろう。なんて思いを馳はせる。だけど、こんな高級店に集結するということは、皆それなりの地位の人なのかな。

「とっても仲がいいんですね。どんな人たちだろう……」

「そのうち会わせるよ。冷たく見えるけど実は熱血漢の弁護士とか、強引そうに見えるけど本当は誰より気遣いのできるとある会社の後継ぎとか。ひと癖あるヤツばかりなんだけど」

　弁護士に御曹司。やっぱり、すごい人たちばかりらしい。

「実は葉月のこともずっと相談してて……」

「私？」

　なにを話していたの？

「うん。『インドにいる間に葉月のことを吹っ切って帰ってくる』と漏らしたら、『一いち途ずだけが取り柄のお前の性格からして無理だ。絶対に忘れられないな』と、弁護士の九く条じょうってヤツに指摘されて、その通りだったよ」

　彼はクスッと笑みを漏らして続ける。

「俺と同じ後取りの渡会わたらいってヤツは、『そんなに好きなら奪っちまえばいいのに』なんて爆弾発言してたけど、今となっては言うことを聞いておけば、インドにいる間も楽しかっただろうなって」

　女性はよく恋バナで盛り上がるけど、男性もそうなんだ。

　友達にそんなふうに言われるほど、私を想ってくれていたのか……。

「あれ？　顔が赤くない？」

「だ、だって、恥ずかしいです。自分の知らないところで、そんな……」

「ごめん。けど、葉月をひとり立ちさせるまでは我慢とずっと思ってたから、その分、惚のろ気けを聞いてもらっていたというか……」

『惚気』なんてますます恥ずかしい。

「大丈夫。アイツらからもいろいろ聞かされているから。それに、きっと葉月のこと、大歓迎してくれるよ」

　彼が優しい笑みを浮かべるので、私はうなずいた。

　それから、豚スペアリブのコンフィをはじめとした見た目も味も最高の食事を楽しみ、ワインもたしなんでほろ酔い気分で店を出た。

「昨日よく寝てないから眠いだろ？　眠ってもいいぞ」

　タクシーに乗り込んだ悠馬さんは私の頭を自分の肩に誘導する。

　私はそれに甘えて目を閉じた。




　次に目覚めたのは、ベッドの中だった。

　え……。

　しかも、なぜか悠馬さんに抱きかかえられるようにして眠っていて、一瞬にして目が覚める。

　ここは彼のベッドルームだ。タクシーで寝てしまったから連れてきてくれたんだ。

　それにしても、この体勢。どうしたらいいんだろう。

　規則正しい呼吸を繰り返している彼を起こさないようにそっと離れようとしたけれど、余計に強く抱きしめられた。

「行くな」

　起きてるの？

「もう離してやらない。もう、一生」

　彼はそこでゆっくりとまぶたを持ち上げた。暗闇に慣れてきた目が、彼の真剣な表情をとらえる。

「これが夢だったらどうしようと思うと、眠れない」

「悠馬さん……。夢じゃ、ないです」

　あぁ、私はどうしてこんなに真剣に愛してくれる人を拒否し続けてきたんだろう。過去は過去だったのに。

　後悔で胸が痛くなった私は、自分から彼にしがみついた。すると、優しく髪を撫でてくれる。

「ごめんなさい。私……ずっと意地を張っていました」

「葉月が謝ることなんてなにもない。そんなお前も愛おしい」

　そうつぶやいた彼は、私の額にキスをする。

「葉月、愛してる」

　そして次はまぶたに。彼の唇から強い想いが伝わってきて感極まってしまう。

　そして……ゆっくり唇が重なった。

　しばらくして離れたあと、再び重なる。彼の舌が私の口内に侵入してきて、その熱を伝える。

「ん……」

　甘い吐息が漏れてしまい恥ずかしくてたまらないけれど、幸せだった。

　指を絡めながら私の手を握った彼が、覆いかぶさってくる。

「抱いて、いい？」

「……はい」

　もう何年もこの日を待ってくれていた彼を拒む理由なんてない。

　勇気を出して一歩を踏み出してみたら、悠馬さんの熱い気持ちがより伝わってきて、不安なんて一気に吹き飛んだ。

「あぁっ……」

　それから彼は私を優しく、そして時に激しく翻弄した。

　全身を這う唇が、時折皮膚を強く吸い上げ、印を作る。

　まるで『俺のものだ』と主張されているようで、ドキドキする。

「んっ、あぁ……ぁっ。ダメッ……」

　彼の大きな手が、そして長い指が私の至るところを刺激してくるので、背を弓なりにのけぞらせる。

「好きだ」

　私の頬に優しく触れ、視線を絡ませてから艶っぽい声で囁いて、何度も甘いキスをくれる。

「悠馬さん……。私も、好きです」

　恥ずかしくて首のうしろに手を回して密着してから言ったのに、すぐに体を離されてしまったので、両手で顔を隠した。

「葉月、顔見せて」

「む、無理です」

「ダメだ、見せて」

　少し強引に私の手をシーツに縫い留めた彼は、そのあとしばらく私を視し姦かんしてくる。

「そんなに見ないで」

「すごくきれいだよ。俺はなんて幸せ者なんだ」

　甘い吐息まじりにそう言われ、照れくささに全身が真っ赤に染まる。

「俺と進んだことを、絶対に後悔させない。だからついてきてほしい」

「……はい」

　そして私たちはひとつになった。

「あんっ……あぁ、はぁっ」

　どれだけ声を我慢しようとしても漏れてしまう。

　しかし与えられる快感にいつしか我慢なんてまったくできなくなり、髪を振り乱して悶もだえていた。

「葉月。葉月……んっ」

　鍛えられた体で私に何度も腰を打ち付ける悠馬さんは、少し苦しげな顔をしながらも私の名前を呼び、やがて果てた。




　翌朝。

　力を使い果たした私はあのまま眠ってしまい、一糸纏まとわぬ姿のままであることに激しく戸惑う。

　まだぐっすり眠っている様子の悠馬さんを見て、先に洋服を着てしまおうと思ったけれど、彼が眠っている向こうに散乱していて困った。

　そっと手を伸ばしてようやくブラウスをつかんだそのとき。

「キャッ」

　彼に腕をつかまれ、抱きしめられてしまった。

「どうした？　襲おうと思った？」

「お、襲う？」

　驚くような発言に目が飛び出しそうだ。

「いいよ。俺は大歓迎。まずはキス」

　拒否する間もなく甘い唇を押しつけられ、思考が固まる。そうこうしている間に、形勢逆転。悠馬さんは私をくるっと回してベッドに寝かせたあと、見下ろしてくる。

　そして、指で鎖骨のあたりを触れるのでチラッと視線を送ると、くっきりとキスマークがついていた。

「ここと、ここと、ここと……」

　鎖骨の次は胸。そして脇腹。彼が確認するように撫でるので、ゾクゾクする。

「ちょっ……やめてください」

「どうして？　感じてる？」

　イジワルな笑みを浮かべて、とんでもないことを聞いてくる。

「違っ……」

「それじゃあ、昨日を思い出してるのか」

　どっちもだから、やめて！

　耐えられなくなりうつ伏せになると、背中にまた印をつけられた。

「悠馬さん！」

「仕方ないだろ。好きでたまらないんだから」

　彼は私の肩を抱えるように抱きしめたあと、耳元で囁く。

　ストレートな発言が恥ずかしい一方で、愛されていることが実感できてうれしくもあった。

「葉月。引っ越しておいで」

「えっ？」

　驚いて体をひねると、呆気なくつかまって抱き寄せられる。

「一秒でも長く一緒にいたいんだ。いいだろ？」

「で、でも私、家事も得意じゃないし……」

「知ってる。一緒に鍋を焦がそうよ。そういう思い出も、葉月と一緒なら絶対に楽しい」

　鍋を焦がすのは勘弁だけど、たしかに料理のレパートリーが少ないことはバレているし、今さら取り繕う必要もない。

　掃除や洗濯は嫌いじゃないし。

「大丈夫かな」

「どうして？　毎日抱くから？」

「毎日!?」

　びっくりするくらい大きな声が出てしまい、悠馬さんが体を震わせ笑っている。

「そりゃあそうだ。今まで焦らされた分は取り戻す」

　真面目な顔で宣告され、本気なのか嘘なのかわからない。

「でも、どうしても疲れてるときは言って。ちゃんと我慢する」

　やっぱり本気なの？

「さてと、準備するか」

「あっ！」

　壁にかかる時計は、六時五十三分を示している。

「卵と格闘している時間はなさそうだ。葉月の家に寄らないといけないし、車で出勤して途中で朝食を食べよう。あっ、今晩泊まれる用意もしてきて」

　もう同棲は確定らしく、彼は私に散らばった服を渡してから部屋を出ていった。




　寝不足続きで体はきついはずなのに、気持ちが充実しているおかげか元気いっぱい。

「今日、メイクのノリよくない？　ファンデ変えた？」

　出勤し席に着いて早々、私に書類を持ってきた静香が指摘する。

「変えてないよ？　いつもと変わらないよ？」

　不自然なほどに慌てて頬を押さえたので、ペンが床に落ちてしまった。

　拾おうとすると、そこを通りかかった悠馬さんがスッと手を伸ばしてきて拾い上げ、私に差し出す。

「ありがとうございます」

「調子いいみたいだな」

　そして私の顔をまじまじと見つめつぶやくので、ドキッとする。

　余計なことは言わないで！

「ゼネラル製薬の社長からうちの社長あてに電話が入ったみたいだ。順調に推移しているお礼を言われ、北里のことを褒めてくれたそうだ。それと、倉庫の件で相談がある。会議室に」

「はい」

　伊佐治さん、本当に手を回してくれたんだ。お礼を言わなくちゃ。

　でも、『調子いい』って仕事のことか。

　静香にメイクの指摘をされたあとなので焦った。

　コーヒーをふたつ淹れて会議室に向かうと、悠馬さんが書類に視線を落としていた。

「サンキュ。今日は肌の艶がいいみたいだな」

「一ノ瀬さん！」

　あぁ、からかわれてる。

「ま、俺も絶好調だけど。さて、仕事」

　笑いを噛み殺しながらさらりとそんな告白をする彼にタジタジになりつつ、向かいに座り相談を始めた。

「――広さはそのくらい必要だね。予算は俺が確保する。医薬品だから温度や湿度にも気を配れる倉庫が必要だ。ピックアップとその後の交渉は、北里に任せてもいいか？」

「はい。もちろんです！」

　彼は私を成長させるために、初めての仕事でも任せてくれる。だから、その期待に応えようと必死になれる。

　そのあとドゥシャインの商品開発部にも顔を出したら、追加で化粧品原料のサンプル依頼を受けた。

　気持ちが充実すると、仕事もうまくいくらしい。

「一ノ瀬さん、ドゥシャインもうまくいきそうです。少し成分の調整をしてほしいとのことで、メーカーにも伝えてサンプル作成を依頼しました。このまま、受注に結び付けたいと思います」

「うん、よくやった。次の手配も早い」

　報告する私に彼は微笑みうなずいている。おそらく心の中のガッツポーズが見えたんだと思う。

　踏み出した一歩は、闇にはつながっていなかった。私には今、明るい未来が見える。

　それがわかったのは、悠馬さんのおかげだ。

　私は彼に感謝しながら頭を下げ、自分のデスクに戻った。










過去との決別




　その週末、私は彼の部屋に転がり込んだ。

　本格的な引っ越しは後日するとして、当面必要なものは彼が車で運んでくれて、空いていたクローゼットが私の私物でいっぱいになった。

　引っ越して迎えた初めての休日の昼食は、レシピ本片手にほうれん草と鶏肉のクリームパスタを作り、大成功。

「葉月、手際いいじゃないか」

「頑張りました。ニンニクがいい仕事してますね」

　おそらく、料理上手な女性ならこれくらい難なく作ってしまうだろうし、他にも何品か並ぶだろう。それなのに文句を言うどころか褒めてくれる彼は優しい。

「俺、パスタ茹ゆでただけだもんな。完全にリードされてる」

　本当に悔しそうな様子に笑みがこぼれる。

「悠馬さんはとりあえず目玉焼きですね」

　卵を割れるようにはなったけれど、まだ黄身が崩れることが多い。

「難しすぎるって」

　あんなに完璧に仕事をこなす人の言葉とは思えない。

　楽しく昼食に舌鼓を打っていると、私のスマホが鳴った。

「ちょっとすみません」

　画面には、大学時代の友達である典のり子この名前が表示されている。

　彼女からかかってくるなんて珍しい。なんだろう。

　首を傾げながらも電話を取った。

『もしもし、葉月！　久しぶり』

「うん。本当に久しぶり。どうかした？」

　当時から元気いっぱいだった典子は、相変わらずのようだ。

『あれっ？　哲也に聞いてない？　四年のときに仲よかった人を集めて、今度同窓会しようって話』

「えっ、知らない」

　思いがけず哲也の名前が出て、顔が引きつる。

『ねえ、そろそろ結婚じゃないの？』

　畳みかけられ、動揺する。私は大きく息を吸い込んでから口を開いた。

「哲也とは別れたの。彼も来るなら私は遠慮しようかな」

　典子や他の仲間には会いたいけれど、さすがに哲也と顔を合わせるのは気まずい。

『別れたの？　だって長く付き合ってたわよね。仕事が忙しくて結婚を先延ばしにしてるとばかり……』

「もう二年以上前の話よ。哲也、結婚してるんじゃない？」

　あのとき鉢合わせした女性を頭に思い浮かべて言った。

　浮気相手のことなんて忘れたいのに、鮮明に思い出せるのがつらい。

『どうかなぁ。男性陣は別の人が連絡してくれてて、わかんない。なんだぁ、葉月に会いたかったな』

「ごめん」

『葉月は結婚は？』

「結婚は、まだ……」

　あんな形で別れたことを当然知らない典子は、無邪気に聞いてくる。

　あまり深く追及されたくなくて困惑していると、スマホをスッと持っていかれた。

「えっ、ちょっ……」

「初めまして。葉月の婚約者の一ノ瀬と申します」

　なんと悠馬さんが典子と話し始めたので、あんぐりと口を開ける。

　しかも、『婚約者』って！

「――そうなんですよ。近いうちに結婚を考えているんですが、彼女は恥ずかしがり屋で。――同窓会ですか。もちろん出席させます」

「勝手にやめてください」

　小声で伝えたものの、彼は意に介せず話し続ける。

「来月の第一日曜日ですね。了解しました。私が送り届けます。よろしくお願いします」

　彼はそこで電話を切った。

「悠馬さん？」

　困惑して問い詰めたけれど、平然とした顔。

「堂々と行けばいい。元彼に幸せな姿を見せつけて、別れたことを後悔させてやれ」

「でも、婚約者って……」

　婚約者がいると嘘までつくなんて。とても気が引ける。

「今すぐ婚約する？」

「はっ？」

「俺はそれでもいいよ。というか、むしろそうしたい」

　なに言ってるの？

　驚きすぎて、息が止まる。

「ちゃんとプロポーズしたいから、葉月がいいと思ったらサイン頂戴。うーん、どんなサインにする？　わからなくても困るし」

　顎に手を当て真剣に考え出した悠馬さんを見て、呆然とする。

「本気、ですか？」

「当然。傷ついている葉月にいい加減なことを言ったりしないよ。俺は最初からそのつもりだ」

　彼は少し口角を上げ、私の頭をポンと叩く。

「心配しないで、胸を張って友達に会っておいで。葉月が我慢する必要なんてないだろ？」

　たしかに、哲也に遠慮してほしいくらいだ。でも彼は、素知らぬ顔をして出席しそうな人だし。

「……はい」

　典子たち友達には会いたい。だけど、気が重いのも本音だった。

「それじゃあ、準備しないとね」

「なんの？」

「同窓会の。一番きれいな姿を見せつけよう。本当は誰にも見せたくないけど」

　彼は生き生きした表情で、どこかに電話をし始める。

「俺。今日、これから空いてる？　一着作ってほしいんだ。――それじゃ、二時間後に行く」

　なにか約束をしている。

「食べたら出かけよう」

「どこに？」

「翔のとこ。同窓会用の洋服を作ってもらうように頼んだから」

　翔さんって、デザイナーの弟さん？

「作ってって……」

「うん。オーダーしよう。どんなのがいいかな。翔のインスピレーションに任せるのが一番いいかもしれないけど」

　オーダー？　既製品のワンピースでも十万を超えてたのに、いくらするの？

「そんなことまでしなくても……」

「翔は、着る人の魅力を引き出すのがとてもうまい。だから、心配いらない」

　そういう意味での心配なんてこれっぽっちもしていない。以前買ってもらった洋服の数々も、本当に素敵だし。

「これをきっかけに、葉月が過去を振り返らなくて済むのなら、なんだってしたい。もちろんどんな洋服を着てたって葉月はかわいいけどね。だけど、まだ不安があるのなら、勝負服を着ていけばいい。ゼネラル製薬に行ったときもそうしてただろ？」

　そういえば、あのときも、ブランピュールのブラウスを纏って行った。そのときは自分の気持ちを鼓舞させるためだったけれど、今回もそういう効果があるかもしない。

　それに、哲也との過去にきっちり区切りをつけさせようとしているんだとわかった。

「はい。ありがとうございます」

「うん。ほら冷めるから食べよう」

　彼に促された私は、感謝しながら再びパスタを食べ始めた。




　二時間後。私たちは翔さんのマンションにいた。

　悠馬さんのマンション同様、ここもまたひとりで暮らすには広すぎる。

　翔さんも悠馬さんのように高い身長と長い脚をもち合わせていて、デザイナーというよりモデルのようだ。

　顔はあまり似ていないようにも感じるけれど、優しそうな人だった。

「初めまして。兄がお世話になっています。本当におきれいな方だ」

「いえっ、とんでもない。それに、お世話になっているのは私です。今日はお時間をいただきすみません」

　互いに挨拶を済ませると、早速どんな洋服がいいか尋ねられる。だけど、一流のデザイナーを前にして、意見もなにもない。

「ファッションのことはわからなくて、お任せで……」

「それではそうしましょう。まずはサイズですね。すみませんがちょっと立ってください」

　メジャーで測られるのか……と少しブルーになる。

　だって悠馬さんの弟にサイズを知られるなんて恥ずかしいもの。

　そんなことを考えながらも立ち上がると、翔さんは私の全身に視線を這わせたままで採寸しようとしない。

　しばらくして、私の周りを一周したあと「少し失礼しますね」と肩に触れてきた。

「翔。触れるな」

「触れると骨格がわかるんですよ。肩だけにしておきますから、耐えてください、兄にいさん」

『耐えて』って……。翔さんに触れられていることに嫉妬しているの？　洋服を作るためなのに？

　そんなことを思うと、たちまち頬が赤らんでくる。

「サイズはわかりました。八十、五十八、八十四くらいで合ってますよね？」

　スリーサイズのこと？　たしかにぴったりだ。見ただけでわかったの？

「は、はい」

「それじゃあ、今からデザイン画を描きますので、少しくつろいでいてくれますか？」

　翔さんは私たちにコーヒーを出したあと、ソファに座る私をチラチラ見ながらデザイン画を描き始めた。

　それから十五分。彼は突然立ち上がり部屋を出ていったかと思うと、何枚かの布見本を持って戻ってきた。

「デザインはこれでどうです？」

　見せられたデザインは、前面はボートネックタイプの素敵なパーティドレス。でも背中が大胆に開いている。

　フレアのスカート部分は前は膝上十センチくらいだが、うしろが長くなっていて、とてもおしゃれだ。

「翔、肌を露出しすぎだ。背中は開きすぎだし、スカートはもう少し長いほうがいい」

　悠馬さんが不機嫌な様子で口を挟む。

「兄さん、気持ちはわかりますけど北里さんは背中がしゃんとしていて立ち姿がとても美しい。そういう武器を前面に押し出せるようにするのが、俺たちの仕事なんです。足のラインも完璧です。いつもよく歩いている人の筋肉のつき方だ。これを見せないでどうするんです？」

　あんなに短時間でそんなことまで観察されていたなんて。一流デザイナー恐るべし。

「はー。仕方ないな」

　悠馬さんが大げさに肩を落とすので、びっくりしていた。

「北里さんのこと、本当に大切なんですね」

　翔さんがクスッと笑うので、恥ずかしくて目が泳ぐ。

「大切に決まってるだろ。翔だって、運命の人に出会えばこの気持ちがわかるさ」

『運命の人』とまで言ってもらえるとは。胸がじんわりと温まる。

「そんな女性に、早く出会いたいな。あっ、脱線しましたけど、この布でどうでしょう。柔らかい素材ですが、スカート部分はこれを何重にも重ねてふわふわ感を出そうかと思っています」

　翔さんはデザインをしながら使用する布のことまで考えていたらしい。

「上半身は、リボン刺繍を施そうかと。大人っぽくバラのモチーフをちりばめて、だけどシルエットではかわいらしさも表現する。北里さんにぴったりだと思うんです」

「うん。葉月は仕事ではクールに装っているけど、実はかわいいところだらけなんだよね」

　悠馬さんが笑みを浮かべながら納得しているのが照れくさすぎる。

　こんなに『かわいい』を連発してくれるのは、彼くらいだ。

「私にはもったいないくらいです」

「それではこれで作り始めます。できたら連絡しますね」

「よろしくお願いします」

　そして私たちは翔さんのマンションをあとにした。

「悔しいけど、翔の見る目はたしかだった」

　視線だけでサイズを測られるという、とんでもなく恥ずかしい経験はしたけれど、デザイン画は素晴らしかったし、布の選び方も秀逸だった。

　本当に才能のある人なんだろう。

「俺の見る目も、たしかだけどね」

　悠馬さんは私の手をギュッと握ってからエンジンをかけた。




　そしていよいよ同窓会。

　翔さんは、有名な美容室『アクア』の予約までとっていてくれて、ヘアメイクをお願いすることになった。

　ここの店長でカリスマ美容師の渡会さんは、悠馬さんの友達の渡会さんの弟なんだとか。

「いつもストレートですか？」

「はい。不器用なのでアレンジもできなくて」

「それじゃあ今日は、思いきってイメージを変えましょう」

　渡会さんは髪をあっという間に巻き、ねじったり編み込んだりしてふわふわに仕上げてくれた。

　メイクはマスカラをたっぷり乗せて。真っ赤な口紅にパール感の強いグロスをオンすると、プルプルの唇のできあがりだ。

　奥の個室で着替えさせてもらい出ていくと、待っていた悠馬さんが目を大きく見開いている。

「本当にきれいだ。同窓会に行くように言ったのは俺だけど、やっぱり行かせたくないな」

　彼は苦笑しながら私の腰を抱く。

「ありがとうございます」

『不安があるのなら、勝負服を着ていけばいい』とこのドレスを作ってもらい、ヘアメイクもプロの手で完璧にしてもらって、少し自信がもてた。

　哲也に鉢合わせしたとしても、私は幸せなのと胸を張って主張できそうな気がする。

　今日はホテル・アルカンシエルのレストランの一室を借りて十六名が参加するらしい。

　大学四年生のとき、友達のまた友達とか、その彼氏とかいうつながりで、一緒にバーベキューをしたり小旅行に行ったりした仲間だ。

「えっ、葉月？　メチャクチャ色っぽくなって！」

　幹事をしている典子が私を見つけてすぐさま飛んでくる。

「久しぶりだね。典子もきれいになって。結婚したんだよね」

「うん、一年前。一応まだ新婚」

　典子は私に左手を上げ、結婚指輪を見せた。そのあと、ここまで送ってきてくれた悠馬さんに視線を移す。

「一ノ瀬さんですよね」

「はい。今日はよろしくお願いします」

「すごいイケメン」

　典子は小声で私に告げる。

「葉月。帰りも迎えに来るから」

「はい。ありがとうございます」

　悠馬さんは典子に小さく会釈してから戻っていった。

「ねぇ、婚約したんだよね」

「あっ、うん」

　婚約したわけではないけれど、悠馬さんはそのつもりだと言ってくれているし、哲也の前では虚勢を張りたい。

「正直、哲也より紳士だしいい男じゃない」

「あはは。哲也はもう来てる？」

「ううん。哲也、遅刻魔でしょ」

　たしかによく遅れてくる人だった。

「ね、他の女子は来てるよ。皆、葉月のこと待ってたんだから！」

　典子にテンション高めに言われ、思いきって来てよかったと思った。

　それからすぐに会が始まり、話が弾んだ。結婚してもう子供がいる女友達もいたし、海外赴任から帰ってきたばかりという男子もいた。

　こうして集まったのは卒業以来で、その間、皆それぞれに新しい人生を歩き、輝いている。

　近況報告を順にしていると、遅れて哲也がやってきた。

　彼はすぐに私を見つけ、顔をしかめる。

「おい、また遅刻か？」

「悪い」

　他の男子に突っ込まれた哲也は、さほど悪びれることもなく、私とは離れた席に座る。

　もう少しあとに来てほしかった。というのも、私の近況報告がもうすぐだから。

「はい、次は葉月」

　典子に促され、仕方なく立ち上がる。すると哲也と視線が合い、とても気まずい。

「お久しぶりです。私は卒業以来ずっと三谷商事で働いています。今は、薬品の原薬の輸入なんかに携わっています」

「北里、メチャクチャきれいになったじゃん。結婚は？」

　男子に質問されて顔が引きつる。

「えっと……」

「葉月はね、素敵な婚約者がいるの。さっきも送ってきてて、超イケメンだったよ」

　私のかわりに典子が口を挟む。

「婚約中か。おめでとう！」

　拍手が湧き起こり、小さな嘘に胸が痛くなる。

「ありがとう」

「それにしても、こことくっつくと思ってたのに、意外だったな」

　とある男子が哲也を指さすので、冷や汗が出る。

「あっ、それは……」

「だってさ、コイツ、料理もまともにできないんだぜ。付き合うのはいいけど、結婚となると」

　哲也はひどい言葉を口にしてからビールを喉に送っている。

　そんなこと、ここで言う必要ないでしょ？　それに別れたのはあなたの浮気のせいなの！

　怒りが込み上げてきたもののぐっとこらえる。せっかくの同窓会を台無しにしたくない。

「あはっ。そうなの。料理できなくて」

「葉月の魅力はそんなところじゃないもん。多分、このなかで一番仕事ができると思うな。それに、婚約者が理解してくれてるんだからいいじゃない」

　やけっぱちで返すと、典子がかばってくれる。

「仕事ができてもね。女はかわいげがないと」

「哲也、よせよ」

　哲也の発言を男子がたしなめてくれたので、私は座った。

　やっぱり来るんじゃなかった。ついさっきまで楽しくてたまらなかったのに。

「葉月、気にしちゃダメよ」

「うん、大丈夫。ありがと」

　隣の典子が心配しているので、笑顔を作った。

　それから近況報告が一巡した。

　どうやら哲也はまだ独身らしい。

　あの彼女とは結婚しなかったんだ……。

　独身だと知った男子から、私が幸せそうだから嫉妬してるんだろと突っ込まれていたけれど、関わりたくなくて別のほうを向いていた。

　それでも哲也とは席が離れていたので、典子や他の女子と懐かしい話で盛り上がり、少しずつ気分が上を向いてくる。

「ねぇ、典子も葉月の婚約者に会ったんだよね」

「うん。さっきそこで。また迎えに来てくれるんだって。すごく優しいよね」

　悠馬さんの話で盛り上がり出し、ちょっぴり照れくさい。

「どこで知り合ったの？」

「実は、上司なの」

「キャー、オフィスラブってやつじゃない。素敵！」

　ひとりの女子の声が大きくて部屋中に響いた。

　すると哲也が私を冷たい目で射る。

「しらけるね」

　そしてひと言。明らかに私に向けた言葉だった。

「ちょっ、哲也。飲みすぎだって」

　彼の隣の男子がビールを取り上げているのが見えたものの、私は視線を逸らした。

「ね、哲也となにかあったの？　あんなに仲がよかったのに」

　典子が小声で聞いてくる。なにかあったとしたら、哲也の浮気だけ。

　しかし、そんなことをここでぶちまけるほど性格は悪くないつもりだ。

「もう随分前のことだから、忘れちゃった」

　だから私は曖昧にごまかした。

　でも、とても居心地が悪い。典子たちと会って話せたのは楽しかったけれど、もう耐えられない。

　私はトイレに行くフリをして悠馬さんに電話を入れた。

『もしもし。もう終わった？』

「悠馬さん。私、帰りたい……」

　堂々と参加してこいとこんなに素敵なドレスを用意してもらい、ヘアメイクまで手配してくれたのに申し訳ない。だけど、もうあの空間に戻りたくない。

『わかった。すぐに迎えに行く』

　そこで電話は切れた。

『すぐに』といっても、マンションからここまでは、車で四十分ほどかかる。

　それまでどうしていたらいいんだろう。

　とにかく戻って帰ることを伝えようとトイレから出ていくと、目の前に哲也がいて血の気が引くのがわかった。

「お前、なんなの？　婚約を自慢しに来たわけ？」

「そういう、わけじゃ……」

　ただ、幸せなところを見せて、彼に浮気をしたことを後悔させたいと正直思った。

「俺はあれから散々だったのに、お前だけ幸せになるとか、おかしくない？」

「どういうこと？」

『散々だった』って、あの彼女と付き合ったんじゃないの？

「お前の親だよ。『うちの娘が軽々しくする婚約破棄なんてするはずがない』だとさ。それで、興信所を使って俺のことを調べたんだよ！」

　嘘……。そんな話、ひと言も聞いてない。

「私、知らない……」

「嘘つけ。お前が泣きついたんだろ？　それでアイツとのことがバレて、婚約不履行だって会社にチクられて出世街道から外されたんだよ！　おかげで子会社に出向だ」

　彼は苦々しい顔で吐き捨てる。

「泣きついてなんてない」

　だってあなたとのことがあってから、実家にも帰れなくなったのよ？

「嘘つき女が。最低だよ、お前は」

　どうしてこんなにさげすまれなくちゃいけないの？

　もしも両親が私のことを慮おもんばかってそういう行動をしたとしても、そもそも悪いのは婚約しておきながら浮気をしたあなたでしょ？

「お前の婚約なんて、壊してやるよ」

「残念だが、それは無理だ」

　哲也が私に詰め寄ったとき、うしろから大好きな人の声がした。

「俺は彼女にベタ惚れでね。他ひ人との意見なんかで左右されるようなやわな気持ちじゃないんだ」

「あんたか。葉月の婚約者は」

　どうしてもういるの？

　まだ電話をしてから十分も経ってない。

　頭が真っ白になったものの、私の前に盾になるように立った悠馬さんを見て、安堵の涙がこぼれそうになる。

　彼がいてくれるだけで、こんなに心強い。

「葉月に謝ってくれないか？」

「はっ？　なにを？」

「彼女は嘘つきじゃない。なんなら知り合いの弁護士をここに呼ぼうか？　きみの発言は名誉棄損だ」

　まったく動じることがない悠馬さんは仕事のときの姿そのもの。

「あなた、葉月のことをちゃんと知っていて婚約したんですか？　こいつは料理はろくにできないし、仕事ばかりで気が強くて男を立てることも知らない。付き合い始めてどのくらいか知りませんけど、そのうち疲れますよ」

　ひどい言い草だ。こんな人のせいでずっと悩んでいたなんて、バカみたい。

「俺は葉月を奴隷にしたいわけじゃない。パートナーとして一緒に歩いていきたいんだ。料理に困るなら、家政婦のひとりやふたりいつでも雇えるしね」

　悠馬さんの言葉に胸が熱くなる。

「家政婦だって。現実味がなくて笑えるね」

「どうして現実味がないんだ？　俺が幼い頃は、実家に家政婦が五人ほどいたが。今は社長の父しかいないので、ひとりだけだけどね」

　五人？

　哲也も驚いているが、私も固まった。

「社長？」

「そう。彼女が勤める三谷商事は俺の父が社長をやっている。いずれは俺が跡を継ぐつもりだ。きみの会社、我が社と取引があるんじゃないかな。こんな暴言を吐く人間がいる会社とは付き合いたくない。名刺をいただけないか？」

　悠馬さんは淡々と話し続ける。

　それがかえって彼の怒りを示しているようで、ドキドキしていた。

　彼は頭に血が上りそうなときほど、冷静になれる人だからだ。

「め、名刺なんて、持ってない」

　明らかに哲也が動揺し始めた。

「それじゃあ、会社名と所属部署を教えてほしい」

　悠馬さんが問い詰めると、哲也は黙った。

「どうした？　早くしてくれ」

「もう、いい。勝手にしろ」

　追い詰められた哲也は、意味不明な言葉を口にする。

「言い忘れたが、葉月は気なんて強くない。むしろ弱くて守ってやらなきゃと思うほどだ。そんなことにも気づかないで、よく付き合ってたな」

　悠馬さんは地に響くような低い声でそうつぶやいたかと思うと、哲也の胸ぐらをあっという間につかんだ。

「悠馬さん！」

　慌てて止めに入ったけれど、悠馬さんは鋭い眼光で哲也をにらみ続けている。

「お前みたいなクズに、葉月を取られなくてよかったよ。二度と葉月の前に現れるな！」

　最後に声を荒らげた悠馬さんが手を離すと、哲也はそそくさと帰っていった。

「ごめんなさい。悠馬さんにこんな……」

　イヤな役回りをさせてしまった。

「どうして謝る？　葉月を守るのは俺の仕事だろ？」

　彼が優しく微笑むので、瞳が潤んでくる。

「ありがとうございます」

「それに、謝るのは俺のほうだ。やっぱり来させるべきじゃなかった。まさか、ここまでとは……」

　彼は肩を落としているけれど、私は首を振った。

「いえ。これでもう過去を振り返ることは絶対にありません。悠馬さんとの未来だけ見て歩けばいいんです」

「葉月……」

　さっきは帰りたくてたまらなかった。でも、悠馬さんが傷になる前に処置してくれた。

「悠馬さん、すごく早くないですか？」

「あぁ……。実は心配でラウンジにいたんだ」

「えっ！」

　帰らなかったの？

「出席を勧めた人間が、実は一番不安だったっていう情けなさ」

「ふふふ。悠馬さんが過保護でよかった。助かりました」

「うん」

　苦笑する彼の腕を取ると、少し驚いたように眉を上げている。自分から腕を絡めるなんて初めてだからだ。

「行きましょうか。お嬢さま」

　彼はにっこり笑い、私をエスコートした。

　それから、もう一度皆のところに顔を出して帰宅することにした。悠馬さんも一緒に行ったので、さんざん冷やかされて気恥ずかしかったけれど、皆が私たちの交際を祝福してくれてうれしかった。

　マンションに戻り、しばし放心してしまう。

「葉月。疲れた？」

「いえ。両親のこと……」

　哲也の言っていたことが本当なら、私を信じて調べてくれたんだろう。しかもそれを言わなかったというのは、私があれ以上傷つかないように配慮してくれたのかもしれない。

「ご両親、素敵だね。娘が大切で仕方ないんだ」

「はい」

「電話してみたら？　あんまり連絡してないって言ってたよね」

　婚約破棄してから実家には行きづらくなり、足が遠のいているばかりか、電話もほとんどしていない。

「そうですね」

　せめてお礼を言わなくちゃ。

　私がスマホを取り出すと、「待った」と止められた。

「挨拶させてくれない？　結婚を前提として付き合ってますってやつ」

「え！」

　まさかの申し出に目を丸くする。

「ご両親に宣言しておいたほうが、葉月も結婚に前向きになってくれそうだし。でもちょっと待って。緊張する」

　外堀を埋めようと？

　やっぱり手の内を私にバラす彼がおかしい。

　それにしても、百戦錬磨の悠馬さんが緊張することなんてあるの？

「ふー。いいよ」

　彼がソファの上で正座をするので噴き出してしまった。

　両親が私の婚約破棄で心を痛めたことをわかっているのに、結婚という言葉を口にしてくれるというのは、彼の気持ちが固まっているという証なんだろう。

　私はそれだけでうれしかった。

「それでは」

　悠馬さんの緊張が伝わってきて、私の鼓動も速まっていく。

「もしもし。お母さん、葉月だよ。元気にしてる？」

　電話に出たのは母だった。

『葉月！　もちろん元気よ。葉月は？　なにかあった？』

　悠馬さんも過保護だけど、きっと父と母も過保護だ。そんな人たちに囲まれて、私はとても幸せ。

「ううん。あのね、哲也のこと……ありがと。私、知らなくて。たくさん心配かけてごめんね」

　知らないところで私のために行動を起こしてくれていたという事実に、胸がいっぱいで声が震える。

『葉月……。そんなこといいのよ。お父さんもお母さんも、あなたのことを信じてるの』

　心なしか母も涙声だ。

「あのね。私、今お付き合いしている人がいるの。会社の上司、なんだけど……哲也のことも知ってて、絶対に後悔させないって言ってくれる優しい人なの」

　本人がすぐ隣で聞いているのに面おも映はゆいが、どうしても伝えたかった。

『そう。よかった。葉月が幸せになってくれれば……。もう、本当にそれだけで』

　私はなんて親不孝だったんだろう。きっと父も母も、家に帰りづらくなった私に気づいていて、『帰ってこい』と急せかさなかったんだ。

「今、その人と一緒にいるの。挨拶したいと言ってて」

『まあ！　うれしいわ』

　母のテンションが上がったので、ホッとした。

　それから悠馬さんにスマホを渡すと、緊張の面持ちで話し始める。

「初めまして。一ノ瀬と申します。――あっ、お父さんでしたか」

　あれ、もしかして電話をかわったの？

　おそらく母だと思って話していた悠馬さんの目が大きくなっている。

「葉月さんと、結婚を前提にお付き合いさせていただいています。どうか許していただければと。――はい。もちろんです。必ず幸せにします」

　きっぱりとそう言い切った彼は、私に視線を合わせてにっこり微笑む。

「はい。ご挨拶にはあらためてうかがいます。今後とも、どうぞよろしくお願いします」

　悠馬さんはスマホを耳に当てたまま会釈している。

　そして電話は終わった。

「お母さんの声があんなに低いのかと、頭が真っ白になったよ」

「あははっ。挨拶と聞いて慌ててかわったのかも」

　母の慌てっぷりが目に浮かぶ。

「葉月のこと頼むって。絶対に泣かせないでくれって」

　お父さんがそんなことを？

「いいご両親だね」

「はい」

「誓うよ。全力で葉月を幸せにする」

　そう囁くと、私を引き寄せ熱い唇を重ねる。

「葉月」

　彼は甘いため息を吐き出しながら、首筋に舌を這わせる。

「あっ、ちょっと……ベッドで」

　当初の宣言通り相当肉食の彼は、毎晩のように私を翻弄するけれど、今日は性急に求められ焦る。

「もう我慢できない。皆が葉月のことを見ているのが、本当は悔しくてたまらなかった」

「見てないですって」

「見てたさ。すれ違う男は皆、葉月に釘づけだったんだぞ。俺だけのものなのに」

　私をソファに押し倒して、熱を孕はらんだ視線を注いでくる。

「俺だけのもの」

　確認するようにもう一度口にする悠馬さんは、私の頬に手を滑らせ、切なげな顔。

「一生、俺だけの」

　独占欲をあらわにされ、たちまち全身が熱くなる。

「悠馬さんも、ですよ？　悠馬さんも、一生私のもの」

　そうつぶやくと、「煽ってる？」とニヤリと笑われ、目を瞠る。

「煽っては……んっ」

　たちまち深いキスが降ってきて、もうなにも言えなくなる。

　けれども、こうして激しく求められることに幸せを感じていた。










コイガタキはパワフルすぎて




　悠馬さんのおかげで、哲也のことが完全に吹っ切れてからは、仕事も絶好調。

「一ノ瀬さん、ゼネラル製薬のジェネリックの件、社内の会議で検討していただけそうです。近日中にインドの工場の視察に行きたいということで、数社をリストアップしました」

　原薬の輸入で関係が深くなったゼネラル製薬には、インドの製薬メーカーと提携して製造したジェネリック医薬品を、日本だけでなくいずれはヨーロッパにも輸出しようと提案している。

　ようやくうなずいてくれたこのプロジェクトは、大規模なものになりそうだ。

「よくここまでもってきたな。インドには同行するのか？」

「輸送ルートの確認などもしたいということですし、そのつもりですが……」

　実は不安だ。インドでの交渉は、今まで現地にいた悠馬さんがしてくれたので、私は要求を伝えるだけでよかった。

　あちらの情報は頭に入っているけれど、実際行ったことがないので、交渉をうまく進められるのかと。

「たまには頼ることも必要だぞ」

「えっ？」

「インドには俺が飛ぼう。製薬メーカーの場所も把握しているし、運輸関係も何度もやり取りしている。それに、インドに女性はあまり行かせたくない」

　彼は神妙な面持ちだ。

　男女の区別など一度もされたことがないけれど、治安がよくないので心配しているんだろう。

「お願いしてもよろしいですか？」

「もちろん。そのかわり、それまでの下準備は任せたぞ。輸入に関して考えられるリスクを洗いざらい書き出して、ひとつずつ潰していけ。それがすべて解消されたとき、取引開始だ」

「はい！」

　部長になった悠馬さんと以前のようにタッグを組むこともなくなってしまったが、こうして同じ仕事に関われることがうれしい。また勉強させてもらおう。

「それはそうと、今日は雰囲気が違わないか？」

　なんて目ざとい。

「あっ、これは……。先ほどドゥシャインにも行ってきまして。偶然商品開発部にいらっしゃった本城副社長が、新しいアイシャドウとチークを試したいからと、メイクしてくださったんです」

　せっかくだからとすべてメイクし直してくれた本城さんのテクニックは一流で、自分で施すときより目は大きく、そして小顔に見える。

「そうか。ドゥシャインともうまくいってるんだな。副社長に気に入られるとは」

「恐縮です」

　欲しいと言われたデータやサンプルを、必死に探して――時には作ってもらい、持っていく日々だけど、『北里さんに聞けば必要なものは手に入る』と言ってもらえるようにはなっている。

　それから席に戻り書類整理をしたあと、ちょっとひと息。

　休憩室に向かい、自販機の前でなにを買おうか迷っていると、悠馬さんがやってきた。

「お疲れさまです」

「お疲れ。ブラックコーヒー頼む」

　私に五百円玉を渡す彼は「北里もそれで飲め」とおごってくれるようだ。

　彼と付き合い出してから、私がお金を出す機会はほとんどない。申しわけないと思い財布を出しても受け取ってもらえない。

　彼にコーヒーを、私は野菜ジュースを。

「野菜足りてないの？」

　イスに座った彼が尋ねてくる。

「昨日、ロールキャベツを焦がしてしまって……」

　そう言うと、声を噛み殺して笑っている。

　初めて挑戦したロールキャベツは、とても順調にできつつあったけれど、火加減が強すぎて焦がしてしまった。そして、仕方なくデリバリーを頼んだ。

「失敗は始まりですから、またリベンジします」

「そうだな」

　悠馬さんがとてもうれしそうに微笑んだので、私も笑顔を作った。

「それより、だ」

　私の顔を覗き込む彼の声のトーンが下がり、緊張が走る。

「なにか？」

　もしかして、なにかやらかしてる？

「すっぴんを他の男に見せたのか？」

「あ……」

　本城さんにメイクしてもらったことに妬いているの？

　たしかにすっぴんにはなったけど、もともとそんなにバッチリメイクはしないんだから、変わらないよ？

「『あ』じゃない。今晩は、たっぷりお仕置きだな」

「え！」

　突然男の顔になった彼は、色情を感じさせる声で囁く。

「楽しみだ」

　そして私の肩をポンと叩いて、戻っていった。

「も、もう……」

　絶対顔が赤くなってる。事業部に戻れないじゃない。

　彼に翻弄される日々は大変だけど、幸福で満たされていた。




　悠馬さんのインド出張は無事に終わった。

　四泊五日の日程で、リストアップしておいた製薬メーカーを回り、工場の設備についての説明を受け、めぼしいメーカーとは生産できる量の確認や、品質についての話し合いも行われたんだとか。

　ゼネラル製薬から向かった伊佐治さんともうひとりは、ほくほく顔で戻ってきた。

　どうやら、ヨーロッパ進出の足がかりもつかめたようだ。

　あんなに拒否されていた仕事が花開きつつあることが感激だった。

　金曜の夜。ようやく家に帰ってきた悠馬さんは、日本のきれいなシャワーが浴びたいとすぐさまバスルームに直行。そして着替えを済ませてリビングのソファに座り、私を手招きする。

「お疲れさまでした。わっ！」

　ミネラルウォーターを差し出すと、腕を引かれてなぜか膝の上に横向きに座らされる。

「久々のカレー三昧だったよ。伊佐治さんは辛すぎてギブアップしてた」

「悠馬さんは食べられたんですか？」

「あぁ。元インド駐在員の意地ってやつで」

　彼はクスッと笑う。

「そんな意地、聞いたことないです」

「それより、俺がいない間、大丈夫だった？」

　彼は私の髪を優しく撫でる。どうやら長いほうが好みだったらしいので、付き合い出してから伸ばしているけど、以前の長さになるまでは何年もかかりそうだ。

「はい。特に大きな進展もないですけど……。あっ、町田さんが新しいクライアントを発掘したと――」

　そこで唇を指で押さえられ、遮られる。

「仕事の話は月曜に聞く。そうじゃなくて、葉月の話」

「私？　私は特に……。そうだ、肉じゃが作ったんですよ！　これが大成功で。今度振る舞っちゃいますね」

　少しずつレパートリーを増やしていこうと、時間があれば一品ずつチャレンジしている。

　何品も同時進行ができない不器用な私は鍋につきっきりなので、テーブルにたくさんの料理が並ぶのはまだほど遠い。

「肉じゃがなんてハードルが高い。ますます差をつけられた」

　仕事では背中すら見えないくらい私より前を歩いているくせに。

「で、他には？」

「他……」

　あとはなにがあっただろう。

　考えを巡らせていると、彼が私の腰を強めに抱いてくる。

「俺がいなくて寂しくなかった？」

「あっ……」

　そういうことを聞いているのか。肉じゃがの話を聞きたかったわけじゃないんだ。

「寂しかった、です」

　正直に答えると、悠馬さんの頬が緩む。

　一緒にキッチンに並んで、ああでもないこうでもないと料理と格闘するのが楽しいのに、それができなかったので、肉じゃが以外は買ってきて済ませてしまった。

　向き合って『おいしい』と言い合いながら食べることに慣れたせいか、ひとりの食事が味気なく感じられて、早く帰ってきてほしかった。

　それに、毎晩のように抱かれてくたくただったはずなのに、彼のいない広いベッドは冷たかった。

「俺も。たった四泊だったのに、初日から葉月のことばかり考えていた。葉月に触れられない朝は目覚めも悪くて。だけど、早く帰ってきたくて必死に商談をまとめてきたよ。出張延長なんてたまらないからね」

　彼はそう口にしたあと、私の体を自分と向かい合わせになるように座り直させる。

　スカートがはだけて焦り、裾を引っ張ったけれど無意味だった。彼が手を滑り込ませてきたからだ。

「悠馬さん？」

「なぁ、俺、結構頑張ってきたんだぞ。ご褒美くれよ」

　ご褒美って、そういうこと？

「えっと、あのっ……」

　しどろもどろになりながら視線を逸らしたのに、顎を持ち上げられる。

「葉月から、キスして」

「えぇっ！」

　私から？　そんな恥ずかしいことできない。

「早く」

　それなのにうっとりとしたような眼差しで急かしてくる。

　悠馬さんは私のかわりにインドに行き、頑張ってくれたんだ。感謝の気持ちを示してもいいかな。

　自分にそんな言い訳をして、思いきってキスをしたあとすぐに離れた。

「それじゃあ全然足りない」

「勘弁してください」

　彼みたいな官能的で情熱のこもったキスを自分から仕掛けるなんてとても無理。

　懇願すると、悠馬さんは熱い視線を私に絡めて、唇を指で撫でる。

　その色っぽい仕草にゾクゾクして、息が止まりそうだった。

「寂しかった。もう、葉月なしでは生きられない」

　彼は切なげにそう囁き、ゆっくり唇を重ねた。

　最初は触れるだけで離れたのに、すぐにもう一度重なる。そして、次第に深くなる。

　と同時にカットソーの下から大きな手が入ってきて、ブラのホックをあっという間に外した。

「あっ……」

「葉月。一生離してやらないから、覚悟して」

「悠馬さん……」

　それから私をベッドルームに運んだ彼は、激しく、そして情熱的に抱いた。

　悠馬さんと一緒にいると、〝結婚〟を意識してくれているんだと強く感じる。

　電話で両親に挨拶をしてくれたのも然り。『一生離してやらない』と口にするのも然り。

　一度挫折をしてもう結婚を考えまいと思っていた私も、哲也とのことがすっかり振っ切れて、おまけにこれほどまでに愛されると心が動く。

　もちろん、結婚がすべてではない。だけど、悠馬さんとならそういう契りを交わし、ずっと隣で歩いていきたいと思い始めている。

　仕事が恋人だった私の、大きな心境の変化だ。

　同窓会のあの日を境に、時折実家に入れるようになった電話で、父も母も悠馬さんとの交際を喜んでいるのはわかっている。

　でも、悠馬さんのお父さまは？

　彼は三谷商事の後取りだ。相応の妻を求めているに違いない。

　勝手に予想するに、私のようにガツガツ仕事をしている女性ではなく、家事全般が得意で、おいしい夕食を作って旦那さまの帰りを待っているような、そんな奥ゆかしい女性が求められているのではないだろうか。

　って、ドラマの見すぎか……。

　そこまでではなくても、おそらく裏方としてサポートできるような人が望まれているような気がする。

　私にそんなことができる？

　少しずつレパートリーが増えてきているとはいえ、料理もまだまだだし、栄養のバランスを考えるといっても、野菜を多めに取り入れるくらいの大雑把なやり方しかできない。掃除も忙しいとロボット掃除機に頼り、後回し。洗濯は毎日しているものの、アイロンがけをする時間もなくて、彼のワイシャツはマンションのコンシェルジュに頼んでクリーニングに出している。

　私も同じように仕事をしているのだから、それで十分と言ってくれる悠馬さんに甘えっぱなしだ。

　ベッドで彼の腕に包まれてまどろみながら、そんなことをぼんやりと考えていると「葉月」と呼ばれる。

「はい」

「なに考えてる？」

　彼は心の機微に敏感な人だ。私が揺らぐと、すぐに確認してくれる。

「いえ。なんでもありません。ただ……幸せだなと思って」

　それは決して嘘じゃない。一緒にいられない夜を経験して、彼の体温に包まれて眠ることができる日々のありがたさを思い知った。

　だけど、幸せを感じれば感じるほど、怖くなることもある。悠馬さんは足を踏み出してみなければ見られない世界があることを私に教えてくれた。しかも、踏み出した先に極上の幸福が待っていた。

　それでも、まだどこかで再び転落するんじゃという不安が付きまとう。悠馬さんは裏切ったりしないと強く信じている。だけど、彼のお父さまに拒否される可能性だってある。

「俺も。ずっとこうしていたいな」

「はい」

　今は余計なことを考えず、悠馬さんだけを見ていよう。

　そう思った私は、彼にギュッとしがみついて目を閉じた。




　それから一カ月と少し。

　ライフテクノロジー事業部に金髪のスレンダーな――でも出るところは出ている女性がやってきた。腰まである長い髪は柔らかそうでつやつやだ。目鼻立ちはくっきりしていて彫りが深く、日本人とはまた違うなかなかの美人。背も百七十センチ近くある。

　悠馬さんに、アメリカから以前お世話になった化粧品会社の人が商談にやってくるとは聞いていたけど、女性だとは知らなかった。

　なんでも五泊六日の滞在予定で、その間、ライフテクノロジー事業部を通じてさまざまな仕事をしたいということだ。

「ハーイ、ユーマ。久しぶり！」

　日本語がペラペラの彼女だけど、イントネーションはちょっぴり違う。

　それにしてもいきなり『ユーマ』って……。

　唖然としていると、立ち上がった悠馬さんのところにつかつかと歩み寄り、いきなりのハグ。

　私はそれを見て、ただただ目を点にしていた。これは文化の違いよ。と自分に言い聞かせながら。

「キャサリン、久しぶりだね」

「キャシーでいいです。他人じゃない」

　他人でしょ！

　なぜか沸々と怒りが湧き起こり、心の中で突っ込みを入れる。

「はー」

　仕事中には珍しく、悠馬さんが大きなため息をついている。

「一ノ瀬さん、そちらは？」

　町田さんが心なしか目を輝かせて食いつく。

「俺がロスに長期出張していたときにお世話になった、キャサリン・ウィルソンさんだ」

　悠馬さんが皆に紹介すると「キャシーって呼んで」なんてハートマークつきの彼女の声に、男性陣の視線が釘づけだ。

「彼女は大手化粧品メーカーで営業戦略に関わっている。原料の売り込みをしていたときに知り合って、随分採用していただいた」

　私は悠馬さんがロスに行ったことを知らないので、入社前の話だろう。

　彼女は化粧品会社の社員らしく、私が本城さんに施してもらったときのように完璧なフルメイクで、女性から見ても美しい。

「キャシー。それでなんの相談に？」

「日本の市場を獲得したいです。ユーマの力を貸して」

　仕事で来たとわかっているのに、悠馬さんと親しげな彼女がなんだか面白くない。

　私は自分のデスクに向き直り、キーボードを叩き始めた。

　それからしばらく悠馬さんと彼女は話し込んでいたけれど、町田さんが呼ばれている。

「お前、化粧品会社を開拓してたよな。どう思う？」

「俺はまだ開拓しきれていなくて。あっ北里、うまくいっているところあるよね」

　町田さんに遠くから振られて一瞬目を閉じる。ドゥシャインのことを言っているんだろうけど、彼女とあまり関わりたくない。

「ドゥシャインのことか……。うーん」

　悠馬さんも名前を出し、なにかを考え始めた。

「北里、ちょっと」

　とうとう呼ばれてしまい、仕方なく彼のデスクまで歩み寄る。

「このあたりのラインナップを、日本の化粧品メーカーと提携して売り出したいそうだが……」

　彼は心なしか困ったような顔をして私に英字の書類を差し出した。

　英語が得意とは言い難いので本当は読みたくないけれど、これは仕事だ。目で追いながら訳していく。

「私はこの商品をドゥシャインに売り込みできません。これとかこれとか、日本では嫌われる動物由来の成分ですし」

　原料を指摘すると、悠馬さんはうなずく。

「原料の内容までわかるとはさすがだな。俺も気になってた。キャシー、この商品は日本では難しいぞ」

　悠馬さんが賛同してくれてホッとした。

「でもこれ、問題ないし、よく売れます」

　韓国などでは動物由来の原料を採用するメーカーも多い。カタツムリエキスだとか、ヘビ毒とか。しかし、日本では安全性が確実でない動物由来の原料は避けられる傾向にある。

　欧米でもそうした考え方が進んでいるようだけど、日本ほどではないのかしら。

「問題ないかもしれません。ですが日本人はそういうことに敏感なんです。文化の違いですね」

　さっきのハグを思い浮かべて反論する。

「それなら、秘密にして売る？」

「消費者をだますようなことは断固反対です。ドゥシャインや我が社の信頼に関わりますので、お断りします。営業が胸を張って勧められない商品を扱うべきではありません」

　悠馬さんがインドに乗り込み、工場で日本の水準に引き上げるために徹底的に戦ったように、譲れないラインというものがある。

「あら、かわいい顔なのにイジワル」

　キャシーさんが漏らしたひと言に必要以上にイラッとするのは、悠馬さんと親しいことにどこかで嫉妬しているからだ。

「キャシー。『イジワル』という言葉の使い方が間違っている。彼女は聡明だ」

「ソウメイ？」

「とても賢いということ。それに、俺も北里の意見に賛成。これはさすがに無理だよ。できないものはできない」

　悠馬さんがかばってくれたので密かに小躍りする。

「ユーマのところに来ればなんとかなると思ったのに」

　あからさまに肩を落とすキャシーさんは、私をチラリと見て不満げな顔。

〝イジワル〟をしていると思っているのかもしれないけど、それが日本の現実だ。

「他の商社に行くわ」

「どうぞ」

　彼女は脅しのつもりだったんだろうけど、即答してしまい、ハッと口を押さえる。

「ははっ、キャシーの負けだ。この件は三谷商事にとって利点はないから、申し訳ないが交渉決裂だ」

　悠馬さんがビシッと言い切ってくれたので、すがすがしい気持ちになった。

　それから私はデスクに戻り、再びパソコンを操り出す。

「北里って、度胸あるんだな」

　隣の町田さんに話しかけられたものの、首を振る。

「度胸じゃないですよ。自分の信念に反する仕事はしない。これが基本中の基本だと、一ノ瀬さんに教えてもらいました」

『そのときの利益にくらんで契約を結ぶのではなく、もっと先を見ろ』といつも言われていた。そんな一時の利益より信頼のほうがずっと大事で、いつかそれは大きな利益として返ってくると。

　だから、少しでも引っかかることがあると、それまでどれだけ労力をかけていても手を引く。これを繰り返している。

「なるほどね。けどキャシーさんって、結構強引だね。一ノ瀬さんが苦笑しているところなんて初めて見たよ」

　私が断ってから応接ブースに移って、別の原料の輸入について交渉している。

「キャシー。価格を下げるということは、品質の保証もできなくなるんだよ。品質は度外視してもいいから安く調達したいということなら、他の商社を当たってほしい」

　聞こえてきた悠馬さんの発言に、無意識にうなずいていた。

「昔は優しかったわ、ユーマ」

　なによ、その恋人みたいな言い方は。

　作業の手が止まり、耳がふたりの会話をどうしてもとらえてしまう。

「昔から俺のこだわりは変わってないぞ。変わったのはキャシーのほうだ。売り上げが落ちて焦ってないか？」

　そういうことか。なりふりかまっていられなくなったんだ。だけど、信頼をなくすようなことがあっては、本末転倒だと思うんだけど。

　あっ、いけない。アポイントがあるんだった。

　私はふたりのことが気になりつつ、会社を飛び出した。




　翌日からもキャシーさんは、ライフテクノロジー事業部に入り浸りだった。

「うわっ、今日もスカート短いな」

　町田さんが、膝上十センチほどのタイトスカートをはいたキャシーさんの姿を見て声を漏らす。

「セクハラ発言ですよ」

　なんて突っ込みながら、体の線を強調するタイトスカート姿のキャシーさんに、ちょっとした嫉妬もしていた。あんなに短いスカート、とてもはけないもの。

「はははっ。男なんて皆そんなもんだって。けど、部長は動揺もないな。実は内心ドキドキしてたりして」

　キャシーさんと話している悠馬さんは、顔色ひとつ変えない。

　変えたら困るけど……。

「してないですよ。そんなわけありません」

「どうしてそんなにムキになるの？」

　しまった。余計なことを言ってしまった。

「ムキになってません。気のせいです」

「そう……」

　私が仕事を始めたので、町田さんもそれ以上追及してこなかった。

「キャシー。今日は原料メーカーに顔を出す。サンプルを用意してもらえるように依頼してあるから、確認して。聞きたいことはあらかじめまとめておいて」

「サンキュ」

　彼女が滞在する間、基本的に面倒を見るのは悠馬さんの仕事らしい。何人か同行を頼まれているようだけど、彼女いわく気心の知れた悠馬さんのほうが話しやすいんだとか。

　ふたりが事業部を出ていくのを尻目に、私も営業に出る準備を始めた。

「葉月。経費の申請通ったよ」

「ありがと」

　静香がやってきて、判の押された書類を渡してくれる。

「ねぇ、キャシーさんって一ノ瀬さんのこと狙ってるのかな？」

「えっ？」

「森本もそう思う？」

　私たちが話していると、町田さんまで入ってくる。

「はい。だって、べったりなんですもん。本当は仕事じゃなくて、一ノ瀬さんに会いに来たんだったりして」

　静香のひと言に動揺を隠せない。

　もしそうだったとしたら、海を越えて来るなんて相当だ。しかも、彼と一緒に仕事をしていたのは随分前の話だし、年季が入ってるかも。

「ありえるな。あのスカートの短さだもんな」

　悠馬さんはそんなことで惹かれたりしないんだから！

　心の中で言い返しつつも、鼓動が速まるのを自覚していた。




　その日。とある原料メーカーの担当者と、キャシーさん、そして悠馬さんで夕食に行くことになったとメッセージが入り、なんとなく落胆する。

　悠馬さんは部長という立場なので、部員の得意先を接待することもしばしばある。だから慣れているはずなのに、今回はため息が出る。

　これは間違いなく『キャシーさんって一ノ瀬さんのこと狙ってるのかな？』という静香の発言が引っかかっているからだ。

　もちろん、悠馬さんのことは信じている。でも、キャシーさんの仕事を見ていると、ためらいなくグイグイ押すタイプなので、男性に対してもそうだったら……と不安になるのだ。

「もー、町田さんがアタックすればいいのに！」

　夕食に買ってきたコンビニ弁当をレンジで温めながら、思いきり町田さんに八つ当たりする。

「あっ、温めすぎた」

　オートにしておいたら取り出せないほど熱い。心、ここにあらずだった。

　仕方なくしばらく冷ましてから食べ始めた弁当も、ちっともおいしくない。私の失敗したおかずより余程うまくできているのに。

　私もセクシーな洋服を着たら、対抗できる？

　メンチカツを口に放り込みながら考える。

　でも、あんなに短いスカートなんて持ってない。

　弁当を食べたあと、お風呂に入浴剤をたっぷり入れて浸かり、いつもより念入りに肌のお手入れをしている私って……。キャシーさんに対抗心丸出しだわ。

　悠馬さんはときどき、やきもちを焼いてくれる。それと同じことに気がつき、ハッとした。

　彼もこんなに苦しいの？

　本当はいてもたってもいられない。接待に乗り込みたい気分だ。

　二度と恋はしないなんて息巻いていたくせにこの変わりよう。自分でもびっくりだけど、彼に強く惹かれている気持ちはもう隠せない。

「悠馬さんが悪いんだから！」

　私をこんなに夢中にさせた悠馬さんが。

　風呂上がりにドゥシャインの美容液を肌に浸透させつつ、ぶつくさつぶやく。かといってこの気持ちを彼にぶつける度胸はないのが情けない。

　もう寝てしまおう。

　私がなにを考えようが、接待は終わらない。

　私はいつもより早くベッドに潜り込み、目を閉じた。

　それから何時間経ったのだろう。ガチャッとドアが開く音がして目覚めたものの、目は閉じたままでいた。

　するとお酒の匂いのする悠馬さんが近づいてきて、ベッドに座った。

「ただいま、葉月」

　彼はそう囁きながら私の髪を撫でる。

　よかった。帰ってきてくれた。

　帰ってくるに決まっているのに、ずっと感じていた息苦しさがやっと消えた。

「ひとりにしてごめんな」

　額にキスを落としてから部屋を出ていく彼に、いつも以上にドキドキしたのはどうしてだろう。

　やっと安心した私は、それから深い眠りに落ちていった。




　翌日もキャシーさんは悠馬さんにべったりだ。

　それをイヤだと思いつつ、仕事なのでなにも言えない。

「北里。ちょっと相談がある」

　悠馬さんに呼ばれて渋々会議室に向かう。キャシーさんも一緒に。

「なんでしょうか」

　彼の隣にキャシーさん。私は向かいに座る。

　どうしてあなたがそのポジションなの！と思いつつ、仕事の顔を作った。

「ドゥシャインに原料を卸しているメーカーあるよね。あのメーカーの製品で彼女の会社が欲しいものがあるんだけど」

　悠馬さんは私に書類を差し出す。

「はい。たしかに扱いがありますが、これでしたら他のメーカーにもあると思いますよ」

　特に珍しい製品ではないし、このメーカーは工場の設備投資がしっかりしていて品質もよく、故に買い叩くということはしていない。だけどキャシーさんの会社は、安く仕入れたいようだし。

「うん。いくつかメーカーを当たったんだけど、俺としては安く手に入れられればいいという考え方にあまり賛成できない。それで、一度品質に注力した商品を作って検討してみないかとキャシーに提案したんだ」

　それで、私の担当メーカーに白羽の矢が立ったんだ。

「そうですか」

「彼女と同行してもらえないか？　俺、今日は外せない会議があって」

　初日にぶつかっているし、キャシーさんとふたりきりなんてイヤな予感しかしない。でも、これは仕事だ。

「わかりました。ただし、価格の交渉は勝手にしないでください。私はあのメーカーに価格で勝負してほしいとは思ってないんです」

　キャシーさんに釘を刺すと、肩をすくめる。

「ミス北里は厳しい人ね」

　厳しくて結構です！

「彼女の厳しさは、ビジネスには必要だぞ。北里の仕事は今後のキャシーにプラスになるはずだから、よく見て帰って。それじゃ、頼んだ」

　悠馬さんは私をさりげなくかばって、しかしとんでもない難題を置いて出ていった。

　私は仕方なくキャシーさんを車に乗せ、メーカーに向かった。

　助手席の彼女は化粧ポーチを取り出し、化粧直しにいそしんでいる。

「ミス北里は、もっとメイクしたほうがいいわ」

「私はこれで十分です」

　手を抜いているわけでじゃない。一応、フルメイクしているけれど、控えめなだけ。

「それではユーマは無理よ？」

　思わぬ突っ込みが入り、ドキッとする。

「部長がどうかしました？」

「ミス北里、ユーマのこと好きでしょ？　私がそばにいると怒ってます」

　まさか彼女にそんな指摘をされるとは予想外だった。

「怒ってません。私はいつもこんな感じですから」

「ふーん」

　彼女は意味深な相槌を打つ。

　なんなの、もう！

　ちょっと腹を立てながら先を急いだ。

　原料メーカーでは、あらかじめきつく言っておいたからか、キャシーさんは価格については口にしなかった。

　だけど、あちらの男性担当者がいつもより饒じょう舌ぜつで、キャシーさんの日本語のうまさや容姿を褒めちぎっていて、なんとなく理不尽に感じる。まあ、ただの嫉妬だけど。

　数種類のサンプルを手に入れ、アメリカに持ち帰って検討すると伝えて再び車に乗り込むと、キャシーさんが私をじっと見つめている。

「もっと女性をアピールすればうまくいきます」

　どういう意味？

　そんなことをしなくても、私はうまくやってるわよ。

「お言葉ですが、一ノ瀬部長から知識の剣で戦えと言われていますから」

　女の力を使ってクライアントを落としてこいなんて言う上司だったら、ついていかない。

「チシキノケン？」

「勉強に励んで、誰よりも詳しくなって、それを武器にしろということです」

　簡単に説明したものの、よく理解できなかったらしい。首を傾げている。

「とにかく、営業に男も女もありません。アメリカのほうがそういう考えは進んでいるかと思ったんですけど、違うんですね」

　日本では仕事において、まだ男尊女卑の考えが残る会社もある。

　悠馬さんは男女の区別はまったくせず、だけどインド出張のように女性では危険だと思えば配慮してくれる。理想的な形だ。

「使えるものは使うといいです。ミス北里がユーマのこと好きじゃないなら、私がアタックします」

　それを聞き、目が飛び出そうになった。

　どうして今、悠馬さんのことに話が飛ぶの？　やっぱりその短いスカートは、悠馬さんへのアピール？

「一ノ瀬部長はそんなアピールをしたところで、興味をもたれないと思いますよ」

　それは完全に私の願望だった。

　彼女の短いスカートを見たときの、町田さんの『男なんて皆そんなもん』という発言を思い出しながらも、悠馬さんは違うと心の中で祈りつつ。

「それはユーマにしかわかりません」

　彼女が自信ありげに微笑むのを見ていい気はしなかったけれど、それ以上言うことはなかった。

　会社に戻ると悠馬さんは会議を終えて事業部に戻ってきていた。

「お疲れさま。どうだった？」

　いつものように進捗状況を伝えに行こうとすると、キャシーさんが私の前に体を滑り込ませてきて口を開く。

「いい会社でした。たくさんサンプルをもらいました」

　彼女が説明を始めたので、私は引いて自分のデスクに向かう。どうにもモヤモヤする。

　キャシーさんが話しているのを耳にしながら、別の仕事に取りかかった。

「北里」

　すると悠馬さんが呼んでいる。

「はい」

「ありがとう」

　わざわざ私に視線を合わせてお礼を言ってくれたので気分が上がる。

　彼は部下をねぎらうことを決して忘れない人で、誰にでもこうやって声をかけてくれるけれど、今日は格別にうれしかった。

　それも、キャシーさんの宣戦布告があったからなのかも。




　その日。定時を過ぎた頃にキャシーさんが悠馬さんを夕食に誘っているのが聞こえてきて、書類を書きながら耳を傾けていた。

「悪いが先約があるんだ」

「センヤク？」

「もう約束してるってこと」

　そんな話は聞いてないけど？

　今日は休日に作っておいたハンバーグを焼こうと思っていたのに。ちょっといびつな形のハンバーグを。

　冷凍してあったものを今朝冷蔵庫に移したところを、悠馬さんも見ていたはずだ。

「食事に行く？」

「そう。ハンバーグを食べる約束なんだ」

　それを聞き一気にテンションが上がる。あのフェロモンに勝てた？

　胃袋をつかむのに何年かかるかわからないような腕前の私のハンバーグを、悠馬さんは選んでくれた。

「残念。もう何日もいないのに」

「ごめん」

　彼はきっぱりと断ってから、部員が提出した報告書に目を通し始めた。

　帰りがけに悠馬さんに電話が入ったので、私はひと足先に帰ることにした。すると、ちょうどキャシーさんとエレベーターで一緒になり、妙な空気が流れる。

「お疲れさまでした。明日はいらっしゃらないんですよね」

　彼女は明日、すでに取引がある化粧品会社に行くことになっていて、三谷商事には来ないらしい。

「うれしそう」

　別にうれしそうに言ったわけじゃないけど、ホッとしているのは否定できない。

「ユーマは誰かと食事に行くみたい。ミス北里も残念ね」

　それは、私もフラれたけどあなたもね。と言いたいのかしら。

「そうですね。でも私も約束があるんです」

「ボーイフレンド？」

「さあ？」

　にっこり笑ってみせると、彼女は混乱している。

「どうして私が一ノ瀬部長を好きだと思ったんですか？」

　思いきって尋ねる。

「うーん。日本語がわからないわ。Intuition」

　えっ……直観？

「私がユーマと話していると、シワいっぱい」

　彼女は自分の眉間を指さす。

　普通にしてたつもりなのに。それを見て、ピンときたってこと？

　そういえば営業に出たときも『私がそばにいると怒ってます』って言われたな。

　だけど、そんな指摘を他の誰からもされたことはない。同じ人に恋する者同士、嗅覚が働くのかしら？　いや、彼女の好意は、皆が見抜いているみたいだけど。

「ふたりはダメよ。ユーマは私のもの」

　一階に到着しドアが開いた瞬間、彼女はそう言い残して離れていった。

　あれ、食事を断られて意気消沈しているわけでもなさそうね。

　それにしても『ふたりはダメ』って。私が二股してるみたいじゃない。

「一筋なんです」

　彼女のセクシーなうしろ姿に小声で語りかけてから、私も歩き出した。




　帰宅してから三十分ほどして、悠馬さんも帰ってきた。

「おかえりなさい。見てください、ハンバーグいい感じ！」

【失敗しないハンバーグの焼き方】というサイトを見ながら蒸し焼きにしたら、焦げずにうまく焼けた。

「葉月、指どうした？」

「あっ、さっき大根をおろしていたら、指まで……」

　和風ハンバーグにするために大根おろしを作っていたらケガをしたので、絆ばん創そう膏こうを巻いた。たいしたことはないんだけど。

「えっ、見せて」

「もう血も止まりましたから、大丈夫ですって」

　真っ青な顔をした彼は、拒否した私の手を強引に引っ張り、絆創膏を剥がす。

「うわっ、痛そう……」

　悠馬さんは顔をしかめるけれど、私はキャシーさんの誘いを断ってくれたことがうれしくて、指の痛みなんて飛んでいた。

「ごめんな、無理させて」

　そんな謝らなくても。私が不器用なだけなのに。

　驚いていると、彼が指先にキスを落とすので、体がカーッと熱くなる。

「俺がハンバーグ食いたいって催促したからだよね」

　もしかして、会社でキャシーさんに言ったことを気にしてる？

「違います。……う、うれしかったんです。キャシーさんとまた食事に行くのかなって思ったから」

　照れくさかったけれど本音を口にした瞬間、抱きしめられていた。

「葉月……。そんなの当たり前だろ。昨日もひとりにして、今日もなんて俺が無理だ」

　気持ちがはっきり聞けてよかった。キャシーさんのあんなに自信満々のアタック宣言を聞いてから、どこか不安だったから。なんというか……彼にその気はなくても襲われてしまいそうな勢いだし。

「あはっ、よかった。冷めちゃいますから、食べましょう」

　それから過保護な彼は、傷を丁寧に消毒して絆創膏を貼り直してくれた。

　中まできちんと火が通っていたハンバーグは、やっぱりふたりで食べるととてもおいしく感じられて幸せだ。

　傷に障るからと、後片づけを担当してくれた悠馬さんは、キャシーさんの気持ちに気づいていないのかな。

　あんなに他ひ人との気持ちを読むのがうまい人なのに。気づいているのに気づかないフリをしてる？

　だけど余計なことを聞かないほうがいいと、口をつぐんでおいた。




　それから二日後。

　キャシーさんのいなかった昨日は、嵐が去ったあとのような静けさで、ライフテクノロジー事業部ってこんなに平穏だったかしら？と思うほど。

　私も久々に心穏やかに仕事に取り組めて、新規開拓のための飛び込み営業をする余裕まであった。

　でも、今日は朝からキャシーさんが元気いっぱい。なんだか悠馬さんに会えてうれしいオーラが出ているように見えるのは、彼女の気持ちを知っているからだろうか。

「ヤバいね、今日は胸元……」

　町田さんがボソッとつぶやいたのは、キャシーさんの胸元が大きく開いていたから。

　もともと豊満な胸をもっているので、それが余計に強調されて見える。

「ユーマ。今日は最終日です。頑張りましょう」

　今日はメーカーではなく小売店の視察に行くらしい。一般の消費者への販売に関してマーケティングするのは化粧品メーカーで私たちの仕事ではないけれど、悠馬さんの顔の広さを駆使して協力するようだ。

　まあ、私も機械を売ったりと、そもそもの仕事から脱線することはよくあるけれど。

「そうだね。だけど……」

　悠馬さんはキャシーさんをチラリと視界に入れたあと、あたりをキョロキョロと見回している。

「北里」

　そして私を指名するので、ため息が出そうだった。

　また同行しろなんて言わないでしょうね。アポイントがあると言って断ってしまおう。なんて思いながらも立ち上がると、彼のほうが向かってくる。

「それ、借りられないか？」

「えっ？　スカーフですか？」

　彼が指さしたのは、バッグに結んでいたスカーフだった。

「そう」

「かまいませんが」

　なにに使うの？

　解いて手渡すと、キャシーさんに渡している。

「これで襟元をもう少し隠して。キャシーのスタイルがいいのはわかっているけど、仕事には必要ない」

　バシッと言い渡した悠馬さんに、心の中で拍手を送る。

「そ、そうね」

『女性をアピールすればうまくいきます』なんて言っていた彼女も、意気消沈して素直にスカーフを巻いていた。




　その日は、悠馬さんの爽快なひと言のおかげで、気持ちよく仕事に励むことができた。

　夕方になり会社に戻ると、ライフテクノロジー事業部の前の廊下で悠馬さんとすれ違い、止められる。

「ちょっと」

　彼は周りに人がいないことを確認して私の腕を引き、あまり使われない階段に向かった。

「どうしたんですか？」

「実はキャシーが、どうしても夕食を一緒に食べたいと言い出して。葉月も来ないか？」

　どうして私も？

　あんまり気乗りしないんだけど……。

「私はいいですよ」

「頼む。ひとりだと、なんていうか、迫られそうというか……」

　歯切れが悪い彼は、「ふー」とため息をつく。

　彼女の気持ちに気づいているんだ。

「実はロスにいた頃告白されて。そのときは仕事に集中したいからって断ったんだけど、さっき『仕事はうまくいっていますね』って意味深な言い方をされたし」

　えっ！　一度、断っているの？

　それなのにあの粘り。感心すらしてしまう。

「悠馬さんがお断りすればいいのに」

「もちろん、最初は食事も断ったよ。でも、わかるだろ？　あの強引さ。このまま帰国させてもまた仕事を口実に来るんじゃないかと思って。きちんと彼女の存在をアピールしておきたいんだ」

　たしかに、彼女ならまた来そうだ。

「私との関係がバレてもいいんですか？」

「会社では結婚までは隠しておいたほうが賢明だとは思うけど、キャシーはいいだろ」

　さらりと『結婚までは』と口にする彼にドキッとしつつ、仕方なくうなずいた。

「わかりました」

「サンキュ。あとでメッセージ入れる」

　彼は私の肩を叩いて忙しそうに戻っていく。

　なんだかイヤな予感しかしないけど、大丈夫かな。

「あっ、資料集めしないと」

　頼まれた仕事をすぐに思い出し、気持ちを切り替えた。




　夕食はキャシーさんの希望でお寿司屋さんに行くことになった。

『Laラ merメール TOKYOトーキョー』という大きな商業ビルの五十三階にあるそのお店は、足を踏み入れるのを躊躇するような高級店だった。

　そういえばこのビルには、ドゥシャインの支店も入っていたような。

「ミス北里も一緒？」

　キャシーさんは私の存在に気づき、あからさまに迷惑そうな顔をする。

「あぁ。言っただろ。彼女は聡明なんだ。仕事の話をするにはうってつけだぞ」

「仕事の話なんて……」

　彼女は仕事をだしに悠馬さんを誘ったのかな。だけど、この落胆ぶり。やっぱり口実だったんだ。

　彼女はあきらめた様子で店内に入り、キャシーさん、悠馬さん、私の順で板前さんの前のカウンター席に座る。

　ここ、メニュー板も料金表もない。時価ってやつなんだわ、きっと。料金が気になる人は来てはいけないお寿司屋さんだ。

　熱あつ燗かんを注文してひと口ずつ飲んだあと、「握りますか？」と板前さんに尋ねられ、ギクッとする。

「キャシー、食べたいものをどうぞ」

　悠馬さんが促すと「大トロ、中トロ」と即座に答えている。余程好きなんだ。

「北里はどうする？　お任せでも大丈夫？」

「はい、お願いします」

　おそらく私が頼む順番がわからず緊張しているのに気づいて、板前さんのお任せにしてくれた。

「それでは私と彼女はお任せで」

　悠馬さんが板前さんに伝えると、キャシーさんは私たちが注文を合わせたことが気に入らないのか、顔をしかめている。

「キャシーは日本びいきだね。日本酒もお寿司も好きなんだから」

「ユーマが日本のことを教えてくれました。あれもこれも」

　彼女は完全に私のことを敵視している。チラチラと送られる視線が鋭い。しかも、思わせぶりな言い方だし。

「まあ、そうか。キャシーは相変わらずパワフルだね。それで、仕事の話って？　会社で話しにくいこと？」

　悠馬さんはわざと仕事の話に振った。

　するとキャシーさんはむすっと黙り、日本酒を黙々と口に運んでいる。

　そうこうしているうちに、私たちの前にはお造り、キャシーさんにはトロが置かれた。

「北里、遠慮しなくていいから食べて」

「はい、ありがとうございます」

　促され箸をつけると、キャシーさんが口を開く。

「ふたりは随分仲良しね」

「そうだね。彼女は俺の恋人だから」

「ゴホッ」

　悠馬さんがいきなり告白するのでむせてしまった。じわじわとそれとなくわからせるんだと思っていたのに、いきなりなんだもの。

「大丈夫か？」

「は、はい。すみません」

　私の背中をさする悠馬さんの向こうに、目が飛び出しそうなキャシーさんの顔がある。

「Oh my God!」

　やっぱり発音がいい。なんて感心している場合じゃない。

「ユーマ、ミス北里がガールフレンドなのは本当？」

「あぁ。俺の一番大切な女性だ」

　動揺を隠さないキャシーさんとは対照的に、悠馬さんは淡々と語りお造りを口に運んでいる。

「ミス北里は、他の人と約束してたのよ」

　ハンバーグの日の話か。

「はい。彼と一緒にハンバーグを食べました」

　私がそう伝えると、彼女は「Ｏｈ」と落胆している。

「こんなにイジワルなのに？」

「だから、イジワルなんじゃなくて、聡明なんだ。彼女は的確な判断ができる優秀な商社マンだよ」

　悠馬さんの褒め方が照れくさくて、うつむいた。

「優秀なのはわかりました。でも、私はあなたのことをずっと考えていたのに！」

「キャシーとはビジネスパートナーでいたいって伝えたと思うけど？」

　キャシーさんは思い当たる節があるのか、しばらく言い返してこない。しかし、グイッと顔を上げ、私を見つめた。

「ミス北里となにが違うの？」

「そうだな。他ひ人とのことを『イジワル』なんてさげすんだりしないところかな」

「サゲスンダリ？」

　悠馬さんの言葉に、キャシーさんは首を傾げ、私は驚いていた。

「バカにしたりしないってこと。北里は、なにかに負けて悔しいと思ったら相手を下げるのではなく、それ以上の努力をして乗り越えるタイプなんだよ。だから常に向上してるし輝いてる」

　まさか、そんなふうに評価してもらえているとは。

「キャシーは、商品が売れないのは他社が攻撃してくるからだと言うけど、そうじゃない。今までの実績にあぐらをかいて次の手を打ってこなかったことが原因だ」

「アグラ？」

「あぁ、あるものに頼って努力しないことかな。俺がそっちにいた頃と、商品構成がほとんど変わってないじゃないか」

　キャシーさんは難しい顔をして肩を落としている。

「でも、失敗は始まりなんです」

　私はすかさず口を挟んだ。

「どういうこと？」

「うまくいかないことがあっても、そのあとの努力次第で道が開けるということです」

　私がそう伝えると、悠馬さんはうれしそうに微笑んでいる。

「道が開ける？」

「はい。うまくいくための手立てが見つかるというか、困りごとが解決していくというような意味です。まだこれからが勝負ということです」

　キャシーさんは表情が明るくなり、うなずいている。わかってくれたみたい。

「そうね。それではこれからもっとユーマにアタックします」

「え……」

　私は仕事の話をしていたんだけど。

「いや、キャシー。そのエネルギーは仕事に使ってくれ」

「イヤよ。両方に使います。コイカギタね、ミス北里」

「それを言うなら、コイガタキだよ」

　悠馬さんはクスクス笑っている。

「でも、ごめん。北里への気持ちはなにがあっても変わらない。キャシーも素敵な恋をしてほしい」

　悠馬さんがそう言いきったとき、胸が熱くなった。

　彼は私にだけでなく、周りの人にも私への愛をためらうことなく宣言してくれる。それが照れくさくもあるけれど、強い思いを感じて心が温かくなる。

「どうしてもダメ？」

「そうだね、ごめん」

　悠馬さんが頭を下げると、キャシーさんは「ふー」と長い息を吐き、苦々しい顔をしている。

「好きなんです」

「ありがとう。気持ちはうれしいけど、北里は俺の運命の人なんだ。結婚も考えてる」

　悠馬さんがそこまで伝えると、彼女はあきらめたように肩を落とした。そしてそのあと、「それなら」と声のトーンを上げる。

「キスしてみせて」

「は？」

　とんでもない要求に、悠馬さんが口をあんぐり開ける。

「ミス北里が大好きなのよね。嘘じゃないと見せてください」

「キャシー。文化が違うんだよ。日本人は、人前で簡単にキスしたりしないんだ」

　悠馬さんが説得してくれてホッとした。キャシーさんはなにを言い出すかわからなくてヒヤヒヤする。

「ひとつも私の言うことは聞いてくれない」

「そんなことないだろ？　今日だって寿司が食いたいって言うから連れてきたじゃないか」

「わかりました。それでは大トロと中トロ」

　あれ、またトロ？

「他のもうまいぞ」

　私たちの前には鯛の握りが出されている。

「トロでＯＫ」

　アメリカでこんなおいしいお寿司にはなかなかありつけないだろうから、好きな物を好きなだけ食べたいのかな。

　日本人の私も、悠馬さんと付き合っていなければこんな高級店には来られないけど。

「わかった。最後までトロで」

　悠馬さんは根負けしてそう言ったあと、私にも食べるように勧めた。

　結局キャシーさんはトロを三回お替りしたところで私たちの握りを見て、他の物も食べ出した。

「お腹いっぱい」

「満足してくれた？」

「ここは満足しなかったけど、ここは満足です」

　彼女は悠馬さんの問いかけに、胸を押さえてからお腹を押さえる。

　それから、タクシーで宿泊しているホテルまで帰るという彼女を見送るためについていく。

「ユーマ。ミス北里を大切にしてね。私は道を開きます」

　よかった。私たちの気持ちが伝わっている。

「うん。力を貸せることがあればいつでも言って。ただし、日本で勝負したければ、日本に合わせた商品をね」

「わかったわ。See you」

　彼女は小さく手を振ってからタクシーに乗り込んだ。

　ドアが閉まると、悠馬さんはなぜか窓をコンコンとノックした。そして……。

　えっ？

　いきなり私の腰を抱きキスをするので、思考が固まる。

「悠馬さん!?」

　慌てふためきキャシーさんのほうに視線を送ると、彼女は指でハートマークを作ってから去っていった。

「こんなところで！」

　昼間より少ないとはいえ、人がちらほら歩いているのに。

　やっとのことで抗議すると、彼はニッと笑っている。

「少しはキャシーの願いも叶えてやらないとね」

　ついさっき『文化が違う』と諭してたでしょ？

「これで踏ん切りもついただろ。次の恋をしてくれるといいな」

　悠馬さんは小さくなったタクシーを見つめてつぶやいた。

　そっか。このキスは、彼女に次に進んでほしくてしたんだ。

「それにしても……」

「ん？　耳が赤いのはお酒のせい？」

　指摘され、慌てて耳を両手でふさぐ。

「そうですよ、もちろん！」

　目をキョロキョロさせて言い放つと「いつまでも初々しくてたまんない」なんて囁かれ、頬が上気する。

「嵐のような四日間だったな」

　彼は夜空を見上げる。

「はい。キャシーさんのパワーに圧倒されましたけど、私も負けないように頑張ろうと思いました」

　私はこうして悠馬さんの隣で同じ星を見上げることができる。それを当たり前だと思わずもっと自分を磨いて、この先ずっと彼と一緒に歩けるようにしよう。

「そういうところが……」

　彼はそこで口をつぐみ、私の耳に手を当てる。

「好き、なんだ」

　そして色気を纏った声で囁いた。










失敗は始まりでした




　キャシーさんがアメリカに戻り、また平穏な日々が訪れた。

　その日はお風呂から上がると、悠馬さんが電話をしている。

「だから……。はー」

　なぜか盛大なため息をついている彼は、私がリビングに入っていくと、交代で出ていく。

　聞かれたくない話だったのかな。

　冷蔵庫を開け、ミネラルウォーターのボトルのふたをひねり、コップに注いでごくごくと飲み干す。お風呂で温まった体に、スーッと冷たい水が入っていく瞬間が好き。

　そうこうしているうちに、彼が戻ってきた。

「お先にありがとうございました」

「うん。俺も入ってくる」

　悠馬さんは電話の内容に触れることなく、バスルームに向かう。気になりはしたものの、深刻そうな顔をしていなかったので、なにも聞かないでおいた。

　ゼネラル製薬とのジェネリック医薬品に関する案件は順調に進んでいる。

　あの失態のあと、より連絡を密にしてゼネラル製薬の不安や不満はひとつも聞き漏らすまいとしていると、伊佐治さんもいろいろな話をしてくれるようになった。

　最近はインドの製薬メーカーとの契約に注力している。

「今、法務が契約書を作成して、顧問弁護士にチェックさせているんだよ」

「はい。海外とのやり取りは、国内とはまた違いますからね。なにかお困りのことがあれば、別の弁護士に依頼して二重チェックができるように手配しますよ」

　悠馬さんのお友達の弁護士がとても優秀らしく、いざとなったら助けてくれるはずだ。

「助かるよ。困ったらお願いするかも」

「承知しました。それと伊佐治さん、原薬の精製で気になっていらっしゃった点ですが、現地に確認しまして返事がきました。それによりますと――」

　伊佐治さんとのやり取りもとてもスムーズ。あんなことがあったあとだとは思えないほど私のことを受け入れてもらえていて、ありがたい限りだ。

　悠馬さんの言う通り、失敗は始まりだった。

　順風満帆というのはこういうことを言うのかもしれない。

　恋も仕事も絶好調なのは、彼が私を導いてくれたからだ。




　その日は会議に出ていた悠馬さんより一足早く家に帰り、ビーフシチューに挑戦。彼は一時間ほど遅く帰ってきた。

「おかえりなさい」

　玄関に出迎えに行くと、大きく息を吸い込んでいる。

「ただいま。いい匂いがする」

「なんとビーフシチューです！　デミグラスソースは買っちゃいましたけど」

　今朝、朝食のあとにレシピ本を参考にして、牛肉をワインに漬けておいた。

　なんでも、ワインにお肉のたんぱく質を柔らかくする効果があるらしく、ずっと試してみたかったのだ。

「それは楽しみ。着替えてくる」

　彼は緩やかに微笑み、クローゼットのあるベッドルームに向かったけれど、なんだか違和感がある。

　だけどそれがなんなのかはっきりとはわからない。

　いつもはもっと表情を崩して笑ってくれるような。気のせいか。

　それに会議で疲れたのかもしれない。

　私は気を取り直して、キッチンに戻った。

　シチューを皿に盛りつけ、赤ワインも用意する。

　近所にあるレストランがデリバリーサービスもしていて、その店のローストビーフがふたりとも大好物。他にもいくつか注文して、こうしてワインを傾けることも多いけれど、自分の作った夕食のほうがテンションが上がる。

　といっても、やっぱり手際が悪いので、シチューしかないのが残念ではあるけれど。

「待たせたね」

　着替えた悠馬さんがやってきて、席に座った。

「ワイン飲みますよね」

「そうだね。うん、うまそうだ」

　彼はシチューを見て顔をほころばせる。

「一応味見もしましたけど、大丈夫みたいです」

「葉月が作ったものならなんでもおいしいよ。どうしてビーフシチューにしたの？」

「お肉を柔らかくする技を試してみたかったのと……肉じゃがに似てるので」

　正直に告白すると彼は噴き出す。

「なるほど、肉じゃがか。言われてみればそうだな」

　玉ねぎと人参とジャガイモ。肉じゃがは豚バラ肉で作ったけれど、今日は牛すね肉。材料で違うのはお肉の種類だけ。

「一説には肉じゃがはビーフシチューの失敗作だったらしいよ」

　彼が思わぬことを言い出すので、驚いた。

「へぇー、初耳です」

「明治時代、とある海軍司令官がビーフシチューを作るように料理長に指示をしたんだけど、デミグラスソースがわからなくて肉じゃがができたらしいぞ。失敗作だったけどそれもうまくて広まったんだって」

「そうなんですね。それじゃあ今日は、成功作のほうです」

　意気揚々と告げると、「楽しませてもらうよ」とワインのグラスを手にして、私のグラスと合わせた。

　さっき感じた違和感はない。やっぱり考えすぎだった。

「おっ、成功作はさすがだ。すごくうまい。肉が柔らかいね」

「ワインの成分がいいらしくて漬けておいたんです。この成分だけ取り出して外食産業に売るなんてことできないかしら」

　ふと思いついたことを口にすると、彼はうれしそうにうなずく。

「そういう気づきは、俺たちの仕事にはとても大切だ。けど、もう商品化されてるかも」

「あるんですか？」

「うん。たしかパパイヤ由来のたんぱく質分解酵素が入った粉末があったような」

　なんだ。すごいことをひらめいたと思ったのに。

「でも、一番おいしい料理の条件ってなにか知ってる？」

「いえ。悠馬さんは知ってるんですか？」

　逆に問いかけると、首を縦に振る。

「たっぷり愛情を込めて作ると、少しくらい焦げても味が薄くても、とびきりうまいんだ。今日のは完璧だけどね」

　私が悠馬さんに喜んでもらいたくて試行錯誤していることを言っているんだろう。

　今日のように彼のほうが帰りの遅い夜や、シャワーを浴びている間に、いろいろと検索して調べているから。

　愛情を込めているのには間違いないけれど、言葉にされると照れる。

「どうした？　顔が赤いぞ？」

「ワインを飲みすぎたんです」

「まだひと口じゃないか」

　彼はクスクス笑いながらも「いつもありがと」とつぶやいてから食事を続けた。




　その晩も激しく抱かれてしまった。

　どうやら私はお酒が入ると目がトロンとするらしく、彼はそれが「たまらなくいい」と翻弄してくる。

　照れくさくてたまらないものの自分ではどうすることもできず、今日も彼に溺れた。

　まだ荒い呼吸を繰り返す悠馬さんは、私をギューッと抱き寄せ、額に唇を寄せる。

「はぁ、すごくよかった」

　そんな恥ずかしい感想はいらない。そりゃあ、私だってよかったけど。

　どうしても赤く染まってしまう頬を隠すために彼の胸に顔をうずめると、いつものように髪を梳いている。

「長くなってきたね。伸ばしてるの？」

「だって、悠馬さんは髪が長いほうが好きでしょ？」

　私が尋ねると手が止まる。

「なんで知ってる？　言ったっけ？」

「インドから帰ってきたとき、残念そうな顔をしたから」

　あのとき彼は、思わずという感じで私の髪に手を伸ばしてきた。

「あー、バレてるなんてかっこ悪いな。葉月の長くてつやつやの髪がずっと好きだったから、結構衝撃だったんだよ。けど、他の女性の髪の長さにはまったく興味ないんだよね」

　あれ、もしかして私限定？

「そうなんですか？」

「そう。葉月にしか欲情しないのと一緒だ」

　なんてことを言い出すの？

　話の矛先が変わってハラハラする。

「でも、俺の好みに合わせようとしてくれてるんだ」

「あっ、そうじゃ……ないです。わ、私も長いほうが好きで」

　まさに彼の好みに合わせるために伸ばしているんだけど、面と向かってそんなことは言えない。いや、もうバラしたような気も……。

「『悠馬さんは髪が長いほうが好きでしょ？』って言わなかったっけ？」

　あぁ、さすができる商社マン。ちょっとした会話も聞き漏らさない。

「そうです！　その通りです！」

　照れくさすぎて顔を背けながら認めると、腰をグイッと引き寄せて抱きしめられた。

「かわいいね。もー、最高」

　うっとりするような声で囁かれ、目を白黒させる。完全に白旗。降参です。

　次はなにを言い出すのかとドキドキしていると、彼はもう一度髪を撫で始めた。

「葉月。今度の日曜、少し用ができたんだけど……」

「出かけるんですか？」

「うん」

　なぜか歯切れが悪いのが気になり、少し離れて見つめる。

　すると悠馬さんは眉根を寄せ、続けた。

「実は、見合いを打診されて」

「お見合い!?」

　驚きすぎて跳ね起きた。あらわになった胸を隠すために布団を手繰り寄せていると、彼も起き上がって座る。

「親父おやじが余計なことを。実は、うちの両親はいろいろあって離婚してるんだ」

「えっ？」

「今まで言わなくてごめん。けど、葉月が知ったらますます結婚に対する不信感が強くなるんじゃないかと思って」

　離婚だったんだ。お母さまは亡くなっているんだと思い込んでいた。

　そんなことまで気を使ってくれていたんだ。

　最近は離婚の選択をする夫婦も多く珍しいことではない。でもやっぱり、哲也の裏切りを経験し、長い間立ち直れなかった私にはヘビーな話だ。

　しかし今は、悠馬さんが惜しげもなく愛を与え続けてくれるので、それほど動じることもない。

「大丈夫です」

「親父はそのせいで、不自由していることもあってね。身の回りの世話は家政婦さんがしてくれるから困らないんだけど、いろいろなパーティに呼ばれることもある。そういうときは妻を同伴することも多いんだけど、それができないんだ」

　妻にはそんな役割もあるとは。

「だからその役回りを俺に押しつけたいらしい。それで早く結婚しろと。大切にしたい人がいるからと何度も断ったんだけど、聞く耳をもってもらえなくて」

　それじゃあ、私の存在を話してくれたんだ。

　でも、出かけるということは断れなかったということ？

「もうセッティングはしてあるから、とにかく顔を出せと。相手は三谷商事が昔から世話になっている大手建築会社の社長令嬢なんだ」

　この話を隠していたから、なんとなく変だと感じたんだわ、多分。

「とりあえず行かなきゃいけなくなってしまった。ごめん」

　彼はうなだれている。

「無理やり進められてしまうということは……」

　お父さまは悠馬さんの意見も聞かずセッティングして、顔を出さざるを得ないように追い込むような強引さがあるので心配になる。

「もちろん断る。一度会えば顔も立つだろう。見合いがうまくいかないことなんて、ごまんとあるしね」

　見合いどころか恋愛結婚がうまくいかなかった当事者なので納得だけど、モヤモヤは隠せない。

「本当にごめん。でも俺、生涯を共にするのは葉月しか考えてないから」

「悠馬さん……」

　なんだか切なくなって彼に抱きつくと、優しく包み込んでくれる。

　彼が三谷商事の後継ぎという立場でなければ、きっぱり断ることもできたかもしれない。

　最近では常務派の勢力が随分弱まり、支持しているのは数人だけ。誰もが認めるような実績を積み上げてきた悠馬さんのことを役員たちも評価していて、次期社長は悠馬さんでほぼ決まりなんだとか。

　失敗をなじられそれに耐えてきた彼だけど、実績のみならず、対外的にも社内的にも信頼を挽回してみせたのだ。

　そんな立場なので、大切なクライアントのお嬢さんということなら無下にはできないんだろう。

　その昔。地位が高い人ほど自由に結婚できず、故に許されない恋をした者同士の心中が多かったとも聞いた。

　もちろん、今はそこまでのことはないんだろうけど、それなりの家柄だったり役職だったりすると不自由なこともあるに違いない。

　一ノ瀬家は由緒正しき家柄のようだし、ましてや大きな商社を引っ張っていく存在。

　やっぱり、結婚となるとさまざまな問題があるのかもしれない。

　少し前に、もしも結婚という事態になったとして、私は一ノ瀬家に認めてもらえるんだろうかという不安を抱いた。

　見合い相手に社長令嬢を選んだということは、悠馬さんの妻となる人にはそれなりの家柄や品格が求められているはずだ。

　ということは、ごく普通の会社員でしかない私ではきっと拒否される。

　せっかく悠馬さんとなら歩いていけると心が傾いてきたのに、暗雲が立ち込めてきた。




　日曜は元気よく送り出そうと決めていたのに、ぎこちなくしか笑えない。

「なんと今日はオムレツにチーズが入りました。ちょっとずつレベルアップしてますよ」

　テンション高めに言ってみたものの、そのあとが続かなくて気まずい空気が流れる。

「葉月」

　すると悠馬さんは眉間にシワを寄せ、名前を呼んだ。

「はい」

「俺が帰ってきたいと思うのは、葉月のところだけ。信じて待っててくれないか？」

　もちろんそのつもり。

　すでに父や母に交際宣言までしている今、またダメだったなんて怖くて伝えられない。もう母を泣かせたくない。

　って、違うか。もう泣きたくない。私自身が。

「……はい」

　ダメだ。戸惑いは封印して心配をかけないようにしようと思っていたのに、顔が引きつる。

「気持ちを伝えたとき、お前を幸せにすると言った。それは必ず守る」

　彼はあらためて力強く宣言する。

　哲也のことで私が深く傷ついたと知っている悠馬さんなら、裏切ったりしない。

「信じて、ます」

　そう伝えると、彼は複雑な表情を浮かべながらうなずいた。

　それからオムレツとトースト、そしてサラダをすべて食べてくれた。

「チーズ入り、うまいね。俺の手伝ったサラダはどう？」

「レタスちぎっただけですよね？」

　私より随分不器用な彼は、なかなか料理も上達しない。

　だけど、誰だって得手不得手はあるのだから、互いに足りないところを埋め合って生きていければいい。

　彼ができないところを埋めるほど、私が料理上手ではないところが痛いけど。

「今度はトマトを切るよ」

　おそらく悠馬さんも、暗くならないように気を使っている。だから私も笑顔を必死に作った。

「それじゃあ、行ってくる」

　約束の十一時半まであと一時間。彼は私を心配そうに見つめてから出ていった。

　今日は、ここから車で四十五分ほどのところにある老舗の料亭で、お相手とふたりだけでお見合いをするらしい。

　政治家もよく利用するというその料亭の前を通りかかったことがあるけれど、門がまえからして立派で、庶民が近づいてはいけないような雰囲気だった。

　さすがは一ノ瀬家だ。

　悠馬さんがいなくなってしまったあと、スマホを手にして料理のレシピを検索し始めた。

「今晩はなににしようかな。昼は和食だから……中華にしようかな」

　気持ちを上げるためにわざと口に出して明るく振る舞ってみたものの、まったく集中できない。

「はぁ、ダメだ」

　結局スマホをテーブルに置き、ソファに寝そべった。

　あいにく天気が下り坂で、ザーという激しい雨音が私の気分をますます下げる。

　ソワソワして頭がまったく働かない。

　それから一時間。なにも手につかず、ひたすら悠馬さんのことだけを考えていた。

　悠馬さんは『断る』とはっきり言ったけど、強引なお父さまが話を進めたらどうしよう。

　あんなに結婚というものを肯定できなかった私が、悠馬さんとの未来に必死になっている。それだけ、彼に惹かれているんだ。

　いても立ってもいられず、気がつけば家を飛び出していた。大通りまで出てタクシーをつかまえ、料亭へと向かう。

　私、なにをしようとしているんだろう。行ったところで予約もしていない人間を入れてくれるような場所じゃないのに。それでも、ただ帰りを待っているのは苦しすぎるのだ。

　料亭の前に到着したが、強くなってきた雨のなか立ち尽くすことしかできない。

　この中で悠馬さんが他の女性と談笑していると思うと、胸が痛くてたまらない。

　彼と付き合うことすら拒否していたくせに、見合いの席に乗り込もうとするほど大切な存在になった。

　それは悠馬さんが失敗してもそれから挽回できると、何度も言いきかせてくれたからだ。私の未来は真っ暗じゃないと。

　そして、決して私を裏切らない彼に、心はどんどん奪われていった。

　それから三十分。なにをすることもできず料亭の門を見つめて立っていた。

　雨はますます激しくなり、アスファルトにぶつかった雨粒が跳ね返ってきて、私の足元を濡らす。

　するとそのとき、悠馬さんらしき人影が見えたので、物陰に隠れた。

　彼はすらっと背が高く、〝上品〟という言葉がふさわしいような素敵な女性と一緒だ。

　あの人がお見合い相手なのだろう。

　そこにタクシーが横づけされ、先に女性が乗り込む。

　もしかして、これからどこかに行くの？

　そういえば、何時に帰ってくるか聞いてない。

　タクシーの中の女性が、悠馬さんになにか話しかけているがよく聞こえない。だけどすぐにそのあと……「結婚を考えています」という悠馬さんの声が耳に届いて、愕がく然ぜんとした。

　どういう、こと？　悠馬さんは彼女と結婚するの？　私に『断る』なんて言っておきながら、彼女に愛を囁いているの？

　まさか。彼はそんな人じゃない。

　哲也にひどい裏切りをされたからか、信じたいのに一気に不安になってしまい、体ががたがたと震え出した。

　イヤ。踏み出した一歩がこんな結果につながっていたの？

　唖然として立ち尽くしていると、タクシーは女性だけを乗せて走り去った。そして残った悠馬さんが私に気づき目を見開く。

「葉月」

　彼はいつものトーンで名前を呼び近づいてきたけれど、私は背中を向けて走り出した。

「葉月？」

　カツカツカツと革靴の足音がして追いかけてくるのがわかる。

　追いつかれないように必死で走っていると、傘が風で飛び、おまけにパンプスが片方脱げてしまった。

　それでも止まれない。

　私はなんて愚かなの？　何度失敗を繰り返したら懲りるの？

　あふれてくる涙が雨と混ざり合い、地面に落ちていく。

　このまま溶けてしまいたい。いなくなってしまいたい。

「葉月！」

　そのとき、とうとう追いつかれて腕をつかまれた。

「どうしたんだ？」

　恐る恐る悠馬さんのほうに視線を向けると、彼もまた傘をさしておらずびしょ濡れだ。

「離して！」

　抵抗して彼の手を振りほどいた瞬間、今度はうしろから抱きかかえられる。

「イヤ。離して！」

「落ち着け。どうしたんだ？」

　どうしたって……本気で聞いているの？

「彼女と結婚するんでしょ？　そうしたらいいじゃない！」

「えっ？　違うよ。誤解だ」

「嘘よ。私、聞いてたの。さっきそう言ってたでしょ？」

　体をよじっても力の強い彼に敵うはずもなく、逃げることをあきらめて脱力した。

　大きな雨粒が容赦なく体に突き刺さり、痛くてたまらない。

「あれは葉月とのことを言ってたんだ」

「私？」

「彼女には最初から好きな人がいると話した。だからあなたとは付き合えないと。そうしたら、残念だけどそれなら仕方ないと言ってくれた。どうやら彼女も、ご両親にぽんぽん見合い話をもってこられて困っているようなんだ」

　悠馬さんの話に目を瞠る。

「葉月の気持ちが固まらないのに勝手にとは思ったけど、『頑張って』と声をかけられたから、『結婚を考えています』と話した」

　嘘。私……とんでもない勘違いを？

「葉月、ごめん。そもそも見合いを断れなかったのが悪い。こんなふうに駆けつけるほど不安だったんだよね。もっと葉月のことを考えればよかった」

　私は首を振った。たしかに不安でたまらずこんな行動に出たけれど、悠馬さんはできる範囲で私への誠意を見せてくれたに違いない。

　今日だって友達に会いに行くとか別の理由をつけて家を出ればよかったのに、正直に話してくれた。

　三谷商事の後継ぎとしては、お相手のご両親も怒らせてはないけないし、誠実に向き合い断りを入れたんだろう。

「ごめんなさい。私……」

　悠馬さんを信じて待てなかったのが情けなくて自分がイヤになる。

「葉月が謝ることなんてなにもない。来てくれてありがとう」

　彼はそう言いながら私を強く抱きしめた。




　全身びしょ濡れのままマンションに戻ると、彼がすぐにお風呂のお湯を入れてくれた。そしてバスタオルで私を包み拭き始める。

「悠馬さんも濡れてますから」

「俺はあとでいい。葉月、震えてるじゃないか。風か邪ぜをひいたら大変だ」

　私のとんだ勘違いのせいなのに、とても優しい。

　湯が半分くらい入ったところで、湯船につかった。

　冷えた足先が温まり、感覚が戻ってくるのがわかる。

　少し温まって彼と交代。私はキッチンに行き、コーヒーを淹れ始めた。

　その間も、自分がしたことが恥ずかしくて眉間にシワが寄る。

　私はいつになったら悠馬さんのことを完全に信じられるの？

　もう哲也のせいだなんて言えない。私の心が弱いんだ。

「葉月？」

「あっ、コーヒー入りました」

　カップに注ごうとすると、彼はそれを制する。

「どうした？　なにを考えてる？」

　なんでもお見通しだ。私の動揺も不安もこうしてすくい上げて、必ず解決してくれる。そして私はそれに甘えてばかり。

「私……自分が恥ずかしくて。悠馬さんはいつも私のことを考えて行動してくれるのに、女性と会っているっていうだけで不安を感じるなんて。悠馬さんのことを信じていたつもりなのに、さっきは疑ってしまって……」

　正直に告白すると、彼は「葉月」と優しく私の名を呼びながら抱きしめる。

「なぁ、それってすごい愛の告白なんだけど」

「えっ？」

『愛の告白』って、なに言ってるの？

「俺のことで心が揺さぶられるほど、好きになってくれたってことだよね」

「あっ……」

　そう言われると否定できない。たしかにそうかも。私のことだけを見てほしくてたまらない。

「俺もそうだから。葉月がクライアントの男性と話しているところを想像すると、惚れられないだろうかとか、ちょっかい出されないだろうかとか不安だらけ。上司としては失格なんだけど」

「そうなんですか？」

「うん。例えばドゥシャインに行くって聞くと、あのイケメン副社長に会わなければいいなっていつも思ってる。キーマンなのに。はは」

　バツが悪そうに笑う彼は、「それでも」と語気を強める。

「なにがあっても、葉月を離す気はない。あきらめる気もまったくない」

　悠馬さんは背中に回していた手の力を緩め少し離れると、私の目をまっすぐに見つめる。

「葉月。そろそろ俺に落ちてくれないか？　結婚、しよう」

　唐突すぎるプロポーズに頭が真っ白になったけれど、同時に喜びが湧き上がってくる。

　彼とならずっと歩いていける。もう、怖くない。

「はい」

　承諾の返事をすると、悠馬さんは驚いたような表情を見せる。そして次の瞬間満面の笑みを浮かべ、私をもう一度抱き寄せた。

「夢、じゃないよな」

「違いますよ」

　彼の厚い胸に顔をうずめて、幸せを貪る。私の居場所はここにあったんだ。

　勇気を出して踏み出した一歩は、極上の幸せに続いていた。

「あぁ、うれしくて言葉にならない」

　まさかそんなに喜んでくれるとは。彼はずっと私の気持ちが固まるのを待ってくれたのだから、感謝しなくちゃ。

「私もです。悠馬さんの奥さんになれるなんて。でも、お父さまが反対されたりはしないでしょうか？」

　それだけが心配だった。

　今日の見合いも断ってしまったし、怒っていないだろうか。

「反対されてあきらめるようなやわな気持ちじゃないんだ。必ず説得する」

「はい」

　悠馬さんに任せよう。なんとかしてくれる。

「葉月」

　もう一度私の名前を呼んだ彼は、「愛してる」とつぶやいてから、唇を重ねた。




　幸せに満たされた翌日。

　私はあろうことか熱を出してしまった。たぶん、体を冷やしすぎたせいだ。

　朝、それに気づいた彼は、真っ青な顔をして右往左往している。

「体温計どこいった？」

「さっき測ったばかりですよ。三十七度九分です」

「そうだった。スポーツ飲料飲める？」

　かいがいしく世話を焼いてくれるものの、びっくりするくらいソワソワしている。仕事中はなにがあっても動じないのに。

「ありがとうございます。大丈夫ですから会社に行ってください。私は急ぎの仕事はないので、問題ないと思います」

　喉が腫れているらしく声がかすれる。すると悠馬さんがそのたびに顔をしかめる。

「いや、俺も休むよ。病院に行こう」

「なに言ってるんですか？　病院に行くほどじゃありません。すぐに治りますから会社に行ってください。部長が遅刻しちゃ示しがつきません」

　少し強めに言うと、悠馬さんは渋々出社していった。

　仕事ではなにがあっても動じない彼の意外な一面に、ちょっとびっくりしている。

　それに、時間が空くと電話をくれる過保護な彼に「もう熱は下がりました」と嘘をつかなければならないほどだった。

　たしかに体はだるいし、なにも食べたくない。だけど、それほど深刻というわけでもない。

　ただ、発熱のせいで体力が奪われているのか、うとうとする時間が長く、悠馬さんが帰ってきたのもわからなかった。

「あっ……」

　額に冷たいタオルが乗ったことに気づき目を覚ますと、彼が心配そうな顔をして私の顔を覗き込んでいる。

「熱、まだあるじゃないか」

「昼間は下がってたんです」

　なんて、ちょっとした嘘をついたりして。

「なにか食べられる？」

「今は食欲がなくて。飲み物をください」

　素直に甘えると、彼はスポーツ飲料を持ってくる。そして、私を起き上がらせ、背後に座りもたれかからせてくれる。

「飲める？」

「はい」

　まるで子供みたいに世話してもらい申し訳ないけれど、とてもありがたかった。

　再び寝かせてくれた彼は「なにかしてほしいことは？」と尋ねる。

「怖い夢を見たんです。少し一緒にいてください」

「いいよ。でも、どんな夢を見たの？」

「もう忘れちゃいました」

　そうは言ったけど、本当は鮮明に覚えている。悠馬さんが見知らぬ女性を抱きしめ、私を一瞥している夢だった。

　哲也のときの記憶が残っていてすり替えられたのかもしれないけれど、衝撃的で怖くて悲しくて……夢の中の私は泣きじゃくっていた。

　夢でも泣くほど悠馬さんと離れたくないと思っていることに、自分でも驚いている。もう一度、誰かをこれほどまでに好きになれるなんて。

「そっか。だけど俺がいるから大丈夫。一生、葉月は俺が守るからね」

　それを聞きジーンとする。

　哲也に『守ってやりたいと感じる要素がひとつもない』と言われ傷ついたこともあったけど、その傷ですら悠馬さんが癒してくれた。

「眠れそうなら寝て。ここにいるから」

「はい」

　促されて目を閉じると、すぐに意識が遠のいた。




　翌朝目覚めると、悠馬さんが私のことをじっと見ていた。

「おはよう。気分はどう？」

「体が軽くなりました」

　彼はサッと手を伸ばして私の額に触れる。

「下がったみたいだ。よかった」

「悠馬さん、いろいろありがとうございました」

　寝たままでお礼を言うと首を振っている。

「もう夫婦になるんだよ。これくらい当たり前だ」

『夫婦』というフレーズに照れる。だけど、この上なく幸せだった。

　きっとこの先、つらいことも悲しいことも楽しいことも、全部ふたりで分け合って生きていくんだ。

「もう一日ゆっくり寝てて」

「はい。あの、ゼネラル製薬の伊佐治さんに――」

「もう昨日連絡を入れておいたよ。葉月が来ないと寂しいってさ」

　まさか伊佐治さんがそんなことを言ってくれるとは。

「確実に信頼を勝ち取ってるな。パートナーとしても上司としても鼻が高いよ」

　彼は目を弓なりに細め、優しく髪を撫でた。




　翌日から私は復帰した。

　すると、伊佐治さん以外にも私を待っていてくれたクライアントがたくさんあって、驚きを隠せない。

　婚約破棄の直後は、私の存在なんてこの世になくても誰も困らないんじゃないかと本気で思いつめていた。だけど、こつこつ仕事に取り組んでいるうちに、こうして必要としてくれる人ができた。

　大きな挫折をすると、悲しみのあまりよい面には目がいかなくなってしまうけれど、すべてがゼロになるわけでもないし、それからいくらでも這い上がれるんだとわかった。

　ドゥシャインの商品開発部に顔を出すと、なにやら紙袋を渡される。

「本城が北里さんは来ないの？と言ってましたよ。でも、残念ながら本日は出張で、これを預かりました」

「これは！」

「北里さんが紹介してくださった原料メーカーが製品改良をしてくれたおかげで、新しいラインナップができそうです。本城が、まさか専門商社を超えてくるとは思わなかったと感心しきりで」

　必死に学び、地道にクライアントを増やしてきたことが功を奏した。

「ありがとうございます」

「まだいくつか開発中ですので発売は先ですけど、とりあえずできあがった化粧水と乳液になります。使ってください」

　市場に出ていない商品を試させてもらえるの？

　しかも、わずかとはいえ自分が関わった商品だ。

「すごくうれしいです。ありがとうございます」

　努力が実った瞬間は、何度経験しても誇らしく気分が上がる。

　私は会社に戻ると、早速悠馬さんに報告を入れた。

「新ラインナップができるのか。北里、よく頑張ったな」

「ありがとうございます。ドゥシャインの商品開発への熱の入れ方を見ていると、これからまだまだ売り上げを伸ばしていく会社だと思います。私も置いていかれないように頑張ります」

　クライアントからも刺激をもらえるなんて最高だ。

「うん。期待している」

「本城副社長から試作品をいただきまして。あっ、今日はいらっしゃらなかったのですが」

　こっそりやきもちを焼いていたことを思い出し後半をつけ足すと、彼は苦笑している。

「私が使ってもよろしいですか？」

「もちろん。使って使用感をお伝えするといい。商品の改善に役立つかもしれない」

「はい」

　公私ともに充実し、私は幸せの絶頂にいた。




　次の日曜。悠馬さんと一緒に一ノ瀬のお父さまに会いに行くことになった。もちろん、結婚の挨拶に。

　弟の翔さんが時折私に洋服を差し入れてくれるようになり、今日はもらったばかりの紺のワンピースを纏ってみた。

　清楚で品があるそれを着こなせるのか心配だったものの、着替えた私を見た悠馬さんの「よく似合ってる」と頬を緩める姿にホッとした。

　一ノ瀬邸は閑静な住宅街の一角にある。

「これ、個人の持ち物ですか？」

　私が間抜けな質問をしたのは、あまりに立派すぎるからだ。

　立派なんてもんじゃない。門から家の玄関まで、車に乗ったまま移動するという広さ。都会の真ん中に突如現れたというような緑あふれる庭は、手入れが行き届いている。

「あはは。そうだよ。この庭でよく翔ともうひとりの弟の重しげ人とと一緒に走り回ったな」

　きっとかわいかったんだろうな、と思いを馳せながらも顔がこわばってきた。

　あらかじめ結婚の挨拶に行くと電話で連絡してくれたものの、どうやらお父さまに途中で切られたようだし。

「緊張してる？」

　ハンドルを握る彼はチラッと私を視界に入れて聞いてくる。

「はい」

「親父は堅物で。気分を悪くするようなことがあったらごめんな。でも、俺が守るから」

　私は大きくうなずいた。

　玄関に車を横づけすると、白髪交じりの初老の女性がすぐに出てきてドアを開けてくれる。

「いらっしゃいませ」

「久しぶりだね。葉月、お手伝いの坂さか井いさん。坂井さん、こちら北里葉月さんです」

　悠馬さんの紹介に合わせ会釈すると、坂井さんはそれ以上の深さで頭を下げる。

「ようこそおいでくださいました。お待ちしておりました。さ、こちらへ」

　坂井さんは歓迎してくれているようで、とりあえずはひと安心。

　洋風でお城のような大きな家の玄関に足を踏み入れると、大理石のフロアに緊張が高まっていく。

「旦那さまは応接室です」

「うん、ありがと」

　悠馬さんは靴を脱いでそろえた私にスッと手を出し、エスコートする。

　いよいよ対面だ。

　仕事でもこれほどまでに緊張したことがない。心臓が口から飛び出しそうで逃げ帰りたいような気分だった。

　悠馬さんはためらうことなく長い廊下を奥へと進む。そして、飴色の両開きのドアの前で立ち止まり、ノックをした。

「悠馬です」

「入りなさい」

　何度か耳にしたことがある社長の――いや、お父さまの声だ。

　私は背筋をビシッと伸ばし気合を入れた。

　開いたドアの先の豪華さに腰が抜けそうになる。悠馬さんのマンションのリビングも広くて驚いたけれど、それの倍くらいはあり、グランドピアノまで置かれている。そしてアンティーク調の家具に、きらびやかなシャンデリア。本当にお城に来たかのようだ。

「本日は結婚のご報告に参りました。彼女は北里葉月さんです」

「北里です。初めまして」

　私は会社で数回、姿を見かけたことがある。が、もちろんお父さまは私のことなんて知らない。

「座りなさい」

　お父さまの切れ長の目は、眼光鋭く私をとらえる。

　でも、ひるむわけにはいかない。悠馬さんと一緒に歩いていきたい。

　ソファに座り足をそろえると、悠馬さんが話し始めた。

「彼女はライフテクノロジー事業部に勤めています。優秀な営業です」

「事務ではなく営業なのか」

　お父さまは腕を組んだまま聞いてくる。

「そうです。今やライフテクノロジー事業部にいなくてはならないほどの存在です」

　悠馬さんがもち上げてくれるのを、うつむき加減で聞いていた。

「それで、有あり川かわのお嬢さんより、この人が勝っているところは？」

『有川のお嬢さん』というのは、先日見合いをした相手のことだ。とても挑発的な聞き方で、見合いを断ったことを腹に据えかねているんだと感じる。

「有川さんのことはよく存じませんので比べられませんが、彼女は向上心があり努力を怠らない素敵な女性です。私も負けてはいられないと刺激をもらえるような存在です」

　ハキハキと答えてくれる悠馬さんをあらためて好きだと感じる。

「そんな女性はいくらでもいる。問題は一ノ瀬家の長男の嫁としてふさわしいかどうかだ」

　やっぱり反対なのか……。

「営業をしているらしいが、そんな力を嫁には求めていない。悠馬を裏で謙虚に支えられるかどうかだけだ。悠馬は私のあとを継ぐんだぞ？　それなりの品格がなければ」

『裏で謙虚に』というのは、暗に仕事を辞めて家庭に収まれと言われているんだろうか。それに『品格』なんてものはもち合わせてはいない。

「彼女は十分私の支えになってくれています」

　悠馬さんがかばってくれたものの、お父さまは納得しない。

「悠馬はまだ社長という立場を理解してしない。妻は会社の仕事なんてできなくていい。一ノ瀬家を守るという大切な仕事がある」

「『会社の仕事なんて』とはいささか失礼です。彼女は三谷商事を支えているひとりですから」

　悠馬さんの反論がうれしい。だけど、お父さまはそんなスキルは必要ないとはっきり宣言した。

　今まで積み上げてきた努力を否定されたようで苦しいけれど、悠馬さんと結婚したいのならここは乗り越えなくちゃいけない壁だろう。

「海外のクライアントと夕食を共にすることもある。彼らが日本女性に求めているのは奥ゆかしさだ。時に和服を纏い、お茶をたててもてなすなんてことも必要になってくる。それがきみにできるかね？　有川さんはそのあたり、抜かりない」

　なるほど。それらが上流階級の花嫁修業の一環なんだろう。

「いつの時代の話ですか。今は女性も社会進出が著しく、彼女のように海外のクライアントとも対等にやり合える女性の営業は貴重ですし求められてもいますよ」

「それと一ノ瀬家の嫁とは別問題だ」

　お父さまは引く気配もない。

　どうしたらいいんだろう。これでは平行線だ。

　できれば仕事はこのまま続けたいし、悠馬さんからも辞めてほしいとは言われていない。悠馬さんの妻という立場と、営業というふたつの顔をもつのは無理なんだろうか。

　心配になり、ふと悠馬さんを見つめると視線が絡まる。彼は私の心配をよそに、一瞬微笑んだ。

「わかりました。私があとを継がなければよろしいですか？　三谷商事のトップでなければ、そんな配慮も必要ないですしね」

「はっ？」

　びっくりするような悠馬さんの発言に、お父さまが身を乗り出してくる。

「私は三谷商事の社長のイスより、彼女が大切です。継がないなら会社を辞めろということでしたら、今までのノウハウを活かして起業するまでです。私も彼女もたくさんのクライアントから信頼していただいていますので、すぐに軌道に乗るでしょう」

　とんでもなく大胆な話をしているのに、悠馬さんは飄々としていて、なんのためらいもないように見える。

「辞めるだと？」

「はい。彼女より大切なものなどないですから。仕事のかわりはいくらでもありますしね」

　まさかこんなことを言い出すとは思ってもいなかった。

　だけど、悠馬さんがあとを継がないなんてよくない策だ。

　だって、揚げ足取りばかりしてろくに努力もしない常務に社長のイスを渡さないという強い決意を胸に、今まで奮闘してきたはずだから。

　ようやく、それが実ろうとしているのに。

「あの……。和服を纏ってお茶をたて、お客さまをもてなすことができれば、認めていただけますか？」

　私は耐えきれなくなって口を挟んだ。

　お父さまの出した条件がひとつの例であるのはわかっている。だから、それができたところで嫁として認められないということも。

　でも、なにもできない私には、ひとつずつハードルを越えていくしかない。

「葉月？」

　悠馬さんは心配そうに私の顔を覗き込む。

「お父さまがおっしゃる通り、社長となる悠馬さんを支えられるような器ではないことは自分がよくわかっています。ですが、今は足りないところだらけでも、そうなれるように努力することはできます」

　今までだってそうしてきた。できないのならこれから頑張ればいい。

　道を開けるかどうかは今後の努力次第だと、悠馬さんが教えてくれた。

「奥ゆかしくなれるかどうかはわかりませんが、海外からいらっしゃるクライアントに失礼がない程度までは頑張る所存です。ただ、少し時間をください」

「葉月、そんなことはいいんだ」

　悠馬さんがそれを望んでいるわけではないとわかっている。でも、これが結婚の条件なら、喜んで乗る。

「それと、将来はわかりませんが、もう少し仕事を続けさせてください。失敗をしても温かく迎えてくださったクライアントがいます。その仕事はどうしても自分でやり遂げたいんです」

　もし、悠馬さんが海外赴任ということになれば、ついていきたい。もしかして彼は私に仕事を続けさせたくて単身で乗り込んでいくかもしれない。だけど、私がイヤだ。彼が社長のイスより私が大切と言ってくれたように、私も彼以上に大切なものなんてない。

〝仕事が恋人〟だと思っていた頃の私からは考えられないような心の変化だった。悠馬さんが意識を変えてくれた。

　そう訴えてもお父さまはしばらくなにも言わない。気に入らないんだろう。

「三カ月しか待たん。それでできなければあきらめなさい」

　三カ月でお茶の作法をマスターか……。仕事をしながらでは難しいかも。でもやるしかない。

「承知しました。時間をくださり、ありがとうございます」

　私が会釈をすると、悠馬さんが苦しそうな顔を見せた。




　一ノ瀬邸をあとにすると、悠馬さんは車を路肩に寄せて話し出す。

「葉月。あんな無茶を……。俺が説得するから心配しないで」

　もしかしたら彼に任せればうまくいくかもしれない。お父さまも見合いを破談にした怒りが収まっていないので、意地になっている気もするし。だけど、私ができることはしたい。

「いえ。悠馬さんの奥さんになるということは三谷商事のトップの妻になるということです。私にはその意識が欠けていました」

　彼はいつも会社の発展のために行動を起こし、私たち部下を引っ張っているが、まだ近い存在なので〝社長〟と言われてもピンとこない。だからその覚悟がなかった。

「いや、親父は有川さんとの縁談を断ったことを怒っているだけだよ。それと、自分の思い通りに俺が動かないことも」

「それもあるかもしれません。でも！　逆に考えればお茶がマスターできれば結婚してもいいと太鼓判を押されたんです。お料理じゃなくてよかったでしょ？」

『太鼓判を押された』は言いすぎだけど、そう考えて一歩ずつ進んでいくしかない。私は私で努力して悠馬さんとの結婚の意志を示し、悠馬さんは悠馬さんで説得してもらえれば、二倍の効果だ。なんて考えるのは甘いだろうか。

「料理じゃなくてよかったって……」

　彼は苦笑しているものの、ふと視線を絡ませ口を開く。

「葉月と出会えてよかった。こんなにいい女、他にはいない」

　そして優しいキスを落とした。

　道行く人に見られていないかドギマギする私と、余裕の笑みを浮かべている悠馬さん。一生この人には敵わない。

　彼は私の頭をポンと叩いてから、再び車を発進させる。

「悠馬さん、お願いがあります」

「なに？」

「私、どうせなら完璧にしたいので、着付けも習おうと思います。それで――」

「そんなに頑張らなくても」

　彼は目を丸くしているけれど、最初からそのつもりだった。

「頑張りたいんです。それだけ悠馬さんのことが好きなんだって伝わるといいなと思って」

「……ちょっと待て」

　悠馬さんが制してくるので、そんなに反対なのかな？と首を傾げる。

「運転中はキスもハグもできないだろ」

「えっ？　あはっ」

　そういう意味の『ちょっと待て』だったのね。

「で、なんだっけ？」

「あっ、それでやるからには全力を尽くしたいので、夕飯が作れなくなるかも……」

　今ですら手を抜きまくりの掃除も洗濯も、もっとおろそかになる。

「そんなことか。大丈夫。外食でもいいし、デリバリーも、俺が作った目玉焼きもある」

　彼はクスクス笑っている。

「目玉焼きばかり十個とかはちょっと……」

「うーん。俺も料理教室に通うか？」

「ダメです。悠馬さんのほうが料理上手なんて、私の立場がないでしょ？」

　悠馬さんは私よりずっと忙しいし責任ある立場にいる。仕事に集中してほしい。

　お父さまに思いきり反対されたのに、私たち、今わくわくしてる。

　彼との未来を手に入れられるなら、どんな壁だって怖くない。

　こんなに結婚に必死になっていることがおかしいけれど、前に進めないでいたときの自分より今の自分が好きだ。

　私は弾んだ気持ちを胸に、彼との結婚生活に思いを馳せた。




　それからすぐに着付けとお茶の先生に師事し、どちらかに通う日々。といっても仕事もおろそかにすることはできず、残業を避けられない日は休まなければならないので時間が足らず、必死だった。

　最低でも半年は通うべきだと言われたお茶の教室も、悠馬さんのつてでマンツーマンで指導してくれる先生を紹介してもらい、励んでいる。が、この先生。とても厳しい。

「手首を動かすようにと言いませんでしたか？」

「そうでした。すみません」

「背筋が曲がっていますよ！」

「はいっ」

　終始叱られっぱなし。最初は緊張でなにを注意されたのか覚えていられないほどだった。

　一時間半の教室が終わり帰ろうとすると、「葉月」とどこからか声がする。

「悠馬さん！　迎えに来てくれたんですか？」

　うしろに悠馬さんの姿を確認し、すぐにでも駆け寄りたいところだけど、足がしびれていてそっとしか歩けない。

「ははっ、もしかしてしびれてる？」

「わかります？」

　へっぴり腰の私に気づいた彼は盛大に笑っている。そして、つかつかと歩み寄ってきて軽々と私を抱き上げた。

「なにしてるんです？」

「歩けないんだろ？」

「皆、見てますから！」

　駅前の大通りは、二十時半とはいえまだまだ人通りが多い。

「見られたっていいじゃないか」

「恥ずかしいでしょ？」

「いや。全然」

　彼はニッと笑って長い足を先に進め、近くのコインパーキングに停めてあった車に連れていってくれた。

「今日も頑張ったんだな」

「たくさん叱られましたけど」

「あの先生、なかなか厳しいね」

　何度か悠馬さんも覗きに来たので知っている。

「今日は頑張る葉月にプレゼントがあるんだ」

「プレゼント？」

「そう」

　彼はチラリと後部座席に視線を送る。

「えっ！　もしかして着物ですか？」

「うん。実は三月の下旬に、ドバイから石油の取引がある企業のトップが来日するんだ。親父がそのときに葉月にお茶をたててほしいと言い出して」

　ドバイのお客さまか……。

「もしまだ無理そうなら断る――」

「間に合わせます」

　約束の三カ月より半月ほど早いし、あと三週間しかない。だけど着付けは大体できるようになったので、あとはお茶だ。

「無理してない？」

「ちょっとくらい無理してもクライアントの要望に応えるのが商社マンでしょ？」

「たしかに」

　大丈夫。これを乗り越えれば悠馬さんと結婚できる。

　そう考えれば、ちっとも苦ではなかった。




　茶会当日は天気のいい土曜だった。

　お父さまと悠馬さんは、朝からドバイからのお客さまが宿泊するホテルで、三谷商事のエネルギー事業部の担当者とともに仕事の打ち合わせに参加している。

　そのあと昼食を済ませてから、趣のある神社の片隅に建つ茶室に来てもらうことになっていた。

　私は昼頃から、悠馬さんが今日のために用意してくれた淡藤色の着物を纏い、準備万端。家でも練習を積んだおかげか、着付けはうまくいったと思う。

　ところが、待っている間に緊張が高まってきて、気分が悪くなってきた。

　ダメだ。気分転換しよう。

　約束の時間までまだ二十分ほどあったので、境内を散歩することにした。

　数本あるソメイヨシノのつぼみがほころび始めていて、愛らしい。もう少し来日が遅ければ、満開の桜を見せてあげられたのにと残念に思う。

　しかし、開花は気候に左右されるので、日程を合わせるのは難しそうだ。

　気持ちを落ち着かせるために『どうかうまくいきますように』と心の中で祈りながら、桜の木の下で空を見上げて深呼吸する。

　やれるだけのことはやった。あんなに私を叱っていたお茶の先生も、最後には『ここまでよく頑張ったわね』と褒めてくれた。

　入念に準備をした仕事は、自信をもって進められる。故に成功に結びつく確率が高い。きっと、それと一緒だ。

　全力を傾けた自分を信じよう。

　そんなことを考えていると、砂利を踏みしめるような足音がして振り向いた。

「あっ……」

　もうお客さまが来てしまったようだ。

　慌てて茶室に戻ろうとすると、「葉月」と悠馬さんに呼ばれ、足を止める。

　彼の隣にはさらに大柄で、白い服にグトラと呼ばれる布を頭からかぶった男性が立っていた。

「すみません。すぐに準備を」

「彼が、あの女性は？としきりに葉月のことを気にしていてね。もうすぐ私の妻になりますと説明したところなんだよ」

「こんにちは。アリー・ナセルです」

　大柄の男性が片言の日本語で挨拶をしつつ私に手を差し出し、握手を交わす。

「北里葉月です」

　それからナセルさんは、悠馬さんに英語で「きみの妻でなければ、連れて帰って三番目の妻にするのに」なんて話しかけている。

　私が英語を聞きとれないと思っているに違いない。

　でも、三番目って！

　そういえばあちらは一夫多妻制だった。文化が違うのは知っているが、私はやっぱり一番目がいい。いや、旦那さまにとって唯一無二の存在でないとイヤだ。

　悠馬さんは私がナセルさんの会話を理解していることがわかっているので、アイコンタクトしてくる。そして軽く口角を上げたあと、「残念ですが、彼女は私のものですからあきらめてください」なんて言い返しているので、目が点になった。

　その様子をお父さまもうかがっている。お父さまも英語が堪能なので、やり取りがわかっているはずだ。

　それにしても、まだ認められたわけではないのに『妻』なんて言って大丈夫なのかしら？

　そんなことを考えてしまい、ドキドキしながら茶室へ案内した。

　お父さまや悠馬さんがナセルさんと楽しそうに会話を交わしている。しかし、私がお茶の準備を始めると全員口をつぐみ、手元に視線を送るので冷や汗が出る。

　大丈夫。あんなに練習してきたでしょ？

　私は自分に言い聞かせてから、作業を続けた。

　まずは茶わんや茶ちゃ筅せんを温めるところから。一度お湯を捨て布巾で拭きとる。

　抹茶をたてるといえば、茶筅で攪かく拌はんするところしか思いつかなかったド素人しろうとの私が、こうして大切なお客さまの前でお茶を振る舞っているなんて不思議だ。

　だけど、こうした文化に触れることができたのは、ちょっぴり無理難題を課してきたお父さまのおかげだと思うようにしている。

　それから、先生に散々注意された茶筅の動かし方に神経を集中させ、しっかりと手首を使い泡立てていく。私は裏千家の作法を習ったので、泡がしっかり立つのが正解だ。

　なんとか先生に合格をもらったようにはできて、まずはナセルさんの前に置いた。

　すると彼は、悠馬さんにどうやって飲むのかを尋ねている。

「葉月、ここに座って教えて差し上げて」

「えっ？」

「実践するのが一番わかりやすいから」

　悠馬さんはそう促すと、立ち上がって私と場所を交代する。

　もてなす側が客側に座るなんてとは思ったものの、言葉で説明するよりやったほうがわかりやすい。

　私はなにも入っていない茶碗を自分用に持ち、英語で説明を始めた。

「葉月さん、英語じょうずですね」

　ナセルさんのほうが日本語を使うのがおかしい。だけど簡単な言葉しかわからないようなので、お礼を言ったあと茶碗の回し方や回す理由などを伝える。

　それからナセルさんは、抹茶の苦さに顔をしかめたものの、全部飲んでくれた。

　そして私に「あなたのような素敵な女性に、日本の文化を教えてもらえてラッキーです」と英語で言われ、今までの苦労が吹き飛んだ。

　大成功だったのだ。

　どうやら私はナセルさんに気に入られたらしく、ホテルまで見送りをしてほしいと頼まれ、用意されていたリムジンに乗って移動することになった。その間、英語で会話が弾み、石油市場の現況や、ナセルさんの会社は今後、世界を相手にどう展開していくつもりなのかまで深く聞き出すことができた。

　そのうえ、ドバイにも来てほしいというお誘いまで受けて、恐縮しきり。

　一ノ瀬邸に行ったときはあんなに険しい顔をしていたお父さまも、今日は表情が柔らかい。

「ありがとうございました。またお会いできる日を心待ちにしております」

　ホテルの玄関で頭を下げると、ナセルさんは私に近寄ってきて満面の笑みを浮かべた。

　そして「日本が気に入りました。仕事でもあなたが窓口だとよかったのに」なんて最後に言われ、なんだかうれしかった。

　ナセルさんとおつきの人たちが去ったあと、「葉月、お疲れさま」と悠馬さんがねぎらってくれる。

「喜んでいただけたようで、よかったです」

　私が返事をすると、悠馬さんは隣にいたお父さまに向かって口を開く。

「彼女は完璧にホスト役を務めましたよ。それに、仕事はできなくていいとおっしゃっていましたが、ナセルさんとあのように会話を弾ませられるのは、彼女の英語力と日頃鍛えている営業力のおかげです」

「まあ、そうだな」

　お父さまがボソリと漏らすので、目が大きくなる。

　もしかして、認めてもらえるの？

「葉月は、私の妻にふさわしい女性です。もちろん、三谷商事の社長の妻としても合格だと思いますが」

　悠馬さんはもうひと押ししている。

「正直、きみのコミュニケーション能力の高さには驚いたよ。まさか、石油の話までできるとは」

　あらかじめ悠馬さんに教えてもらっておいたのが役に立った。

「いろいろ言ったが、悠馬を頼んだよ」

「あ、ありがとうございます。精いっぱい頑張ります！」

　もしかしたら次の課題を与えられるかもしれないと身がまえていたので、心からホッとして、脱力するほどだった。

「悠馬。社長就任を見据えて、半年後にはエネルギー事業部に配置換えする。準備しておきなさい」

「はい」

　しかも、悠馬さんの社長就任という道筋を示され、喜びがこみ上げてくる。

　上司でなくなるのは残念だけど。

　それからお父さまは秘書と一緒に帰っていった。

「悠馬さん、おめでとうございます！」

「ありがとう。今日、親父が俺をナセルさんに会わせたのはそういう目論見もあったんだな。だけど、まだまだこれからだ。お世話になるよ、奥さん」

『奥さん』なんて言われると、照れくさい。

「疲れただろう？　とにかく帰って着物を脱ごう」

「はい。帯がきつくて、実は限界です」

　奥ゆかしいとは程遠い私だけど、これで悠馬さんと結婚できる。

「目が潤んでる。そんなにつらい？」

「これは……そうじゃなくて」

　うれし涙のほうだ。

「それじゃあ……俺と同じ気持ちかな？」

　彼は私をじっと見つめてにっこり微笑む。

「多分」

　見られているのが恥ずかしくなりうつむいて返事をすると、グイッと腰を引かれ抱きしめられる。

「幸せにする」

「はい」

　哲也のことがあり、あきらめていた最高の幸福が訪れた瞬間だった。

　私たちはそのあとタクシーで帰宅した。

　着物を脱ぎ、翔さんが私のために作ってくれた淡いピンクのワンピースに着替える。今日の桜のつぼみを連想するような優しい色だ。

　頑張ったご褒美に、またレストランのフルジェンテに連れていってくれるんだとか。

「あのお店、すごくおいしかったのでうれしいです」

「好きな物食べて。ワインも好きなだけ」

「酒豪みたいな言い方はやめてください」

　それほど強いわけじゃないのに。

　反論すると彼はクスクス笑っている。

　結婚を許された私たちは、笑顔が止まらない。

　再びタクシーに乗りフルジェンテまで行くと、前回とは違い個室に案内された。

「こんなお部屋があるなんて」

「前は急だったから空いてなかったんだ」

　それじゃあ、今日ここに来ることはあらかじめ決めていて、予約してくれたのかな。

　テーブルの上には生花が飾られていてとても素敵。

　彼がワインをセレクトして注文してくれたあと、メニューを渡され迷い始める。

「なにを食べる？　コースでメインをチョイスでもいいし……」

　どういう組み合わせがいいのかなんてまったくわからないので、コースが助かる。だけど彼の妻になるのなら、スマートにオーダーできないといけないのかな。

「どうした？」

　黙り込んでそんなことを考えていたからか、彼に尋ねられた。

「私、野菜とかお魚の旬もわからないし、料理の組み合わせも、注文する順序もいまいち把握していなくて。それではダメなんだろうなって」

「そんなことを気にしてたの？　わからないときはコースやお任せにして、苦手な物だけ伝えればいいんだよ。それを繰り返していると旬がなんなのかわかるようになってくる」

　悠馬さんも最初はそうだったのかな。

「だけど、俺とふたりのときは好きな物を好きなように食べればいい。形式や常識なんてどうでもいいじゃないか。茶会のとき、客側の席に座ってナセルさんにお茶の飲み方を教えたら喜んでいただろ？　本来はすべきではないことだって、おもてなしとしては正しかったんだよ」

　なるほど。臨機応変ということか。仕事でも大切なことだ。

「一ノ瀬家の嫁だから、社長の妻だからやっちゃいけないことなんてひとつもない。葉月は葉月らしく、俺と一緒に人生を歩いてほしい」

「はい」

　そこに赤ワインが運ばれてきた。おそらく私が甘口を好むことを知っている彼は、そういう銘柄にしてくれていると思う。

　いつもそうしたさりげない気遣いがうれしい。

「乾杯」

「乾杯」

　グラスとグラスを合わせるとカチンと高い音が響く。

　やっぱり甘めだった。だけど酸味も残っていて、コクもある。まさに私好みのワインだ。

　ひと口飲んでテーブルにグラスを戻すと、悠馬さんが私をじっと見つめているのに気がついた。

「葉月。あらためて。結婚しよう」

　彼は驚く私に手を伸ばしてきて左手を持ち上げ、薬指に大きなダイヤが輝く指輪を差し入れた。

「悠馬さん？」

　これ、婚約指輪だよね。いつの間に用意したの？

　しかも、真ん中のダイヤは見たことがないほど大きく、その周りを囲むメレダイヤもそれに負けないほど輝いている。

「俺は葉月を絶対に手に入れると心に決めてた。でも葉月はそれでいいのかって、本当は迷いもあった」

　どういうこと？

「さっきも言ったように、俺は社長夫人だからこうしてほしいと望んでいることはなにもない。葉月は葉月らしく生きていってほしい。だけど、今日のように引っ張り出されることがないわけじゃなくて……」

　彼は少し困った顔をして続ける。

「今回も随分無理をさせたと思う。俺は一生葉月だけを愛するし、その気持ちに偽りはないけど、それは葉月に犠牲を強いることにならないかと」

　そんなことを考えていたんだ。

「でも、日に日に好きな気持ちが増していくんだ。勝手かもしれないけど、やっぱり我慢できない。葉月と一緒に生きていきたい」

　彼がそこまで私のことを心配していたなんて感無量だ。

「私、犠牲だなんて思ってません。今回の着付けもお茶も、大変じゃなかったとはとても言えませんけど、悠馬さんとの未来のために努力できる自分は嫌いじゃないんです」

「葉月……」

「それに、海外のクライアント相手でもバリバリ仕事できるかもしれないなんて、商社マンとしての自信までつきましたし」

　今までだってひとつずつスキルを身につけて、できることが増えてきた。それと同じこと。

「この先、悠馬さんの妻としても商社マンとしても、なにかしでかしてしまうかもしれません。でも、そのあと必ず挽回します。だから、そばに置いてください」

　婚約破棄から、つらくて涙する夜もあった。もう一生、ひとりで生きていくんだと覚悟もした。でも、彼が失敗は終わりじゃないと教えてくれたから、今こうして最高の幸せを手にすることができている。

「もちろんだよ。俺も負けないように頑張らないと。ふたりでもっと上を目指そう」

　彼はとびきり優しい笑みを浮かべ、私に視線を絡ませる。

「はい」

　悠馬さんのビジネスマンとしての腕は一流で、部長として部下を引っ張る能力に長たけていることは、もう周知の事実。

　だけど彼がまだ満足していないことを私は知っている。常に高みを目指している姿は尊敬に値する。

　私も彼にならって、より高いところに進んでいければいいな。

　それからふたりでおいしい料理を楽しんだ。

「このお魚すごくおいしい。どうやって作るんでしょう？」

「葉月。いきなりこれを作るのは無茶だぞ。とりあえず塩焼きから」

「ふふふ。この前の塩辛すぎましたもんね」

　ちょっぴり苦手な料理も、少しずつ上達していけるように頑張ろう。

「今度、エビチリに挑戦しようと思ってるんです」

「なんでまた。難しそうじゃないか」

「だって悠馬さん、エビ、好きでしょ？」

　彼はレストランに行くと、よくエビを注文する。お肉も好きだけどエビも好物なはず。

「盛大な愛の告白、ありがとう。俺のこと、本当によくわかってる」

「告白したわけじゃ……」

　そういうつもりはなかったんだけど、好きな人のことは気になるものでしょ？

　照れくさくて視線がキョロキョロと宙を舞う。

「耳、赤いけど？」

　もう、イジワル！

「俺もこのあふれそうな気持ちを、もっと葉月に伝えたいな」

「えっ？」

　私が首を傾げると彼が少し身を乗り出してくるので、私も近づいた。

「ベッドの上でたっぷりと」

　そして艶やかな声で囁かれ、フォークを落としそうになった。




　――彼となら、どこまででも走っていける。まだ知らない明日へ向かって。
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輝く彼女と幸せな日々　Ｓｉｄｅ悠馬




　エネルギー事業部に異動になってから三カ月。

　葉月は十二月いっぱいで、長年勤めてきた三谷商事を退職することとなった。

　それは一月から俺がワシントン支社へ異動することが決まったからだ。

　もともとエネルギー事業部で重要な拠点を任せたいと考えていたらしい親父が、ワシントン駐在を視野に入れていて、日本で世界の取引を把握したあと派遣されることとなった。

　アメリカはエネルギー消費国というイメージが大きいが、実は近年、シェールガスやシェールオイルの開発がすさまじい勢いで進み、今や天然ガス、原油共に世界で有数の生産量を誇っている。

　アメリカ産の安い天然ガスを輸入できるようになったため、どの商社も注目していて、アメリカは最重要拠点となっている。

　競争の激しいアメリカで三谷商事のシェアを拡大してさらに実績を作るのが俺の任務というわけだ。

　このやりがいのある仕事に期待に胸を膨らませてはいるけれど、葉月のことだけが気になっていた。

　全力で仕事に取り組み、ライフテクノロジー事業部でも頭角を現している彼女から本当に仕事を奪ってもいいのか。俺が単身赴任すべきではないのかと。

　だけど、異動の話をしたとき『ついていきます』とふたつ返事だった。しかも『離れるなんて耐えられない』と耳を真っ赤にして彼女がつぶやいたとき、葉月を妻にできた喜びをひしひしと感じ、抱きしめていた。

　彼女はゼネラル製薬をはじめとするたくさんの得意先の担当者に惜しまれつつ会社を去り、ふたりでワシントン行きの飛行機に乗り込んだ。




「うわー、素敵！　こんなところに住めるんですか？」

　俺たちが住居に選んだのは、ワシントンＤ．Ｃ．郊外のメリーランド州。ワシントンのオフィスに近く、なおかつ自然豊かで環境が最高だ。

　東京ではマンション住まいだったが、こちらでは庭とプールつきの一軒家を借りることができ、葉月がはしゃいでいる。

　仕事を手放させてしまったことを少し後悔していたけれど、その笑みを見て連れてきてよかったのかなとも思った。

　葉月の言う通り、こんなにかわいい彼女と『離れるなんて耐えられない』し。

「悠馬さん、見て見て。キッチンもこんなに広い！　冷蔵庫、大きすぎ」

　彼女は家に入ると早々にキッチンに走っていき、目を丸くしている。

「ホントだ。日本ではまずない大きさだね」

　家具も電化製品もあらかじめ用意されている家を人事に探してもらい、写真だけで決めたのだが、ここで正解だった。

「思う存分、料理できますね」

「おぉ、卵焼きとか、目玉焼きとか……」

　やっと黄身を壊さず卵を割れるようになった俺は、休日の朝食にときどき目玉焼きを振る舞っている。割って焼いただけなのに、彼女は『すごくおいしい』と笑顔で食べてくれるので、いちいちキスをしたいくらいだ。

「ふふふ。私も頑張ろ」

　彼女の料理の腕は日に日に上がっていて、もう俺は追いつけない。

「葉月、来てごらん」

　俺はリビングのカーテンを開け放った。

「お庭も素敵！　プールがついてるなんて、東京じゃありえません」

「うんうん。贅沢だね」

　せわしない生活に慣れてしまっている俺たちだけど、ホッとひと息つけるような光景に癒してもらえそうだ。

「こっちの駐在員に聞いたんだけど、もう少し温かくなるとウサギやリスが遊びに来たりするんだってさ」

「えっ……」

　葉月は目を丸くして驚いたあと、満面の笑みを浮かべる。

「お友達にならなくちゃ」

「お友達ときた」

　思わず噴き出すと、彼女も白い歯を見せた。




　それから三カ月。俺も仕事に慣れてきて少し余裕ができてきた。

　葉月は俺がいない日中はスーパーに行き、珍しいものを探すのが日課となっている。

「悠馬さん、これ見て！　今日、ドライフルーツのお店を見つけて、こんなに買っちゃった。マンゴーでしょ、キウイに、メロンまであったの。ヨーグルトに入れるとおいしそう」

　家に帰った途端目を輝かせて報告してくれるけど、こっちに来て少し痩せた気がする。

　食欲が落ちているのも気になり尋ねてみたものの、「仕事をしていたときみたいに動いてないから、お腹が空かないの」なんて言っていた。

「ほうれん草もいっぱい買っちゃった。これを使って、明日はグラタンに挑戦しようと思ってるんですよ」

「それは楽しみ」

「あっ、ごめんなさい。着替えてもいないのに」

　俺の帰りが待ち遠しくてたまらないという感じで、彼女はいつも玄関で話し始める。

　日本にいるときはこんなことはなかった。

　テンション高めに話してはいるものの、彼女の笑顔にはどこか影がある。ワシントンの生活にうまくなじめていないのかもしれないと心配している。

「葉月。一緒に風呂に入ろうか」

「えっ？　お風呂はちょっと……」

　たちまち頬を赤らめる様子を見て、いじめたくなる。

「どうして？　もう葉月の体で知らないところなんてないんだよ。今さら恥ずかしがらなくても」

「な、なに言ってるんですか！」

「いいから、おいで」

　俺は彼女の腕を引き、バスルームに向かった。

「恥ずかしいですから」

　必死に離れようとする葉月をうしろから抱えるようにしてつかまえ、バスタブに浸かる。

　シャワーで済ませることが多いアメリカで、大きめのバスタブがあるこの家は、なかなか日本人向きだと思う。

「さて、これで逃げられない」

「えっ？」

　彼女が怪訝な声を出し、顔をうしろに向けるので、こらえきれなくなり唇を奪った。

　先に話をするつもりだったのに、かわいくてつい。

　すると、たちまち体を赤くする彼女に欲情してしまうものの、とりあえず我慢だ。

「最近、元気がないね」

「そんなことないですよ。元気いっぱいです」

　即座に否定しているけれど、俺のほうを向こうとしない。

　いつもきちんと目を見て話してくれるのに、こういうときはたいてい隠していることがある。

「葉月、こっち向いて」

「恥ずかしいですって」

　小さく首を振り拒否する彼女のお腹に手を回し、グイッと引き寄せ密着した。

「ち、ちょっ……」

「葉月がこっちを向かないのが悪い。寂しいだろ」

　耳元で囁くと、体を固くしている。

　いつまでも初々しくて今すぐにでも貫きたい衝動に駆られるが、問題を解決してからだ。

「葉月」

　なにも言わない彼女にもう一度声をかけてから、少し強引に体を回しこっちを向かせた。

「ヤッ……」

　すると俺に体を見せまいとしているのか自分から抱きついてくるので、たまらない。

「なぁ。なんでも言って。お前に元気がないと心配で仕事が手につかない」

　肩下十センチほどに伸びたサラサラの髪を撫でながら話す。

「私……」

「うん」

「ずっとお仕事をしていたから、急にやることがなくなって、なにをしていいのかわからなくて」

　そっか。あんなにバリバリ働いていたんだから無理もない。やっぱり、連れてくるべきじゃなかったんだろうか。

「そうだったのか」

「あっ、でもワシントンに来たことに後悔はありません。悠馬さんと離れて暮らすなんて、どうしても無理なんです」

　俺だって、数日間の出張ですら気が狂いそうだった。何年になるかわからないワシントン駐在に彼女がいないなんて、我慢できないだろうな。

「ごめん。俺のせいだね」

「違います！　そう言うと思って今まで黙っていたんです。私は悠馬さんが生き生きと働いている姿が好きなんです。三谷商事のために力を尽くす悠馬さんが。だから、ワシントンで輝いている悠馬さんを見ているのは本当にうれしくて」

　そんなふうに思ってくれていたんだ。

「ただ、ずっと悠馬さんの背中を追いかけてきたから、一気に置いていかれたような寂しさが……」

　葉月が俺を目標にしていたのは知っている。だから、そんな気持ちにもなるんだろう。

　やっぱり、彼女を家に閉じ込めておくべきじゃない。

「話してくれてありがとう。ちょっと時間くれない？」

「時間？」

　ようやく俺から少し離れて視線を合わせる。

「うん。上とかけ合ってみる」

「上？」

「それより、我慢が限界なんだけど」

　彼女の腰に手を回し逃げられないようにしてからつぶやくと、視線を逸らして固まっている。

「な、なにが……」

「わかってるだろ？」

　途端に目をキョロキョロさせる葉月はなんとかして逃げようとするけれど、逃がすか！

「明日は休みだし、朝までする？」

「し、しません！」

　のぼせたかのように顔を真っ赤にして首を振る葉月に唇を重ねた瞬間、愛しい気持ちが抑えきれなくなり、柔らかな胸に手を滑らせた。




　それから三日後。

「葉月、いい知らせだよ」

　帰宅して早々、出迎えてくれた彼女にそう告げると、首を傾げている。

「お仕事、うまくいったんですか？」

「まあ順調に推移してるけど、そうじゃなくて葉月のこと」

「私？」

　このキョトンとしている顔もかわいくてたまらない。

「うちの事務所で働かない？」

「私が？」

　彼女は信じられないのか、瞬きを繰り返し呆然としている。

「人員が足りなくて、ずっと秘書的な役割ができる人間を探してたんだ。でもなかなか適任の人がいなくてね。で、お前の話を聞いていて、ここにいるじゃないかって」

　こんなに有能な人間が近くにいたのに、退職しているという理由だけで思いつきもしなかった。

「でも……」

「パートタイムジョブで上と相談してる。もともと営業としてバリバリ活躍していたと伝えたら、乗り気で。葉月さえよければ一度事務所に来てほしいと」

　そう伝えると彼女の表情が一気にパアッと明るくなり、この選択は間違っていなかったと確信した。

　葉月は外の世界で羽ばたいてこそ輝くんだ。

「悠馬さんは、いいんですか？」

「当然だろ。葉月の輝いている姿が見られるなら、大歓迎だよ。俺のサポートにつけてほしいと頼んだくらいだからね」

　その件はまだどうなるかわからない。

　日本ほど夫婦で一緒に働くことに拒否感はないし、夫婦で勤めている者は他にもいるけど、人員が足りていないところが優先になるはずだから。

「あぁっ、うれしい。また悠馬さんと一緒に働けるなんて……」

　うっすら涙を浮かべている姿に驚いた。葉月は、かけがえのないものを犠牲にしても俺を優先してくれたんだと思うと、胸がいっぱいになった。

「早く気づいてやればよかった。ごめんな」

　彼女は笑顔で首を振り抱きついてくる。

「悠馬さん、大好き」

「あれ、煽ってるの？」

　そう茶化すと、葉月の耳がたちまち真っ赤に染まる。

　煽られなくても抱くけどね。

「違いますっ。夕食、できてますから」

　あはは。焦りまくる彼女がかわいくて、当分からかうのをやめられそうにない。

「今日はなに？」

「久々に肉じゃがです。そろそろ和食が食べたくて」

　俺もそう思ってた。気が合うな。

　彼女の肉じゃがは、付き合い始めた頃とは比べものにならないほど上達している。ジャガイモにもよく味が染みていて毎回楽しみだ。

「実はスーパーで日本酒を見つけたんです。和食にちょうどいいと思って。……なんて、先に日本酒を見つけたから、肉じゃがになったんですけどね」

　笑顔でネタばらしする葉月をつかまえ、額にキスを落とす。

　やることなすことすべてが、愛おしくてたまらないよ。

「それはうれしい。着替えてくる」

　突然のキスに驚いたのか、目が点になっている彼女にそう伝えてから、着替えに向かった。

　探求心が止まらない彼女は、休日に一緒に買い物に出かけると、俺を通訳に使おうとせず店の人とのコミュニケーションを楽しんでいる。時には聞き直していることもあるけれど、そうやって英語力を鍛えているに違いない。

　少しブランクはあるが、葉月なら絶対に大丈夫。

　ネクタイを外しながら、そんなことを考えていた。




　葉月は即採用となり、同じ事務所で働き始めて半年が経過した。

　残念ながら俺専属のサポートというわけにはいかず、主にまだ一年目の新人たちのサポート係となった。

「スティーブ。うまくいかないこともあるよ。でも、そこで終わっちゃダメ。次にどんな手を打つか一緒に考えましょう」

　少し離れた席から、葉月の声が聞こえてきて誇らしくなる。

　スティーブはとても優しい男だけれど、ちょっと押しが弱い。それをずっと心配していたものの、葉月のコントロールが秀逸で積極的になってきた。それに、他の新人たちも笑顔で働けている。

　事務担当のサポート要員なのに彼女はすっかり頼られていて、スティーブの成績はうなぎのぼりだ。

　そして俺も、同じオフィスで葉月の生き生きとした姿を見られて大満足している。

　十六時になり、彼女はひと足先に帰宅していく。

　すると俺のデスクの近くを通りかかったスティーブに「葉月さんは優しいですね」と満面の笑みで言われ、妙にくすぐったい。

「葉月さんみたいな恋人がいたら――」

「ダメだぞ、絶対。葉月は俺の妻なんだ」

　スティーブの発言に焦った俺は、とっさにそう口走った。すると彼はニヤニヤ笑う。

「マネージャーもそんなことを言うんですね。でも、心配いりません。葉月さんも一ノ瀬マネージャーのことをいつも褒めてますから、仲がいいことはわかっています」

「褒めてる？」

　そんな話をしているのか？

「葉月さんは多分無意識ですけど、僕が困るといつも『一ノ瀬マネージャーならこうするわ』って教えてくれるんです」

　それは知らなかった。だけど、一緒に仕事をしていたときの俺の言動をインプットしていて、それを新人たちに伝えているんだろう。

　ライフテクノロジー事業部よりはるかに規模が大きく、俺たち数人の上に立つ者だけでは目がいき届かないこともあるので、非常に助かる。

　期待以上の活躍ぶりを見せる葉月を引っ張ってよかった。

「今日も、『失敗のあとは逆転ホームランを打てばいいのよ』と励まされました。マネージャーにそう教えられたって」

　参ったな。気恥ずかしいじゃないか。

「まぁね。それより、その失敗とやらは取り返せそう？」

「はい。葉月さんと次の手を考えています。近日中には逆転ホームランを打ってみせます」

　スティーブってこんなに強い男だっただろうか。もっと打たれ弱い印象だったけど、葉月のおかげで成長しているんだろうな。

　週末は、頑張る彼女とゆっくり過ごそう。たまにはなにもしないという贅沢もいい。

　俺は彼と話をしながら、葉月のことばかり考えていた。




　そして土曜がやってきた。

　秋の風が心地よく、空は雲ひとつない快晴で出かけるには最適だ。ときどき庭にやってくるリスを家の中からこっそり観察している葉月。「近寄ってみればいいのに」と言っても、「驚かせたらかわいそうでしょ」と、リスのことが優先だ。

　そんな優しい彼女はどれだけ忙しくても笑顔を絶やさず、俺のオアシス的存在になっている。

　東京の生活はとても便利だったし楽しかったけれど、ここメリーランドの生活はまた別の意味で楽しめる。

　朝は鳥のさえずりで目が覚めて、二階のベッドルームの大きなベランダに出ると思わず深呼吸したくなるほど空気がうまい。

　仕事が楽になったわけではないのに、とてもリラックスできているように感じている。

「うーん」

　今朝もベランダで大きく伸びをしていると、起きたばかりの葉月も隣にやってくる。

「涼しくなってきましたね」

「うん。俺、ずっと都会暮らしだったけど、こういう生活もいいね」

　少し前までは夜になると無数の蛍が飛び交い、幻想的な雰囲気を醸し出していた。

　それを毎晩彼女と一緒に観察するのが日課だった。

「はい。でも私、悠馬さんと一緒ならどこでも……。あっ」

　思わずという感じでそう漏らした彼女は、顔を覗き込むとハッと口を押さえる。

　そんなにかわいいことを言うと、今すぐ抱きたくなるだろ。

「俺もだよ。葉月がいない生活なんて、もう考えられない」

　俺は彼女の腰に手を回して引き寄せ、唇を重ねる。

　鼻から抜けるような甘いため息をつきながらしがみついてくるのが愛おしくてたまらない。彼女を妻にできて本当によかった。

「ちょっと出かけようか。パン屋でサンドウィッチを買って、公園でのんびりしない？」

「いいですね。準備します」

　彼女の笑顔は疲れた心や体に最高のカンフル剤になる。それだけでまた頑張れる。

　葉月はうれしそうにはしゃぎながら、部屋の中へと戻っていった。




　近所にあるお気に入りのパン屋は、焼き立てのパンに好きな具をトッピングしてサンドウィッチを作ってくれる。

　卵やハム、そしてレタスとトマト。何種類も贅沢に詰め、最後はソース。このソースが絶品で、俺たちが気に入っている理由だ。

　葉月がこれをまねて何度かソースを作ってみたもののちょっと違う。彼女の作ったサンドウィッチも十分うまいんだけど。

「悠馬さん、そんなに食べられます？」

　そう聞いてくるのは、ローストチキンのサンドウィッチを追加したからだろう。

「これもうまいだろ？　葉月も食えよ」

　ふたりでシェアできる幸せ。家族になれて本当によかった。

　家から徒歩十分ほどの距離にあるく大きな公園は芝しば生ふが一面に敷き詰められていて、子供たちの笑い声が広がっている。

　俺たちは大きな木の木陰に陣取った。

　葉月が足を投げ出して座ったので、そこに頭を乗せて寝そべる。

「ち、ちょっ……」

　彼女は真っ赤な顔をして目をキョロキョロさせている。照れくさいのかな。

「誰も見てないって」

「見てますよ！」

　たしかに、人が多いので見られてはいるだろうな。だけど、気にしている人なんていないぞ。

「たまには甘えたいんだ」

「悠馬さんが？」

　長い間上司だったので、会社での立場は逆だった。でも、俺だって葉月に全部委ねたくなるんだよ。

「そう。ダメ？」

「ふふふ。いいですよ」

　見上げると視線を合わせてうなずく。

「悠馬さん、働きすぎでは？」

「いや。俺には目標があるから大丈夫」

「三谷商事を引っ張るっていう？」

　葉月は首を傾げる。

「それもあるけど、葉月を幸せにするっていう目標のほうが大きいな」

「私を？」

「うん。人生最大の目標。絶対に達成する」

　そう伝えると、はにかんでいる。

「それじゃあ、もう達成しちゃったじゃないですか。私、すごく幸せですから」

　無意識なのか彼女は俺の髪に触れてくる。そんな些細な行為ですら愛おしくて、胸がいっぱいだ。

「ありがと。俺も幸せ。けど、もっともっと幸せにする」

　俺も葉月の髪に手を伸ばして触れた。

　激しく傷ついてもう恋はしたくないと言った彼女が、こうして笑っているのは本当にうれしい。

「子供たち元気だなぁ」

　近くでは四、五歳くらいの子供たち数人がシャボン玉を吹いて追いかけ、はしゃぎ回っている。

「悠馬さん、子供は好きですか？」

「うん。いつか葉月と俺の子ができたら、こうやって一緒に遊びたいな」

　子供たちに視線を向けながらそう漏らす。

「よかった」

「ん？」

　俺が子供好きで？

　ふと視線を絡ませると、照れくさそうな顔をして自分のお腹に触れている。

「葉月、まさか……」

「今朝、検査薬で検査しただけだから、ちゃんと病院に行ってから言おうと思ってたんですけど、うれしくて隠しておけないみたい」

　俺たちの子供を授かったということ？

　飛び起きて、葉月を見つめる。

「陽性、だったの？」

　尋ねると、大きくうなずいた。

「ヤバい。幸せすぎる。ありがとう、葉月」

　思わず彼女を抱き寄せる。

「お礼なんて。私もすごくすごく……」

　葉月はそれきり言葉をなくした。

　ゆっくり体を離すと、瞳がうっすらと潤んでいる。

「悠馬さんに出会えてよかった。恋をあきらめなくてよかった」

　そして彼女は笑いながら一筋の涙をこぼす。

　この限りなく透明で純粋な涙を、一生忘れない。

「俺も。葉月に出会えたことを神に感謝するよ」

　俺は頬の涙を指でそっと拭ってから唇を重ねた。

「お腹にさわっていい？」

「はい」

　恐る恐る手を伸ばす。ここに新しい命が宿っているかと思うと、感無量だ。

「初めまして、俺たちの赤ちゃん。早く生まれておいで」

「気が早いですよ」

　そんなことを言ったって、待ちきれないだろ。

「葉月。三人でうんと幸せになろうな」

「はい」

　うれしそうに微笑む彼女に、感謝を込めてもう一度キスを落とした。





【ＥＮＤ】












あとがき




　今回は前作「エリート社長の許嫁」で登場しました翔の兄、悠馬のお話でした。兄弟でもタイプが違いますね。ふたりとも一途ではありますが、悠馬は落ちるまでグイグイ攻める姿勢を崩しません。できる商社マンらしく、この手がダメなら次の手という感じでした。もちろん葉月をいたわりつつですが、これでもかというほど気持ちをぶつけまくり。でも、一度深く傷ついた葉月はこのくらい迫ってくれなければ恋をあきらめていたかもしれません。いい仕事をしたのかな。




　この作品は〝失敗〟がキーワード。葉月はプライベートでも挫折をし、仕事でも大きなミスをします。そして、完璧に見える悠馬も過去に失敗がありました。

　私も他ひ人とには言えないような失敗がたくさんあって、逃げてしまったこともあります。そんな経験はおそらくどなたにもありますよね。そのときは頭が真っ白になって、忘れたいとか消えたいなんて思いますが、あとあと考えると成長のチャンスのような気がします。どうして失敗してしまったのか、挽回するためにこれからどうしたらいいのか。そんな分析を始めたら、今までの殻を破るチャンス到来！

　葉月が仕事のミスを許されたのは、挽回したこともありますが、それまでの必死さが伝わっていたからかもしれません。不器用でもいい。全力を傾けることを忘れなければ周りの人がきっと助けてくれる。私はそんなふうに思っていますが、甘いでしょうか。うまくいかないこともありますが、頑張ります。

　ちなみに、ベリーズ文庫の来月刊で三谷商事の前身である津田紡績を舞台にしたお話が出版になります。一ノ瀬家のルーツも覗いていただけますので、こちらもあわせてお楽しみいただけると幸いです。




　最後になりましたが、私のひらめきを誘ってくださる担当の中尾さま。平林さま。イラストをつけてくださいましたアオイ冬子さま。スターツ出版の皆さま。いつも応援してくださる皆さま。そして、この作品をお手に取ってくださいました皆さまにお礼申し上げます。ありがとうございました。
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